

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　主しゆ人じん公こうだから最後まで生き延のびるのではない。

　最後まで生き延びた者が主人公の地ち位いを得える。







　そんなことはともかく、朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみというのがその少年の名前である。

　現げん在ざい十五才。特とく筆ひつすべき外がい見けん的てき特とく徴ちようはこれと言ってない。

　クラスで人にん気き投とう票ひようをしたとしよう。一いつ般ぱん性せいに流されることを嫌きらう女子が二票くらいは入れてくれそうなというか、なんというか、とにかく普ふ通つうとしか言いようがない顔立ちをした男子生徒だ。

　その彼が歩いているのは、これもまたどこの地方都市にもありそうな住じゆう宅たく街がいである。どことなくぼんやりした表ひよう情じようで歩ほを刻きざむ朝凪[image: たつみ]だったが、特に思い悩なやむ何かがあったりするわけでも、人生において重大な問題を抱かかえている最さい中ちゆうでもない。単たんにぼんやりしているだけである。

　まだ身みになじんでなさそうな制せい服ふく姿すがたと学生鞄かばんの真ま新しさから解わかるとおり、つい先せんだって高校生になったばかりで、今は学校からの帰り道であり、しかもぽかぽか陽よう気きの春はるの頃ころ合あいということもあって身体からだのどこを見回しても緊きん迫ぱく感かんなど欠片かけらもなかった。

　住み慣なれた街まち並なみは彼にとって旧きゆう知ちのものだ。これといった事じ件けんなど起きたためしもない。面おも白しろみには欠けるが、つまるところ平へい穏おんな街なのである。

　無む論ろん、危険がどこからどのようにやって来るかは予よ測そくすることは難むずかしい。たとえば交こう通つう事じ故こ。いくら自分が注意していたとしても、不ふ可か抗こう力りよくや出会い頭がしらにぶつかってしまうことはありうるものだ。

　もっと常じよう識しきを逸いつ脱だつしたたとえで言ってもいい。空から落ちてきた小さな隕いん石せきにぶつかる確かく率りつさえ決してゼロではない。ゼロでないということは、つまり「そんなこともある」ということであり、もしあったとしたら、それはもはや不注意というより世にも不ふ条じよう理りな出で来き事ごとの範はん疇ちゆうであって、そこまで行けば誰だれの責せき任にんでもない。

　そういうわけで、その日。春の夕方、自じ宅たくめざして歩いていた朝凪[image: たつみ]がこうむった事故的な出来事は、誰にも予測できなどしなかったと思われる事故以前のものだった。
















「あっ！　お兄にいちゃあぁぁぁんっ！」

　背はい後ごで女の子が叫さけぶ声がした。しかし[image: たつみ]たつみは足を止めたりしなかった。なぜなら彼に妹いもうとはおらず、自分をそう呼よぶ相あい手てに思い当あたるフシがなかったせいである。ついでにまったく知らない声でもあった。

「待まってくださぁい！　お兄ちゃあーんっ!!」

　今度はもっと近くから聞こえた。どうやらこちらに走って来ながら叫んでいるらしい。短いセリフの最初と最後を比くらべると、ボリュームが明あきらかに増ぞう大だいしていた。

　おまけに勇いさましい足音が接せつ近きんしてくる。

　さすがに[image: たつみ]は足を止めた。

　だが、振り返ることはできなかった。

「わぁい、お兄ちゃーん！」

　その声を至し近きん距きよ離りで聞いたと思った瞬しゆん間かん、[image: たつみ]の腰こしに凄すさまじい衝しよう撃げきが加くわわり、ほとんど吹ふき飛ぶ勢いきおいでアスファルトに叩たたきつけられたからである。

　何者かによって背後からタックルされ勢いよくすっ転ころんだ、と理り解かいしたのは勢い余あまって車道にハミ出した[image: たつみ]の頭の側そばを前方から来たバイクのタイヤが掠かすめて行き、ライダーの罵ば声せいとクラクションが遠くに去さってからのことだった。

「うわ？　うわ！」

　[image: たつみ]は慌あわてて立ち上がろうとし、それが不ふ可か能のうであることを知った。

　背せ中なかが重い。腹はらが苦くるしい。誰だれかが[image: たつみ]の背中に抱だきつき、腰に腕うでを回してガッチリと固こ定ていしている。

　そして、その誰かはまたしてもこう叫んだ。

「お兄ちゃーん！」

　そのお兄ちゃんとやらは自分のことらしい。いくらなんでもそう気づいた[image: たつみ]は、存そん在ざいしないはずの妹について思いをはせる前に、這はうようにして歩ほ道どうへ戻った。

　それからようやく頭をひねり、背中に張り付いている物体に目を向けた。

　そして言った。

「君……誰？」

　あわや[image: たつみ]の人生をこれまでとしかけたのは、ショートカットの見知らぬ女の子だった。たぶん十才くらい。大きな目を輝かがやかせ、[image: たつみ]に向ける笑え顔がおは親しん愛あいの情じように満みちあふれているが、そんな激げき甘あまシュークリームみたいな笑みを見せられても困るというものだ。

「あたしですかぁー？」

　その子は[image: たつみ]の背後から降おりようともせずに、

「あたしは、お兄ちゃんの妹でぇす。よろしくお願ねがいしまぁす」

　ますます[image: たつみ]の頭を混こん乱らんさせるようなことを言いながら、抱きつく手をさらに強める。

　[image: たつみ]たつみは何とか身みをよじり、地面に腰こしを落として謎なぞの少女の肩かたをつかんだ。そっと押してやると、案あん外がい素す直なおに少女は身を引いた。ただしキラキラした瞳ひとみはそのままで、尻しり餅もちをついている[image: たつみ]の前にちょこんと膝ひざをついている。

　[image: たつみ]は考える。

　自分はこの少女をまったく知らない。しかし少女は自分をお兄にいちゃんだと言う。

　と、いうことは。

「えーと、君は……」





１．物もの心ごころつく前に生き別れとなった実じつの妹いもうとである。



　──父さんも津つ波なみ姉ねえさんもそんなこと一ひと言ことも言ってなかったよなぁ。





２．知らないうちに父親が再さい婚こんしていて、その結けつ婚こん相あい手ての連つれ子ごである。



　──父さんならやりかねないけど、まさかなぁ。





３．単たんに年上の男をお兄ちゃんと呼よんでいるだけの赤あかの他た人にん。



　──知らない子であるのは確たしかだ。でもこんな子、近所にいたっけ？





４．彼女はちょっぴり頭がサワヤカだ。



　──いくら何でも。





５．彼女は人違ちがいをしている。



　──うん、これだ。そうに違いない。




　[image: たつみ]はゆっくり息いきを吐はき、

「ねえ、君。きっと僕ぼくは君が思っているような人間じゃないよ。僕の名前は──」

「朝あさ凪なぎ[image: たつみ]さんですよねー」

　少女は膝でにじり寄よってきながら、

「だったら、あたしのお兄ちゃんであってまぁす。お兄ちゃーん！」

　今度はまともに正しよう面めんから抱だきついてきた。というよりは、やはりタックルだ。小こ型がたミサイルのような体たい当あたりを受け、

「ゲフッ」

　肺はいの空気を絞しぼり出しながらも、[image: たつみ]は戸と惑まどうことを忘れない。誰だれだろう、この子。何をどう考えても彼に少女の姿すがたに見み覚おぼえはなく、絶ぜつ対たい知らない子こ供どもだ。しかし、

「お兄ちゃーんっ」

　本人は甘あまえているつもりなのかもしれないが、ほとんど頭ず突つきだ。胸むねを強きよう打だされて[image: たつみ]たつみは言こと葉ばを失うしなった。小さいくせにけっこうな力だった。

　そのまま[image: たつみ]が春はる風かぜに吹ふかれるままになっていると、少女は[image: たつみ]の胸むな元もとでスリスリしていた顔かおを上げ、明るい笑え顔がおのまま首くびを傾かしげた。

「えー、お兄にいちゃんじゃあダメですかーぁ？　これが一番喜よろこばれると教おそわったんですけどー！　基き本ほんせってぃんぐもそうなってるんですけどーっ」

「はあ……？」

　なんのことやら。

「でしたらー」

　と、少女はくるくるとよく動く目で、

「ご主しゆ人じん様さまにしましょーか。それとも[image: たつみ]くんー？　こら、[image: たつみ]！　っがいいですか？　言ってくれたらもーどちぇんじしまぁす」

「……それ、何のモード？」

　もう少し違ちがうことを訊きくべきなんじゃないかと思いつつ尋たずねた[image: たつみ]に、少女は答えた。

「はぁい。でふぉるとでえたでは『妹いもうと』ですけどーっ。ぱらめぇたを変へん動どうさせることで『幼おさななじみ』や『従い姉と妹こ』や『親おやが勝かつ手てに決めた許嫁いいなずけ』や『血ちの繫つながりのない妹』や『実じつの姉あね』や『義ぎ理りの姉』や『主人公こうにほのかな恋こい心ごころを抱いだいている同どう級きゆう生せい』や『同・下か級生』や『同・上じよう級きゆう生せい』に変へん移い可か能のうなのでぇす。『奴ど隷れい』でもいいでぇす」

[image: ]

「……ごめん」

　[image: たつみ]たつみは慎しん重ちように少女の手をほどこうとしつつ、

「姉あねならもう間まに合っているし、他ほかのも……えーと、いきなり言われても困こまるよ。だから……いらないと言うか、いや中には欲ほしいのだってあるけど、……そうじゃなくて」

　最初に訊きくべきことを思い出す。

「君は誰だれなんだい？　名前は何？」

「あたしはＦＲＦ─12ＴＳ・Ｘ００４でぇす。パーソナルネームはまだありませぇん」

「…………」[image: たつみ]は反はん応のうに困り果はてる。

「名前をつけてくださぁい。それからーっ」

　名な無なし少女は[image: たつみ]の首くびっ玉たまに抱だきついて、

「やっぱりお兄にいちゃんでいいですかーっ」

　耳みみ元もとで叫さけばれた。鼓こ膜まくが吹ふき飛びそうなほどに。




　　　　＊＊＊




　朝あさ凪なぎ[image: たつみ]の住む町は、これといった名所や名めい跡せきなど何もない代わりに、穏おだやかで住みやすいベッドタウンとして知られていた。緑みどりは多いし、水すい質しつに目をつむりさえすれば観かん賞しように堪たえうる川だって流れている。

　普ふ通つうの町に住み、普通に暮くらしている一いち高校生。それが[image: たつみ]の立たち場ばを最もつとも端たん的てきに表ひよう現げんしているだろう紹しよう介かい文ぶんであり、ある日突とつ然ぜん見知らぬ少女に抱きつかれる由ゆ縁えんなど彼かれにはまったくなかった。

　[image: たつみ]もいちおう努ど力りよくはしてみた。涙なみだぐましくも。

　まるで話の通じない少女に、自分の家に戻もどるよう、迷まい子ごならば交こう番ばんまで案あん内ないするし、バス賃ちんがないなら貸かしてあげる、なんなら送ってあげてもいい。

「家はありませぇーん。帰れませぇーん。迷子にはなってないですー。お金は持ってませんがー、必ひつ要ようないでーす。送っては欲しいでぇす。お兄ちゃんの家にーっ。今日からそこがあたしの家なのでー」

　走って逃にげることは不ふ可か能のうだった。少女はしっかりと[image: たつみ]の腰こしに抱きついて決して離はなそうとしない。

「スイッチが入ってしまいましたからー」

　少女はよく解わからないことを言う。

「離れるわけにはいきませぇーん。命めい令れいですのでー」

「命令って？」

　そう聞き返すしかない[image: たつみ]たつみに、少女はただただ「命めい令れいは命令ですー」と答えるのみだった。

　とにかく自じ宅たくに戻もどろうと、[image: たつみ]は一いつ歩ぽ一歩地面を踏ふみしめて歩きだした。少女を引きずっているおかげで文字通り足取りは重く、精せい神しん的てきにも重かった。あまり近所の人に見られたくない姿すがただった。どこかに逃げ込みたい一いつ心しんの[image: たつみ]であり、逃げ込むようなところは自宅以外になかった。

　わけが解わからないなりに、少女をずるずる引きずっているのもどうかと思った[image: たつみ]は、途と中ちゆうから少女を背せ負おってやることにした。大喜よろこびで少女は背せ中なかに飛び乗のり、首くび筋すじに顔かおを押し当ててくる。

　幸さいわいなことに、自宅はもう目と鼻はなの先だ。二に階かい建だての庭にわ付き一いつ戸こ建て。[image: たつみ]が誕たん生じよう以来十五年と数ヶ月、ずっと暮くらし続けている生せい家かだった。

　女の子を張はり付かせたまま玄げん関かんに辿たどり着いた[image: たつみ]は、まず鍵かぎを差さし込んで施せ錠じようされていないことに気づき、姉あねが先に帰き宅たくしていると確かく信しんしながらドアを開け、自宅内に転ころがり込んだ。

「津つ波なみ姉ねえさーん！」

　助たすけを求もとめるような声こえだと自分でも思う。しかしこの正しよう体たい不ふ明めいの女の子を何とかしてくれそうな唯ゆい一いつの家族だ。母親は早そう世せいして写しや真しんでしか顔を知らないし、父親は仕し事ごとの関かん係けいでもう何年も家を空あけ、たまにしか帰ってこない。いてもどうせ役やくに立つまい。

　靴くつを脱ぬぐのもそこそこに、[image: たつみ]は這ほう々ほうの体ていで廊ろう下かを進んだ。

　リビングで物音がした。姉がいるのはそこかと目め指ざそうとしたとき、目指す前に向こうから顔を出してきた。

「つな……」

　言いかけ、[image: たつみ]は再ふたたび絶ぜつ句くする。

　リビングから現あらわれたのは姉ではなかった。

「ようやく帰ってきたか」

　そう言ったのは、またしても見知らぬ少女だった。長なが袖そでブラウスにタイを結むすび、プリーツスカートからオーバーニーソに包つつまれたスラリとした脚あしを覗のぞかせたその娘こは、道ばたでタックルしてきてそのまま[image: たつみ]の背中にしがみついている女の子とは何もかも違ちがう。

　まず一点、髪かみが長い。

「遅おそかったではないか」

　二点目、そちらの少女は不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じようで、

「予よ定ていでは二十八分前に帰き宅たくしていたはずだ。どこで道みち草くさを喰くっていた」

　やけにぞんざいな口く調ちようで詰きつ問もんしてくる。

　三点目、愁しゆう眉びを逆ぎやくハの字じにしたその少女は[image: たつみ]と同い年くらいに見えたが、このものの言いい様ざまでは年上なのかもしれない。

「なんだその顔は」

　四点目、少女はとんでもない美び人じんだった。もし[image: たつみ]がまともな精せい神しん状じよう態たいでいたら、一いつ見けんしただけで立ちくらみを起こしていただろう。まるで妖よう精せいのようだ、と[image: たつみ]は思い、思いながらもこう尋たずねざるをえなかった。

「……君、誰だれ？」

　まあ、そう言うだろう。なにしろこの時の[image: たつみ]たつみはまともな精せい神しん状じよう態たいとは言い難がたかったが、それでも普ふ通つうの精神構こう造ぞうをしていたから。

「わたしか」

　長ちよう髪はつをうるさげにかき上げ、その娘むすめは眉まゆを寄よせた。

「説せつ明めいするのは非ひ常じように面めん倒どうだ。だが、一つだけ明あきらかにしておこう。わたしは今からお前の保ほ護ご者しやになる」

「え。保護者？　え？」と[image: たつみ]。

「保護者では解わかりにくいか」とその少女。「では、守しゆ護ご者しやだ」

　余よ計けいに解りにくい。

　[image: たつみ]はもつれそうになる舌したを操あやつって、なんとかこれだけを言った。

「あの……津つ波なみ姉ねえさんは？」

「お前の姉あねのことなど、わたしは知らん。わたしが守まもるよう言われたのはお前だけだ。正しく認にん識しきしろ。わたしはお前の生せい命めい維い持じを最さい優ゆう先せんにして動く。それ以外の仕し事ごとはいっさいしない。よいか、わたしは自分の任にん務むをまっとうすると心に誓ちかったのだ。心しておけ」

　いろいろ解らないことだらけだった。本来なら訊きくべきことは他ほかにもありそうだったが、しかしやっぱり、[image: たつみ]たつみは次のように尋たずねた。

[image: ]

「君は誰だれで、名前は？　あと、津つ波なみ姉ねえさんはどこ？」

　[image: たつみ]が何か言うたびに、その娘むすめはイラだつようだった。

「くだらん質しつ問もんばかりするな。わたしが誰かはもう説せつ明めいした。名前は好すきに呼よぶがいい。どうせわたしの本ほん名みようなどお前には発はつ音おんできまい。お前の姉あねの居い場ば所しよなど知らん。そっちは任にん務む外がいだ」

　[image: たつみ]は愕がく然ぜんと、

「じゃあ、津波姉さんはまだ帰ってないの？　君、どうやって入ったんだ？」

「わたしがどうやって入り込もうがかまわんではないか！」

　どうして怒おこられるんだろうと思いながら、[image: たつみ]はその娘の剣けん幕まくに首くびをすくめる。

「訊ききたいなら教おしえてやる。ちゃんとその入り口から入った。入るためのものだろうが。だから入り口と言うのではないのか」

　どこかズレているような気がする。

　[image: たつみ]は恐おそる恐る、

「鍵かぎがかかってたと思うんだけど……」

「適てき当とうにいじっていたら開いた。多た少しようは面めん倒どうに感じた。ぶち破やぶってもよかったが、もしお前が内部にいてうっかり殺ころしてしまってはいかんと自じ重ちようしたのだ」

　ふん、と優ゆう美びな胸むねを反そらす長ちよう髪はつ少女を、[image: たつみ]は啞あ然ぜんとしたまま見つめる。

　何だろう。ここが自分の家ではないような気になってきた。ついでに選せん択たく肢しが再ふたたび浮かんできた。同じ質問をするのは気が引けたが、

「あのさ……人違ちがいじゃないかな……。僕ぼくの名前は、」

「朝あさ凪なぎ[image: たつみ]というのがお前の名前だろう」

　さも当とう然ぜんのように彼女は言って、

「仮かりに違う名なのだとしてもいっこうにかまわない。わたしが守しゆ護ごする人間がお前であるのは確たしかだからな。お前本人に間違いない。この世せ界かいでお前が何と呼ばれていようが知るものか。いいから今後は行動のすべてをわたしの指し示じにゆだねるのだ」

　力強い意い志しを光らせる瞳ひとみで睨にらみ、

「まず、不ふ審しん者しやには気をつけろ。特にこの世界の人間でなさそうな奴やつにだ。むしろ近づいてくる人間すべてに注ちゆう意いを払はらえ。親したしげにやって来る奴ほど怪あやしいと思え。見知らぬ人間には近づくな。中には狡こう猾かつな者もいるだろう。思わず油ゆ断だんしそうな外がい見けんをしている奴には最もつとも注意が必ひつ要ようだ。たとえば、小さな少女の姿すがたをしている奴など、もってのほかだぞ」

「あー……」

　[image: たつみ]は怖こわ々ごわと振り返る。

　小さな少女は相あい変かわらずそこにいた。あまりに小さすぎて[image: たつみ]の背はい後ごにすっぽり隠かくれる形になっていた。そのため、長髪娘には見えなかったらしい。

「はぁいー？」

　名な無なし少女は目が合うと[image: たつみ]たつみの顔かおの動きを追おい、ニコニコしながらひょっこりと顔を出した。

「お兄にいちゃーん？　なんでしょーかぁ？」

　その刹せつ那な、

「貴き様さまっ！」

　不ふ法ほう侵しん入にゆうしていたほうの娘むすめが、顔を引きつらせて身み構がまえた。

「手て遅おくれだったか！　離はなれろ、[image: たつみ]！　そいつは《科マ学ー者ガ》どもが放はなった人ひと型がた兵へい器きだ！」

「はい？」

　[image: たつみ]は耳みみに当あてようと片かた手てを挙げかけ、ちっこい少女はその耳元もとで、

「待まってくださぁーい。そうですけどー、違ちがうんですー」

「待たん！」

　奇き妙みような構えをとった娘の両りよう拳こぶしが白く光り始めた──そう見えたと思った瞬しゆん間かん、宙ちゆうに舞まう長ちよう髪はつの残ざん像ぞうだけを残のこしてその姿すがたが消えた。

「え？」

　耳に向かいかけていた手を目に持っていこうとした時、

　ドン

　音が遅れてやってくる。

「は？」

　廊ろう下かのフローリングに穴あなが空あき、木もく材ざいの破は片へんが飛び散ちっていた。

　もちろん[image: たつみ]には理り解かいできない。謎なぞの長髪娘が床ゆか材ざいを破は砕さいする力でフローリングを蹴けり、信じられない速そく度どで間まを詰つめてきたなど、ましてその足もとが白く光り輝かがやいていたことなど、ついでに[image: たつみ]の後ろにいる小学生のような少女に正拳で殴なぐりかかったことなど──。

　理解するどころか、目もく視しすらできなかった。

　ドガン

　その音で[image: たつみ]は振り向く。

　発光した娘の右拳が、玄げん関かん扉とびらをぶち破やぶっていた。

「かわしたか！」

　娘は怒いかりに燃もえる目で相あい手てを追う。妹いもうとモドキ少女は[image: たつみ]の背はい後ごでへたり込むようにしゃがみ、両手をパタパタと振っていた。

「違いますーっ。いえ、かわしはしましたけどーっ。だって壊こわされるわけにはいかないのですーう。聞いてくださぁい」

「うるさい黙だまれ！　破は壊かい人形の言こと葉ばなど耳の汚けがれだ！　貴様らの気き象しよう兵へい器きでわたしの国がどれだけ迷めい惑わくしたと思っているのだ！」

「すみませーん。それはあたしは知りませんー。あたしがここに来たのはーぁ」

「口をきくな！　ガラクタめ！」

「ガラクタではないのでぇす。正せい式しきにろぉるあうとしたＦＲＦ─12ＴＳの試し作さく四番機でぇす」

「貴き様さまの出しゆつ自じなど知ったことか！」

　扉とびらの穴あなから腕うでを引き抜ぬいた長ちよう髪はつ娘むすめは、キリキリと歯はを嚙かみ合わせた。

「《科マ学ー者ガ》は我われ々われ《妖精アプリリス》の仇きゆう敵てきだ！　連中の作ったゴミのような兵へい器きなど残らず粉こな微み塵じんにしてくれる！」

　何やらジャーゴンくさいガジェットネームを交まじえた説せつ明めい的てきセリフだったものの、[image: たつみ]たつみの理り解かい不ふ能のうは依い然ぜんとして続ぞつ行こうしたまま、言われているほうの女の子は子こ供どもっぽい笑え顔がおのままで、

「しかたがありませぇん。自じ衛えいあぷりけぇしょんを起き動どうしまぁす。攻こう撃げき許きよ可か、よろしー」

　妹いもうと少女は服ふくの下に両手を突つっ込み、いったいどこにしまっていたのか途と方ほうに暮くれるのだが、身みの丈たけほどもある二丁ちようのバズーカを取り出して即そく座ざに照しよう準じゆんした。発はつ射しや。

　轟ごう音おん。

　音おん速そくで飛ぶモノが二つ、[image: たつみ]の両りよう耳みみをかすめ、キッチンに吸すい込まれた。

　爆ばく音おん、次ついで爆風。

　台だい所どころが綺き麗れいに吹ふき飛んでいた。不ふ思し議ぎなことに[image: たつみ]を襲おそったのは強きよう風ふうだけだ。ほぼすべての破は壊かい力りよくは弾だん頭とうの向かった先だけに向いていたらしい。その結けつ果か、[image: たつみ]の視し線せんの先には何もない空くう間かんがあり、その空間から庭にわ先さきが一いち望ぼうできるようになっていた。

「あのー……」

　[image: たつみ]のつぶやきは虚むなしく中ちゆう空くうに霧む散さんする。

「ゴミに還かえれ！」

　バズーカの弾たまを跳とんで避よけた娘が、残った柱はしらを蹴けって突つっ込んできた。空中で身体からだをひねっての上じよう段だん回まわし蹴げり、狙ねらうはバズーカ少女の側そく頭とう部ぶだ。しかしターゲットは[image: たつみ]の背はい後ごにいるわけで──

「そこをどけ、バカ！」

　コンマレベルの判はん断だんだった。このままぼんやり立っていたら自分も蹴りを食くらう。本ほん来らいならばさっさと伏ふせるべきだったろう。一いつ瞬しゆん、そうしようと身体が動きかけた。だが、このまま伏せたら後ろの小さい少女が無ぶ事じではすまない。そんな意い思しの働はたらきが躊ちゆう躇ちよを生うみ、ついでに言えば[image: たつみ]の反はん射しや神しん経けいでは率そつ先せんして伏せたとしても時間的に無理だったと思われる。

「くっ、なぜ避けんのだ、お前はっ！」

　爪つま先さきを白く光らせた娘は、どう考えても不ふ自し然ぜんな体たい勢せいで蹴りを中ちゆう止しした。[image: たつみ]を直ちよく撃げきする直前、まるで見えない壁かべがそこにあったように足を弾はじかせると、後こう方ほう宙ちゆう返がえりを見せて着ちやく地ちしたのである。

「愚おろか者め！　わたしの声こえが聞こえなかったのか！」

「いや、だから、あの……」

　聞こえていたし、指し示じに従したがってもとうてい間にあわなかったが、[image: たつみ]たつみの言いたいのはそんなことではないのだ。

「えーとね、二人ともさ……」

　ガシャンという音は小さい少女が凶きよう悪あくな兵へい器きを床ゆかに落としたことで生まれていた。そう、それが言いたかった。つまりは、ケンカをやめて欲ほしい。

　だが、名な無なしの妹いもうと少女はまた服ふくの下に手を入れて、出した時じ点てんで身みの丈たけの二倍ばいはある長方形の金きん属ぞく箱ばこを掲かかげていた。

「みさいるらんちゃあでぇす」

　しなくてもいいような説せつ明めいを述のべた少女は、みさいるらんちゃあとやらからミサイルとしか言いようがないものを発はつ射しやした。一ダースほどを同時発射。

　マッハで飛ひ翔しようするミサイル群ぐんの半分は、光る拳こぶしによって叩たたき落とされ、残る半分は長い髪かみの残ざん像ぞうをすり抜ぬけて好すき勝かつ手てな方向を目め指ざした。うち、数発は上じよう空くうに向かい、天てん井じように命めい中ちゆうする。

　いいかげんにして欲しかったが、またしても盛せい大だいな爆ばく発はつが起こった。

　今度は二に階かいがそっくり吹ふき飛んだ。ついでに他ほかのミサイルは辛かろうじて残っていた一階部分のありとあらゆるところに着ちやく弾だんして、次々と爆発してくれた。リビングは崩ほう壊かいし、客きやく間まも消えた。すべてが破は壊かいされ、家でも何でもなくなった。

　ふと気づくと、[image: たつみ]が立っているのは単たんなる瓦が礫れきの山の中である。

　そして二人の謎なぞの少女は、いまだに戦せん闘とうを繰くり広げていた。

　光こう拳けんを持つ娘むすめの左フックをミサイルランチャーで受け止め、粉こな々ごなに砕くだかれた兵器少女は、

「携けい行たい用ようみにれーるがんなのでぇす」

　黒くろ光びかりする物もの干ほし竿ざおみたいな金属棒ぼうをどことも知れない空くう間かんから入にゆう手しゆすると、軽かる々がると担かつぎ上げてスコープを覗のぞき込んだ。どうしてそんな無む邪じや気きに笑わらったままでいられるのか、これはもう不ふ思し議ぎ以前の問もん題だいだ。

　いや、問題ですらない。

　[image: たつみ]が考えたいのはこんな問題でもなかった。

　二人の少女の位い置ち関かん係けいが入れ替かわっている。[image: たつみ]の目の前に乱みだれた長い髪があり、考えるより先に[image: たつみ]はその背せ中なかに飛びついた。

「何をする！　放はなせ！」

「ダメだ！」

　[image: たつみ]は頭を押してくる娘の力に抗あらがいながら、

「だからっ、ケンカはやめてくれよ！」

「バカかお前は！　これのどこがケンカに見えるっ!?」

「じゃ、何なんだよ！」

「これは戦せん争そうだ！」

「なおさらよくないよ！　ケガしたらどうするんだよ！」

「心しん配ぱいするな。お前の身みはわたしが守まもる。そのためにもあの人ひと型がた兵へい器きを破は壊かいせんといかん！」

「やめてってば！　あの子が可哀かわい相そうじゃないか！　それに君だってケガをしそうだよ！」

「愚おろか者ものっ！　何が可哀相なものかっ。外がい見けんに騙だまされるな！　あれは兵器だ。あの一体で万まん単たん位いの人間が殺ころせる！」

「だったら余よ計けいにダメだ！　悲ひ劇げきだよ、そんなの！」

「そうとも！　わたしの国はあいつらのせいでめちゃくちゃにされたのだ！　復ふつ興こうにいくらかかるか見けん当とうもつかん！　悲劇的だっ」

「君とあの子の国がどこだか知らないけど、だからってここでも戦せん争そうすることないじゃないか！　僕ぼくの家だよ、ここは！」

　[image: たつみ]たつみは長い髪かみごと娘むすめの腰こしに腕うでを回す。動かせないようにするためである。他ほかの意い図とはない。彼かの女じよのほうも誤ご解かいしなかった。

「邪じや魔まをするな！　死にたいのかっ！」

　歯はぎしりの音も高らかに、娘は[image: たつみ]を振りほどこうとする。

　一いつ方ぽうの兵器少女は、レールガンの穂ほ先さきをすいっと上に逸そらして、

「はぁい。あたしも戦争反対なのでぇす。戦争しに来たんじゃないのですからー。妖よう精せいさんとは仲なかよくするようにいんぷっとされていまぁす」

「黙だまれ！　貴き様さまなどと仲よくできるものか！」

「ええーっ、困こまりますーよー」

　長物を持つ少女は、本当に困ったように笑って、

「あたしはお兄ちゃんのそばにいないといけないのでぇ、妖精さんがお兄ちゃんのそばにいないといけないのなら三人一いつ緒しよになるのはしかたありませぇーん。それからぁ、二人ともケンカはやめてくださぁい」

　絶ぜつ好こうの好こう機きと捉とらえたか。妖精娘は後ろ蹴げりで[image: たつみ]の足を払はらった。[image: たつみ]が思わず手を緩ゆるめたスキに、彼女は床ゆかの残ざん骸がいを蹴って跳とぶ。

　レールガンの射しや線せん修しゆう正せいは間に合わない。兵器を持つ小さな少女の顔がん面めんに光に包つつまれた右ストレートがヒットした。

「あふぁー」

　小さな姿すがたがすっ飛ぶ。頭がもげそうなほど首くびをねじって飛んだ少女は、かつて壁かべがあった空くう間かんを素す通どおりし、庭にわの奥おくまで放ほう物ぶつ線せんを描えがいた。落ちる。

「わぁ、君！」

　[image: たつみ]は反はん射しや的てきに動いた。バンザイするように手を投なげ出して倒たおれ伏ふす少女のところへ駆かけ寄よろうとして、その肩かたをつかまれた。

「奴やつに近寄るな。死ぬぞ」

　物ぶつ騒そうなことを言う娘むすめが、セリフ以上に物騒な顔かおつきで[image: たつみ]たつみを制せいしていた。

　むくり。

　ショートカットの髪かみと顔と服ふくを汚よごし、少女が身体からだを起こした。笑え顔がおがそのままであることに[image: たつみ]がホッとするのもつかの間、

「自じ爆ばくしーくえんすに入ってしまいましたぁ。かうんとだうん、開始されますー」

　照てれたように頭をかきながら少女が言い、[image: たつみ]は聞き返した。

「自爆だって？？？」

「はぁい。あたしはお兄にいちゃんの半はん径けい五メートルから離はなれてはいけない設せつ定ていになっているのでぇす。最初に抱だきついたときにスイッチがオンになりましたぁ。もし離れてしまうと、任にん務む遂すい行こう能のう力りよくなしと判はん断だんされますー。だから強きよう制せい自爆するのですー」

「何だって？？？」

　[image: たつみ]は目を丸まるくする。

「見ろ」

　妖よう精せい娘が顎あごをしゃくった。

「これが《科マ学ー者ガ》どものやり口だ。都つ合ごうが悪くなると迷めい惑わくを顧かえりみずに爆ばく発はつする。使い捨すての兵へい器きを量りよう産さんしては送り込み、最後にゴミを撒まき散ちらしていくのだ。せめて回かい収しゆうすればいいものを、おかげでわたしの世せ界かいは産さん業ぎよう廃はい棄き物ぶつ処しよ理り施し設せつがフル稼か働どうしてもまだおっつかん」

　[image: たつみ]には未いまだに解わからないが、ともかくどこの国のおとぎ話なのかは考えないことにして、ちびっ子に向き直って尋たずねた。

「ねえ、君、自爆ってどういうこと？」

「ふぁい、説せつ明めいしまぁす。あたしの身体を構こう成せいする物ぶつ質しつの一部を反はん物質化するのでーす。対つい消しよう滅めつでどっかーん、それでおしまいでーす」

　兵器少女は天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で、

「ですのでー、早く逃にげてくださーい。消滅半径は三十キロの予よ定ていでぇす。かうんと残のこり時間、五十八秒びようを切りましたぁ」

　そんなことを言われても。

　最初からよく解らないままここまで来てしまった。しかし、今に至いたってもどうしたって困こん惑わくし続けるしかない[image: たつみ]だった。普ふ通つう、そうだ。

「ちっ」

　長い髪を揺ゆらして少女は舌したを打うった。




　ところで、ここまでと言えばこれもここまで二人の少女の名前を不ふ明めいのまま過すごしていたが、そろそろどっちがどっちやらややこしくなってきた。髪の長いほうとかチビっこいほうとか、なんていう描びよう写しやのまま続けるのは面めん倒どう極きわまりない。どうせ[image: たつみ]にもすぐに知れることなので、ここで二人の名めい称しようを紹しよう介かいする。

　初しよっぱなに登とう場じようして[image: たつみ]たつみに抱だきついてきたあざとさ全ぜん開かいのニセ妹いもうとは、これからしばらくして『猫ねこ子こ』と名付けられ、[image: たつみ]の自じ宅たくにピッキングで上がり込んで待まちかまえていたほうの少女は『綾あや羽は』と呼こ称しようされることになるため、今後その名で統とう一いつする。




　ともかく、綾羽は長い髪かみを揺ゆらして舌したを打うち、[image: たつみ]を睨にらみつけた。

「だから言っただろう！　怪あやしいものには近づくな、と。わたしの忠ちゆう告こくを守まもらないからこんなことになるのだ！」

　[image: たつみ]は呆ぼう然ぜんと、

「えっ？　でも──」

　確たしかに「でも」と言ってもよかろう。[image: たつみ]がその忠告とやらを聞いたのはすでに抱きついてきた猫子とともに帰き宅たくしてからで、その後に告つげられる忠告をあらかじめ守っておけというのは予よ知ち能のう力りよく者しやでもない限かぎり困こん難なんを極きわめる注ちゆう文もんだ。ついでに猫子はどの角かく度どから見ても不ふ審しん者しやには見えず、たとえ予知能力があったとしても回かい避ひできたかどうか怪しいものだ。

「もういい！　おまえはそこでじっとしていろ。こうなったら対たい処しよ方法は一つだ」

　綾羽は高たか飛び車しやに言って猫子のもとへ駆かけた。

「ごじゅうごー、ごじゅうよーん、ごじゅうさーん」

　猫子が舌足らずな声で数字を述のべているのは、どちらかと言えば微笑ほほえましい光こう景けいだった。湯ゆ船ぶねにつかっている子供が残り時間を数えているような。まあ、自じ爆ばくがどうとかいうのを除のぞけばだが。

　[image: たつみ]があっけにとられていると、綾羽は猫子の襟えり首くびをむんずとつかんで持ち上げた。

「ふにゃあ。……ごじゅうにー、ごじゅういーち」

　子猫を持ち上げるようなに軽々とした行こう為いだが、スリムスタイルな綾羽の身体からだのどこにそんな力があるのかはここでは問もん題だいではない。パンチでドアをぶち破やぶったりミサイルを弾はじき飛ばしている段だん階かいで、そのような問題などとうに過すぎ去さり今や水すい平へい線せんの彼方かなたである。

　綾羽は片かた手てでぶらさげた猫子に、

「半はん径けい三十キロと言ったな？」

「よんじゅうはーち。はぁい、誤ご差さは三十メートル未み満まんでぇす」

「ならば四十キロメートルあたりでよいな」

　くい、と白い喉のどをさらして綾羽は空そらを見上げた。天てん井じようも屋や根ねもなくなったおかげで晴はれ晴ばれとした蒼そう穹きゆうがよく見える。

　何をするのかと[image: たつみ]が口を開きっぱなしにしていると、綾羽はまるで猫子が遠えん投とう用ようハンドボールか槍やりであるかのように、腰こしを落とした投とう擲てきのモーションに入った。その右手と床ゆかを踏ふみしめた両りよう脚あしがぼんやりしたオーラもどきに包つつまれる。

「ええっと」

　ここでようやく[image: たつみ]たつみのセリフ。

「何をするつもりなの？」

「投げるのだ」

　綾あや羽はは歯は切ぎれよく、

「この人ひと型がた爆ばく弾だんが爆発するというのならしかたがない。衝しよう撃げき波はに巻まき込まれない距きよ離りに投げ飛ばすしかないだろう。そんなことも解わからんか」

「投げるって、どこに？」

「くだらん質しつ問もんばかりするな。地上で爆発されては被ひ害がいが拡かく大だいする。わたしはお前さえ無ぶ事じならそれでいいが、他ほかの人間を巻き添ぞえにしようという《科マ学ー者ガ》どもの性しよう根ねが気に入らん。このまま空そらに投げるのだ」

　ニコリともせず、綾羽は真しん剣けんな口く調ちようで、

「電でん離り層そうまで飛ばすことはないだろう。安心しろ、四十キロなら余よ裕ゆうで投げられる」

「さんじゅさーん、さんじゅにーい」

　猫ねこ子このカウントダウンは、そのまま自じ身しんの発はつ射しやの時を告つげるものになっていた。

　さて、[image: たつみ]である。

「待まってよ、二人とも」

　家の惨さん状じように目をつむることにして、

「自爆とか、投げ飛ばすとか、そんなんじゃなくてさ、何か他にないの？」

　綾羽がうるさそうに、猫子がにっこりと向けてきた視し線せんを浴あびながら、[image: たつみ]は勇ゆう気きを奮ふるい立たせた。

「だって、かわいそうじゃないか！」

　[image: たつみ]は猫子を指さし示しめした。

「そんな小さな子を投げ飛ばしたりしたらさ」

「バカめ。何度言ったら解るのだ」綾羽がウザそうに、「これは小さな子こ供どもの姿すがたをしているだけで、本ほん性しようは兵へい器きなのだぞ。わたしたちのような人間とは違ちがうのだ」

「君だって、じゅうぶん人間離ばなれしているように見えるけど……」

　まったくだ。あっという間に家をめちゃくちゃにしたり女の子一人を天てん空くうに投げ飛ばすのに余裕だと言い切る人間はどこかおかしい。美うつくしい少女だったが、美少女なら何でも許ゆるされるわけではない。いや、ここは許すも何もそんな話でもないのだ。

　[image: たつみ]は悲しげに首くびを振った。

「ねえ、君」

　そう呼よびかけた先は、カウント伯はく爵しやく化かしている少女へである。

「自爆なんてよそうよ。危あぶないし、君だって爆発するのはイヤだろう？」

「にじゅうはーち、……はぁい？」

　猫ねこ子こは少し驚おどろいたように目を見開き、次に満まん面めんの笑えみ。

　綾あや羽はがまた、バカか、と言いたげに[image: たつみ]たつみを見て、

「爆ばく弾だんに向かって何を言っているのだ。自じ力りきで爆発を止とめる爆弾などあってたまるか」

「はぁい、そうでぇす。あたしは自分で止められませぇん。爆発するのはあたしの機き能のうの一つですからー」

　猫子はむしろ楽しそうに、

「でもーでもー。まさかの時の緊きん急きゆう停てい止し装そう置ちならありまぁす。自分では作さ動どうできませんがー」

「ほんと!?　それ、どこにあるの？」

　[image: たつみ]の問といに、

「背せ中なかでぇす。めんてなんすはっち内に非ひ常じよう用ようのものがー」

　考えるのは後あと回まわしにしよう。[image: たつみ]は固かたく思った。

　この、どう見ても小学生くらいの女の子が人ひと型がた兵へい器きだとか、半はん径けい三十キロを粉こな微み塵じんとか、そんなの、落ち着いてから誰だれかが説せつ明めいしてくれる。今はこれをやっておかないと、落ち着きようもなかった。

　綾羽は猫子を持った状じよう態たいを維い持じし、眉まゆを逆ぎやくハの字にして[image: たつみ]を睨にらむ。余よ計けいなことを、と思っていたのかもしれないが、口に出したのは別の内ない容ようだ。

「あと、何秒びようだ」

「にじゅうにー、でぇす」

「頼たのむよ」と[image: たつみ]は懇こん願がんする。「できることなら、何だってするべきだよ」

　荒あらっぽい手つきで綾羽は猫子を下ろした。そして[image: たつみ]に、

「止とめたいのなら止とめるがいい。なにせ《科マ学ー者ガ》の人型兵器だ。爆発してもしなくてもどうせ同じようなことになる」

　セリフの意味がよく解わからなかったが、[image: たつみ]はこれまた後回しにして急いそいで猫子に歩あゆみ寄より、

「背中のどこ？」

「服ふくを脱ぬがせてくださぁい。肩けん胛こう骨こつの間あいだくらいにありまぁす」

　伸ばしかけていた手が止まった。脱がすって？　この女の子の服を？

　[image: たつみ]は助けを求める目を綾羽に向けた。知らん、とばかりにそっぽを向いた少女の長い髪かみだけが目に映うつる。

　青せい少年のとるべき行動して、[image: たつみ]の逡しゆん巡じゆんは当とう然ぜんのものだ。なにしろ彼には女性の服を脱がせた経けい験けんなど、深しん夜やに泥でい酔すいして帰き宅たくした姉あねが服のまま風ふ呂ろに入ってしまい浴よく槽そうの中で眠ねむりこけてしまった時に無理やり引き出して着き替がえさせてやった、くらいしかない。充じゆう分ぶんかもしれない。

「じゅうはーち、じゅうななー」

　後で躊躇ためらおう、と決けつ意いして[image: たつみ]は猫子の服に手をかけた。幸さいわい、彼女の衣い装しようは実じつにシンプルだった。頭から被かぶるタイプのワンピースと半はん袖そでインナー。そう何枚も重かさね着ぎしていないから脱だつ着ちやくも簡かん単たんである。

「バンザイしてくれない？」

「はぁい」

　素す直なおに従したがう猫ねこ子こ。[image: たつみ]たつみは背はい後ごから彼かの女じよのワンピースに手をかけ、すぽっと頭から引き抜ぬいてやる。インナーのカットソーも同どう様ように脱ぬがせてしまうと、猫子はパンツ一枚の姿すがたになった。もっとも、[image: たつみ]の目がまじまじと見ているのは細い背せ中なかのラインだけである。いちおう、スケベ心より危き機き回かい避ひを優ゆう先せんする少年なのだ。

「ええと、どこにあるの？　そのメンテナンスハッチって」

　質しつ感かんも肌はだ触ざわりも体たい温おんも人間以外とは到とう底てい思えない。取とっ手てかネジのようなものを期き待たいしていた[image: たつみ]が見たものは、本当にどう見ても単たんなる小さな女の子の背中でしかなかった。

「肩けん胛こう骨こつの真ん中をタタタンタタンタンタタンってリズムで押してみてくださぁい。そうしたら開きまぁす」

　やってみた。

　本当に開いた。

　十センチ四方の薄うすい蓋ふたが持ち上がり、内部の様よう子すをさらけ出す。綾あや羽はの言こと葉ばから、ロボットめいた中なか身みを予よ想そうしていた。しかし[image: たつみ]が見たものは、どくどくと脈みやく打うつ微び細さいな管くだの集しゆう合ごうとピンク色をした肉にく塊かいだ。外げ科か医いになったような気分。

[image: ]

「どれがスイッチ？」

「いま出しまぁす」

　絡からみ合う管くだをかき分けるようにして、ようやく機き械かいじみたものがせり上がってきた。

　ＦＲＦ─12ＴＳ・Ｘ００４と刻こく印いんされた金きん属ぞくプレートがまず最初に登とう場じようし、次に小こ型がたの電でん卓たくみたいなボタンのビッシリ付ふ着ちやくしたパネルが出しゆつ現げんする。しかしボタンには何の記き号ごうも略りやく字じも書いておらず、どれを押していいものかと訊きこうとする前に、

「右から三番目で上から五番目のボタンをタンタンタタンタンタンタタンってリズムで押してみてくださぁい。それから、あと、ちょうどじゅうびょうでぇす。きゅうー、はーちー、なーな、うげ」

　綾あや羽はの手が猫ねこ子この首くびを再ふたたびつかむ。間まに合わなければ投げ飛ばすつもりだ。[image: たつみ]たつみは急いそいで目を走らせ、猫子に指し定ていされたボタンを探さがして人ひと差さし指ゆびをスタンバイさせた。

　言われたばかりのリズムを忘れないように口ずさんで、いざ、タンタンタタンタンタンタタン。不ふ思し議ぎとボタンの表ひよう面めんはどんな液えき体たいにも濡ぬれていない。綾羽が人間ではないと言っていた意味が何となく解わかりかけてきた。

「よーん、さーん…………」

　まで言って、猫子は口を開かせたまま言こと葉ばを切った。

　[image: たつみ]を見上げてニッコリと、

「はぁい。緊きん急きゆう停てい止し命めい令れいを受じゆ領りようしましたー。自じ爆ばくを中ちゆう止ししまぁす」

　[image: たつみ]の膝ひざががくりと崩くずれた。そのまま両手と膝をつき、

「…………」

　ひたすら無む言ごんで息いきをする。

「お兄にいちゃぁん」

　と、ほぼ裸はだかの猫子がまともに向き直って飛びついてきた。

「ありがとー。これからはもっと注ちゆう意いしまぁす。ずっとずっと離はなれずにいますからー。五メートル以内にー」

　[image: たつみ]は茫ぼう然ぜん自じ失しつとしつつも、

「僕ぼくはいいけど……いや、よくないような気もするけど、でも……」

　もう一人の少女は何というだろうか、と見上げると、綾羽は冷たい視し線せんを猫子と[image: たつみ]の両方に向けて腕うでを組んでいた。

「いいだろう。ところかまわず自爆されるよりはマシだ」

　さっきまでの敵てき意いは多少収おさまっているようだった。例れいの不思議な光は身体からだのどこからも消えている。

「だが、お前たち《科マ学ー者ガ》の人ひと型がた兵へい器きがわたしの故郷ふるさとの敵てきであるのは忘れんぞ。同どう盟めいなどすぐに解かい消しようになる。そうに違ちがいない。わたしが気に入らないからな」

「同どう盟めい？」と[image: たつみ]たつみ。

「そうだ」

　綾あや羽ははいやいやのようにうなずいた。

「少し前のことだ。わたしがここに派は遣けんされるにあたって、《妖精アプリリス》と《科マ学ー者ガ》は一時的に手を結むすぶことにしたのだ。どちらが言い出したことなのかは知らない。わたし一人ではアテにならんと思われたのだとしたら腹はらが立つので、なるべく考えないようにしている。その人ひと型がた兵へい器きは、わたしと同じ、お前を守まもるために派遣されたのだろう」

「僕ぼくを守る？」

　[image: たつみ]は周しゆう囲いを見回した。バラバラになった木もく片へん、焦こげたような臭においが充じゆう満まんして、ところどころで細い煙けむりがたなびいていたりする。元もとは二に階かい建だて一いつ軒けん家やだったものの構こう成せい物ぶつが破は壊かいされて転ころがっていた。惨さん状じようを目まの当たりにして、[image: たつみ]はひしゃげた声こえで言った。

「じゃあ……戦たたかう必ひつ要ようはなかったんじゃないの？　味み方かたなんだろう？」

「一時的なものに過すぎん」

　[image: たつみ]の控ひかえめな非ひ難なんにも、綾羽は堂どう々どうとしていた。

「そいつの姿すがたを見て頭に血ちが上った。いくら同盟したと聞かされていても、わたしの国が《科学者》どもに蹂じゆう躙りんされた事じ実じつは変えられん。わたしには恨うらみがあるのだ。殴なぐりかかったとしても責せめられはしまい」

　その結けつ果か、[image: たつみ]は住じゆう居きよを失うしなった。これからどうしたらいいんだろう……？

　それ以前の話として、この少女が何を言っているのか全然解わからないところもどうしたらいいんだろう。

「それに、わたしより先にお前に接せつ触しよくしていたのも気に入らない。お前のせいだぞ。すぐに帰ってきていればこんなことにはならなかったのだ」

　勝かつ手てな言いぐさのように聞こえたので、[image: たつみ]はしばらく自分の耳みみの調ちよう子しについて考えてみた。どこも悪くはなさそうだ。間ま違ちがいない。この少女の言い分は勝手気まま過ぎる。

　だが、やたら温あたたかい猫ねこ子こに抱だきつかれてスリスリされている状じよう態たいでは、何を言っても説せつ得とく力りよくがないように思えた。おまけに[image: たつみ]は強ごう引いんなやり口には慣なれていた。彼かれの姉あねはひょっとすると目の前にいる二人の少女より人の話を聞かない。

　[image: たつみ]は溜ため息いきをついた。

　少女の形をした兵器と、素す手ででミサイルを弾はじく少女。何が科か学がく者しやで妖よう精せいとかもさっぱり解らないが、どうやら自分の日にち常じようが完かん全ぜんに弾き飛ばされたことだけは解った。

　守ってくれる側がわの二人がこれなら、少女の言う襲おそってくる側はいったいどれほどのものだろうと、まるで人ごとのような脳のう天てん気きさで考えている[image: たつみ]のところに、第三の、今度は見知った顔を持つ女性がやって来た。

「ただいま」

　[image: たつみ]たつみがゆっくり顔かおを上げた先にいるのは、七しち分ぶ袖そでの白ブラウスに紺こんのタイトスカートを穿はいた人ひと影かげだ。数分前までは玄げん関かん口ぐちだったところに立って、

「[image: たつみ]」

　いつも皮ひ肉にくな形にしている唇くちびるから濃のう淡たんのない声をこぼれさせた女性は、彼かれの目を見み据すえながら続けて言った。

「ずいぶん散ちらかしたものね。綺き麗れい好ずきのあんたにしたら珍めずらしいくらいだわ。まあ、たまにはいいけれど」

　そして二人の少女には目もくれず、土ど足そくのままかろうじて歩ける程てい度どの強きよう度どを維い持じしたフローリングの上を特に驚おどろきもないような足取りで進んで、瓦が礫れきに埋うまった冷れい蔵ぞう庫こを掘ほり起こし、中からペットボトルの鉱こう泉せん水すいを取りだして一ひと口くち飲のむと、改あらたまった顔つきで[image: たつみ]に向けて言った。

「今日の晩ばんご飯はんは何かしら」

「津つ波なみ姉ねえさん……」

　[image: たつみ]はがくりと肩かたを落とす。

　自じ宅たくが崩ほう壊かいしていようが見知らぬ少女が二人もいようが、またそのうちの一人が裸はだかでいようが気にしない。それより晩飯の心しん配ぱいをする女。

　それが彼の姉、朝あさ凪なぎ津波であり、彼が生まれて以い来らいの悩なやみの種たねの一つだった。
















「ま、そういうこともあるでしょ」

　落ちていた梁はりに腰こし掛かけて[image: たつみ]たつみの説せつ明めいに耳みみを傾かたむけていた姉あねは、その一ひと言ことですべてをすませた。

　さすがに[image: たつみ]は異いを唱となえる。実じつ際さいに体たい験けんした彼が信じられないのに、その信じられない話を話はなして聞かせただけの人間にあっさり納なつ得とくされてはたまらない。

「あのさ、津つ波なみ姉ねえさん。学校の帰り道にいきなり抱だきつかれて、お兄にいちゃんって呼よばれて、それで家に帰ったらもう一人違ちがう女の子が待まってて、二人が戦せん争そうを始めて家が壊こわれて、もう少しで半はん径けい三十キロが爆ばく発はつに巻まき込まれていそうだった──って、そんなこと、普ふ通つうに考えてあるわけがないよ」

「どうして解わかるのよ。[image: たつみ]、あなたがそれほど何もかもを知っているとは思えないわね。いいこと、わたしはあなたより七年も長く生きているのよ。それだけ世せ間けんに氾はん濫らんする情じよう報ほうの荒あら波なみに揉もまれているってわけなのよ。言っておくわ、[image: たつみ]。わたしはあなたに断だん言げんされることなんてない。これだけは確たしかよ」

　津波は、誰だれにも何も隠かくし事ごとのできなくするような艶つややかな色の瞳ひとみを二人の少女に向けた。

「それにね、[image: たつみ]。あの二人はちゃんとそこにいるじゃないの。あなたは目に入ったものを見た瞬しゆん間かんに忘れ去されるほど器き用ようなの？　そこにいるってことはあるってことよ」

　猫ねこ子こがもそもそと服ふくを着ている横よこで、綾あや羽はがあからさまに監かん視しする目を据すえ付けている。綾羽は綾羽で[image: たつみ]の姉あねのことなど眼がん中ちゆうに入れていないようだった。

　その姉は、埃ほこりにまみれて悄しよう然ぜんと立ちつくす[image: たつみ]に重おも々おもしく言った。

「だから、あったのよ、そういうことが」

　あったからこそ問もん題だい視しすべきだろうが。

　しかし[image: たつみ]は反はん論ろんをあきらめた。自じ宅たくの物ぶつ理り崩ほう壊かいにさえ動じない姉には、もう何を言っても無む駄だだと判はん断だんしたのである。よく考えたら自分が反論して姉に考えを改あらためさせることのできた記き憶おくはない。

「うん……。あったのはあったのでいいんだけど、でも、これからどうしたらいいんだろう。家はこんなんになっちゃったし……」

「そうね」

　津波は埋うめ立て地のゴミ捨すて場のようになっている周しゆう囲いに目を放はなち、任まかせなさいとばかりにうなずいた。[image: たつみ]がアテでもあるのかと期き待たいしていると、

「まずは自じ己こ紹しよう介かいから始めたいわ。そこの二人、これからあんたたちを何て呼よべばいいの？」

　髪かみの長い麗れい人じんのほうが険けんのある目を猫子から外はずさないまま、

「わたしの名か？　本ほん名みようはお前たちには発はつ音おんできんだろうから、仮か名めいでよければ名な乗のろう。津つ門と綾羽紬つむぎと我わが名を紹介しておく」

「ツトアヤハツムギ？」と[image: たつみ]。

「変な名前ね」

　津つ波なみはもっともな反はん応のうの言こと葉ばを返し、綾あや羽はは、初めて猫ねこ子こから目を外はずした。

「やはり変なのか。この名を名な乗のれと命めいじた言げん語ご教きよう導どう官かんは良い名であると自じ賛さんしていたが、わたしは騙だまされているような気がしていた。せめて自分で決めるべきであったか」

「変と言うよりは凝こりすぎだわ。斬ざん新しんなところを狙ねらいすぎてかえってダサくなってるわね」

　津波は淡たん々たんと、

「それに長すぎるわ。綾羽紬つむぎでいいんじゃない？　どうせ仮か名めいなら姓せい名めいにこだわることもないでしょう。単たんに綾羽というのが呼よびやすいわ。そう思わない？　[image: たつみ]たつみ」

「僕ぼくはいい名前だと思うけど……」

「かまわん」と綾羽は[image: たつみ]の言葉を遮さえぎった。「現げん地ち民みんの意見を尊そん重ちようしよう。好すきにせよ。偽ぎ名めいなどにこだわりはない。真しん実じつの名さえ確たしかであればいいのだ」

　[image: たつみ]の素そ朴ぼくな質しつ問もん、

「本ほん名みようは何て言うの？」

「なぜお前に教えねばならん。お前の知ったことではないだろう」

「え？　そうなの？」

　どうも話の展てん開かいについていけなくなっている[image: たつみ]だった。どうして津波姉ねえさんは平へい然ぜんとこんな会かい話わをしているんだろう。名前より先に訊きくことがあるような……。

　津波は猫子に視し線せんを注そそぎ、

「で、あんたは？」

「はぁい？」

　やっと服ふくを着終えた猫子はニコニコとして、

「あたしはＦＲＦ─12ＴＳ・Ｘ００４でぇす。パーソナルネームはまだありませんー」

「じゃあ、あんた何となく猫みたいだから猫子でいいわ。そう名乗りなさい」

「猫子ですかー。わかりましたー。ねーむ登録おっけーでぇす」

　片かた手てを挙あげて賛さん同どうし、これにて全員の自じ己こ紹しよう介かいは終しゆう了りようした。名前だけだが。

　ところで、これだけ派は手でに爆ばく発はつしたあげく家が崩ほう壊かいしている事じ態たいを引き起こしているというのに、パトカーや消しよう防ぼう車しやの一台も駆かけつけていないのはどういうことなのだろう。ご近所さんが通つう報ほうしてもよさそうなものだし、あるいは通報はあったのかもしれない。いや、普ふ通つう誰だれかする。なのにしかるべき筋すじから何らリアクションがないのは情じよう景けい描びよう写しや的てきにおかしい。あきらかに何者かの意い思しが働はたらきかけられた結けつ果かによる無む反はん応のうに違ちがいなかったが、[image: たつみ]が考えていたのは、はなはだ脳のう天てん気きなものだった。

　きっと迷めい惑わくをかけただろうなあ。後でご近所さんには菓か子し折おりでも持って行こう。

　津波は棒ぼう立だちを続ける[image: たつみ]を無む視しするように歩き出すと、瓦が礫れきの片かた隅すみを掘ほり起こして大きな荷に物もつを発見し、言った。

「しばらくはこれで急きゆう場ばをしのぐことにするわ。どこかその辺へんで膨ふくらましてちょうだい」

　[image: たつみ]たつみは差し出された物ぶつ体たいを見て、コメントを発はつする間まもなく受け取らされた。

「山さん岳がく部ぶから借かりてた組み立て式テントよ」

　津つ波なみはこともなげに、

「こんなこともあろうかと用意していたわけよ。今こん晩ばんはそこで寝ねることにするわ。後は夕ゆう飯はんね。米こめは飯はん盒ごうで炊たくとして、屋おく外がいならではのバーベキューでもしましょう。燃もやす物には困こまりそうにないしね。捨すてるよりは有ゆう効こう活かつ用ようでしょ」

　今や[image: たつみ]の我わが家やは粗そ大だいゴミの集合体になっていた。こうしてくれた犯はん人にんは二人揃そろってすぐそばにいる。損そん害がい賠ばい償しように応おうじてくれる気け配はいはなかったが、夕飯を用意しようとしたら先立つものは金かねであった。

「持ち合わせならあるぞ」

　綾あや羽はが腕うで組ぐみをして、しかめ面つらしく気き前まえのいいところを見せた。

「この国に来るに当たって活かつ動どう費ひとして支し給きゆうされたものがある。奇き妙みような通つう貨かだな。重いし嵩かさ張ばる。持っていて落ち着かんゆえ、まるごと提てい供きようしてもかまわん」

　胸むな元もとに手を突つっ込んで出してきたビロード地じの巾きん着ちやく袋ぶくろには、合ごう計けいして一万八千六百六十六円が入っており、それですべてだった。

「どうだ」

　綾羽はやや眉まゆをひそめて、

「わたしは貨か幣へい経けい済ざいには疎うとい。ましてや外世界ともなるとますます解わからん。教きよう導どう官かんもよく知らんと言っていたが、それだけあれば充じゆう分ぶんだという話だ」

「夕飯代なら充分すぎるけどね……」

　[image: たつみ]は渡わたされた金をしげしげと眺ながめる。ようするに各かく紙し幣へいと硬こう貨かが一枚ずつだ。これを綾羽に渡した教導官とやらは、単たんなるサンプルとして持たせただけじゃないか？

　そこで[image: たつみ]はハッと気づく。綾羽は当とう然ぜんのような顔かおをしているが、もしかして、

「君さ、何をしに来たのか知らないけど」

　綾羽の眉がつり上がる。

「お前を守まもるためだと言った。何度も言わせるな愚おろか者もの。わたしはわたしの任にん務むを忠ちゆう実じつにこなすつもりだ。お前が知ろうが知るまいが、わたしはお前を守るつもりだ」

「ご、ごめん。ええと、ありがとう」

　何だか解らないが礼れいを言っておいたほうがいいと思ったのだ。

「お前に感かん謝しやされるいわれなどない」

　綾羽はキッパリと、

「これはわたしに下された命めい令れいであり、仕し事ごとだ。何であれ仕事は最後までやり遂とげねばならない。わたしは仕事を選えらぶことができるほど高こう位いにはおらんし、拒きよ否ひもできなかったが、しかしこの任にんに選ばれたことはまたとない好こう機きであり、栄えい誉よに思うところである。ゆえにわたしはやり遂とげる。そして母ぼ国こくに凱がい旋せん帰国するつもりだ」

　勇いさましい目もく標ひようである。話が見えていたら[image: たつみ]たつみも賛さん同どうしてよかった。でも、解わからないことはやはり解らない。

「どうして僕ぼくが守まもられなければならないのかな？　理り由ゆうもそうだけど、誰だれから守ってくれようとしているのか解らないんだけど……」

　しみじみと元もとは家だった残ざん骸がいを眺ながめる。こうしてくれた行こう為いのどこに守ろうという意い識しきがあったのだろうか。疑ぎ問もんは尽つきない。

　さすがにこのへんで説せつ明めいしてくれるのではないかという期き待たいは、はかなくも裏うら切ぎられた。

　[image: たつみ]の第一の疑問に、綾あや羽ははこう答えたのである。

「知らん」

　美うつくしい瞳ひとみは穏おだやかさとはさっぱり無む縁えんで、

「お前にどんな価か値ちがあるのかわたしは聞かされていない。ただ守れと言われたのだ。わたしは任にん務むに忠ちゆう実じつであり、ゆえに実じつ行こうする。今もしている」

　では第二の疑問にはと言うと、

「言うまでもなかろう。他ほかの世せ界かいの連中からだ。現げん在ざい我わが《妖精アプリリス》と敵てき対たい関かん係けいにあるのは《魔術師フアルムテイ》と《天使テイシユリー》と《邪神ズー＝ル》だが、いちおう同どう盟めい関係とはいえ、そこにいる《科マ学ー者ガ》の人ひと型がた兵へい器きもいつ寝ね返がえるか解らん。《剣メ精イ》はまだしも《不死人アーザール》は何を考えているのか不明であるし、だいいちわたしは《不死人》どもは嫌きらいだ。薄うす気き味み悪わるいゆえな」

　夢ゆめのような話を聞かされる[image: たつみ]の心しん中ちゆうはいかばかりか、さて、おのおの想そう像ぞうして欲ほしい。

　[image: たつみ]が立ち位い置ちを決めあぐねていると、猫ねこ子こが勢いきおいよく手を挙あげた。

「あたしはー、ずっとお兄にいちゃんの味み方かたですー。ハードに焼やき込まれていますからー。回かい収しゆうされて工場で中ちゆう枢すう制せい御ぎよ回路を仕し様よう変へん更こうされない限かぎりー、あたしの一いち次じ目もく的てきは変わりませんー。安心してくださぁい」

　五メートル以上離はなれると自じ爆ばくするというやっかいな人型兵器、猫子は[image: たつみ]の背せ中なかにしがみついて、鼻はな先さきを首くびに押しつけてくる。いくら元げん気きな妹いもうとキャラとしても、いささかやりすぎの感じがしないでもない。

　[image: たつみ]は呆ぼう然ぜんとしながらも、ようやく言いたかったことを言った。ただし怖こわ々ごわと、

「じゃあ、あの……。二人とも、これからどうするの？」

　綾羽が先に答えた。

「お前と一いつ緒しよにいるに決まっている」

「それって、ずっと僕のそばにいるってこと？　家はこんなんになっちゃったけど、一緒に暮くらすことになるのかな……？」

　猫子はすぐ耳みみ元もとで、

「はぁい。そうでぇす」

　綾あや羽はは唇くちびるをへの字じに曲まげて、

「当とう然ぜんだ」

　自じ宅たくを失うしなった少年に、失うような目に遭あわせた張ちよう本ほん人にんが言うには整せい合ごう性せいに欠かける返へん答とうだったが、気にしているのは[image: たつみ]たつみだけのようだった。

　彼かれの姉あね、津つ波なみがそんな弟おとうとの肩かたを叩たたき、

「ま、いいじゃないの」

　何がいいと言うのだろうか。

「買い出しの荷に物もつ持ちが二人も増ふえたわ。お金もくれたじゃない。現げん状じようでこれ以上を望のぞむと強ごう欲よく担たん当とうの神かみに鉄てつ槌ついを喰くらうわよ。じゃ、晩ばんご飯はん、よろしくね。ああ、その前にテントを組み立てて行って」

　あくまで平へい然ぜんと告つげて、津波は再ふたたび瓦が礫れきの上に座すわった。
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　手て伝つだおうともしない姉と綾羽、手を出してはくれるものの邪じや魔まなだけの猫ねこ子こという三人が見守まもる中、[image: たつみ]はさんざんな苦く労ろうをしてテントを張はった。まだ瓦礫の積つもり具ぐ合あいが薄うすかった庭にわ先さきに即そく席せきのキャンプ場ができあがる。

　近くのスーパーまで行く間も、猫子は[image: たつみ]の片かた腕うでに絡からみついていた。一いつ歩ぽほど後ろをキツい顔かおをした綾羽がついてくる。家か事じ全ぜん般ぱんを弟の仕し事ごとと見なしている津波はテントの中で横よこになり、[image: たつみ]たちを見送ることすらしなかった。

　[image: たつみ]でなくとも釈しやく然ぜんとしないだろう。ここまでで解わかったことははなはだ少ない。[image: たつみ]が何者かに狙ねらわれており、綾羽はその脅きよう威いから彼を守るためにどこからか来た。猫子も同じようなものである。この二人は尋じん常じようではない力を発はつ揮きすることができる。

　以上、それだけだ。

　むしろ充じゆう分ぶんであるとも言える。おそらく綾羽が使用した光る拳けんや高こう速そく移い動どう、猫子がどこからか出してきていつのまにやらどこかに消えた重じゆう火か器きなどのギミック説せつ明めいもしなければならない頃ころ合あいかもしれない。だがこの手のガジェット設せつ定ていの説明をくだくだしくするのは疲つかれるし、途と中ちゆうで嫌いやになること請うけ合いである。どうせまたそのうち出てくる。説明はその時でよかろう。たいしたガジェットでもない。

「君たちはどこから来たの？」

　代かわりに[image: たつみ]はシンプルな疑ぎ問もんを口にした。綾羽はやたらと意い味み不ふ明めいな単たん語ごを並ならべ立てていたが、妖よう精せいだの科か学がく者しやだのと言われても困こまるものは困るのだ。

「さっき、自分の国がどうとか言ってたけど、何ていう国？」

　歩きながらの問といに、綾羽も歩きながら応こたえた。

「この世せ界かいにはない。別の世界にある国だ」

「別の世界って何？」

「言こと葉ば通どおりだ。他ほかに説せつ明めいのしようがあるものか。ここは《無属ニヴオーズ》どもの世界で、わたしの故郷ふるさとは《妖精アプリリス》の世界にあり、わたしは《妖精》だ」

「そのさ、《妖精》とかってどういうことなんだろう。その言葉なら僕ぼくも知ってるよ。エルフとかフェアリーとか、物語ではよく見るから」

　綾あや羽はが颯さつ爽そうと歩く姿すがたはともかく、確たしかに容よう姿しだけ見たら妖精っぽいイメージはあった。[image: たつみ]たつみの目にはかなりの美少女に映うつったし、高こう貴きそうである。どちらかと言えばエルフだろうか。

「どちらとも言えん」

　綾羽は不ふ機き嫌げんそうに、

「無理やり翻ほん訳やくすると《妖精》になるだけに過すぎない。《科マ学ー者ガ》も同どう様ようだ。この国の言葉は不ふ便べんだな。わたしの言いたいことが伝つたえにくい。さすが《無属》の国だけのことはある」

　むろん、その《無属》とやらの説明も欲ほしいところだ。

「だから言葉通りだと言っているだろう。何の属ぞく性せいも持っていない人間たち、お前たちのことだ。この世界の連中はまったく何の取とり柄えもない。通つう常じよう、人間と言えば『ガジェット』の一つくらいを持っているものなのだ。たとえば《妖精》であれば誰だれでもエルフストリークを使える。《科学者》は忌いまわしい仮か想そう疑ぎ似じ科学を駆く使しして災さい厄やくを撒まき散ちらす。普通はそうなのだ」

　綾羽は不機嫌を通り越こしてイラだちを隠かくそうともせず、

「なのに《無属》の人間一人を守しゆ護ごせよとは、わたしにも理り解かいできん。国こく連れんは何を決けつ議ぎしているのだ。わたしたちで遊あそんでいるのではあるまいな」

　[image: たつみ]には答えようがない。

　猫ねこ子こに水を向けても、

「あたしも知りませーん。あたしを作った人に聞いてくださぁい」

　潑はつ剌らつと答えるのみだった。つまり何も解わからないのと同じことだ。

「守ってくれるのは嬉うれしいんだけどさ」と[image: たつみ]はコミュニケーションを図はかる。「どうして僕が守られないといけないんだろう。変な力はともかくとして、他にも取り柄なんか──」

　言いながら悲かなしくなってきたが、

「──ないんだよ。他ほかの人と間ま違ちがえているんじゃないだろうか？」

「それはない」

　綾羽は[image: たつみ]を睨にらんでいる。そんな怒おこらなくてもいいのに。

「《科学者》の人ひと型がた兵へい器きがいるのが証しよう拠この一つだ。二つの世界の評ひよう議ぎ会かいが揃そろって誤ご解かいをすることはありえないだろうが。ましてや決定を下したのは国連だ。八世界会議で決まったことは絶ぜつ対たい的てきに正しい」

　綾羽の言う国連は、どうやらユナイテッドネイションのことではないらしい。じゃあどこの国こく連れんだろう。ついでに八はち世せ界かい会かい議ぎとは何なのであろうか。

「わたしの世界は破は滅めつの危き機きに瀕ひんしているのだ」

　綾あや羽はは全然関かん係けいなさそうなことを言う。

「《妖精アプリリス》の世界だけではない。他ほかの七世界も同どう様ようなのだ。この世界はまだ大だい規き模ぼな影えい響きようが及およんでいないようだが、わたしの世界は五百年前に《魔術師フアルムテイ》どもの世界と接せつ近きんし、二百年前には《科マ学ー者ガ》どもの世界と触しよくを迎むかえた。他の世界はまだ遠いが、大規模な連続的世界触が起こるのはまず間ま違ちがいない。二つだけでも最悪なのに、他が加くわわればもう終わりだ」

　何かを思い出して怒おこっている。

「この世界の脳のう天てん気きぶりに腹はらを立てているのだ！」

　そういうことらしい。

「《科学者》どもとは休きゆう戦せん協きよう定ていが結むすばれた。《魔術師》の使い魔どもはいまだ跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしておるがな。だが、わたしの住んでいた町が最もつとも荒あららされたのは《科学者》が送り込んだ機き械かい人形によってなのだ。こうして付ふ近きんにいると心が汚けがされた気がする」

「でもでもー」と猫ねこ子こ。「あたしの内部資し料りようだとー、あたしの生まれた世界も妖よう精せいさんたちに荒らされたみたいですよぅ。暁あかつきの十二月師し団だんっていうのがー、工場を三十六カ所も全ぜん壊かいしちゃったってライブラリにありますーう」

「黙だまれ」

　綾羽の身体からだが薄うすく白い光に包つつまれ始めた。[image: たつみ]は慌あわてて、

「待まってよ。休戦しているんだろう？　中ちゆう立りつの国ではお互たがい手を出さないのが普ふ通つうじゃないの？」

「中立でもなんでもない」

　綾羽はそっけなく、

「この世界は、ただ脳天気なだけだ。いずれ戦せん場じようになる。早いか遅おそいかの違いだ」

「それって、何なに気げなく凄すごい違いなんだよ」

　[image: たつみ]は説せつ得とくを試こころみる。

「ええと、いきなり明日が大学受じゆ験けんだって言われると困こまるけど、三年後だって解わかってたら用意のしようもあるし……」

「するつもりがあっても用意しなければ同じことだ。この世界を見る限かぎり、わたしには危き機き感かんのこれっぽっちも感じん。蝕が始まればまっ先に滅ほろびるだろう」

「それは……困るなあ」

「わたしは困らない」

　綾羽はにべもなく言い放はなつと、[image: たつみ]を睨にらむ目で見つめ、

「だが任にん務むは果はたす。この世界などどうでもいい。わたしはお前だけを守まもりに来たのだ」

　ありがたいのか、何なのか、それはともかく、まったく照てれることなくそんなことを言う綾あや羽はに、[image: たつみ]たつみのほうが照てれる。

「あ、それは……その、ありがとう」

　照れている場合ではないのだが。

　果はたして綾あや羽はのほうは、

「何を言っておるのだ。わたしは当とう然ぜんのことをしている。お前に礼れいを言われることなどない」

　いかにも理り解かい不ふ能のうといった目で[image: たつみ]を見た。
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　スーパーの食しよく品ひん売り場を巡めぐっている間も、二人の少女は役に立ちはしなかった。

　猫ねこ子こは[image: たつみ]の腕うでにぶら下がってニコニコしているだけで、綾羽はＳＰよろしく周しゆう囲いの人間に目を配くばり、少しでも怪あやしいやつがいないかとピリピリしているだけだ。

　巡じゆん回かい中ちゆうの警けい備び員いんにケンカをふっかけそうな目をしていたので、[image: たつみ]は慌あわてて買い物をすます必ひつ要ようがあった。幸さいわい、今日は手て間ま取らない。津つ波なみ姉ねえの要よう望ぼうは屋おく外がいバーベキューだったので肉にくと野や菜さいを適てき当とうに買っていけばいい。綾羽のくれた一万八千六百六十六円でお釣つりがくるほどだった。

　急いでいたせいでうっかり四人分の食しよく材ざいを購こう入にゆうしてしまい、そういや猫子は兵へい器きだっけとか思ったものの、後で解わかることだがどういうわけか猫子も普ふ通つうに飯めしを喰くったので安心だ。

　さらに猫子は、意い外がいにもけっこう便べん利りなやつだった。

　壊こわれた元もと自じ宅たくに戻もどったとき、津波はテントの中で居い眠ねむりをしていた。他ほかに何もしない。飯はん盒ごうと鉄てつ板ぱんだけはテントの軒のき先さきに置いてあったが、これから火をおこして調ちよう理りにかかるのは[image: たつみ]の役やく割わりだ。

「火ぃですかーぁ。それならできまーす、得とく意いでぇす」

　釜かま戸どから何から、かつて自宅を構こう成せいしてくれていた資し材ざいを流りゆう用ようして作った野や外がいキッチンにおいて、猫子は拾ひろい上げた薪まき──これも家の一部だった木もく材ざいだ──を笑え顔がおで振り回した。

　すう、と息いきを吸すい込んだ猫子は唇くちびるをすぼめて息を吹はき、ついでに炎ほのおも吹いた。たちまち松明たいまつと化かすかつて家の一部だった木もく片へん。等とう身しん大だい少女型がたチャッカマンだな。作って売り出したら購こう入にゆうする好こう事ず家かは絶ぜつ対たいどっかにいるように思う。オンデマンド販はん売ばいでどうだろう。

「ありがとう」

　[image: たつみ]は猫子の作った火ひ種だねを受け取り、コンクリートブロックを利用し作成した囲い炉ろ裏りに火をつけた。煙を吐き上げ始める焚たき火びを眺ながめながら、猫子をキャンプに連れて行ったら火起こしに便利だなとのんきなことを考える。

　庭にわ先さきで破は壊かいを免まぬがれていた水撒まき用の蛇じや口ぐちから水道水を確かく保ほし、米こめをといだり野菜を洗っているうちに時間は過ぎ、太陽はすっかり地ち平へい線せんの下にお隠かくれだ。その間、津波はテントから出てこず、猫子はちょろちょろと[image: たつみ]の後ろを嬉うれしそうについてきて、綾羽は壊れた家の前を通る通行人にガンを飛ばしまくっていた。

　飯はん盒ごうがいい感じの蒸じよう気きを漏もらし、炎ほのおの上の鉄てつ板ぱんが焼けてきたあたりで、[image: たつみ]たつみは声をかけた。

「津つ波なみ姉ねえさん、そろそろできるよ」

「待まちわびたわ」

　のっそりとテントから出てきた津波の髪かみは寝ね乱みだれ、両りよう目めもぼんやりとしていたが、箸はしと茶ちや碗わんを受け取る動作だけはしっかりしている。

「君たちも、食べるだろう？」

「わたしは後でよい」

　歩ほ哨しようのように立ちん坊ぼうを続ける綾あや羽はは振り返りもせず言う。

「さっさと食事を終えろ。喰くったり寝たりする時間が一番危き険けんなのだ」

「そうなの？」

「常じよう識しきだ」

　さすがに少しは不安になったが、襲しゆう撃げきと言われても想そう像ぞうできず、加くわえて[image: たつみ]は他人に対する気き配くばりにはしつこかった。

「でも、少しの間くらいならいいんじゃない？」

「その少しの油ゆ断だんが致ち命めい的てきになる場合のいかに多いことか、おまえは思い知るべきだ」

　じゅう、という鉄板に肉にくを置く音に綾羽の続くセリフは搔かき消され、[image: たつみ]の意い識しきもそっちに向かった。

「わー。楽しいのでぇすー」

　猫ねこ子こが楽しそうに食しよく材ざいを並ならべて焼いており、あんまり焼けてないように思えるそばから津波がぱくぱく喰ってる。すっかりキャンプ気分……いや、普ふ通つうに自じ宅たくのダイニングで飯めしを食べている顔かおと何ら変化はないので、喰えれば場所がどこだろうとまったくかまわないらしい。まあ、自宅のあった場所であることは疑うたがいないが。

　背せを向けたままこちらを見ない綾羽をなんとなく気き遣づかいつつ、[image: たつみ]は食しよく卓たく──と言っても剝はがれたフローリング材ざいだが──に着いて飯盒から白はく飯はんをよそった。綾羽の分を残しておくよう、残ざん量りようを目で計けい算さんしながら。
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　晩ばん餐さんが終わったのは一時間後のことで、ちなみに綾羽が自分の食事にかけた時間は三十秒びようだった。

　[image: たつみ]がホースの水で洗い物をしていると、姉あねが次のように提てい案あんした。

「お風ふ呂ろにしましょう。それで今日は早めに寝ねるのよ。起きててもすることなさそうだしね」

　バスルームは猫子のバズーカの一発で跡あと形かたもなくなっている。

「銭せん湯とうに行けばいいでしょう。都つ合ごうのいいことに歩いて十分くらいのところに昔むかしながらの銭湯があるでしょうが」

　あるのは[image: たつみ]たつみも知っているし、以前風ふ呂ろ場ばの給きゆう湯とう器きが壊こわれたときに三日ほど通ったことだってある。しかし、どうしてこの姉あねは綾あや羽はや猫ねこ子この正しよう体たいにこれほど無む頓とん着ちやくでいられるのか、これは何かの伏ふく線せんなのか、それとも本当にどうとも思っていないのか、そんなことは[image: たつみ]が思わなくてもいいことだ。

「そっちの二人も行くでしょ」

　津つ波なみは歩ほ哨しように戻もどっている綾羽と、皿さら洗いをして三枚に一枚を粉こな々ごなに壊している猫子を誘さそう。

「あんたら、よく見たらホコリだらけよ。特に綾羽、あんた、せっかく綺き麗れいな髪かみの毛けしてるんだから手入れしないといけないわ。ところで銭湯って知ってるかしら？」

　綾羽は仏ぶつ頂ちよう面づらで振り向いた。

「むろんだ。男女別の有ゆう料りよう公こう衆しゆう浴よく場じよくのことだろう。わたしとて女だ。いつまでも薄うす汚よごれていてはいたくない。しかしわたしの任にん務むは何よりも優ゆう先せんされる」

　綾羽の目は[image: たつみ]に向いていた。

「お前から目を離はなすわけにはいかない。わたしが男おとこ湯ゆに入るか、お前が女湯に入るというのなら、どちらがこの世せ界かいではマシなのか」

「どっちもマシじゃないよ！」

　[image: たつみ]のツッコミにも力が入った。選せん択たくしようのない提てい案あんだ。

「そんなことするくらいだったらここで水を被かぶっているほうが断だん然ぜんいいよ」

「よくないわ」と津波が表ひよう情じようを変えずに、「水遊あそびには季き節せつ的てきに早いからね。それにあんた、こんなところで素すっ裸ぱだかになるつもり？　捕つかまるわよ」

　さらに姉は考えたとは思えないほどの短時間で結けつ論ろんを出した。

「解わかったわ。[image: たつみ]、あんたはそっちの猫子と男湯に入りなさい。その子ならまだ男湯に入ってもセーフな年とし頃ごろだわ。どうせあんたと五メートル以上離れられないんでしょ？　好こう都つ合ごうじゃないの。綾羽はあたしと女湯へ行くわけ。それでいいでしょう。文もん句くある？」

　文句を言っても無む駄だなので、[image: たつみ]は何も言わないのである。

　猫子はきょとんと目を丸まるくしており、綾羽は大きな黒くろい目でじっと[image: たつみ]を見下ろしている。何かを秤はかりにかけているような目つきだった。いちおう猫子サイドも[image: たつみ]の守しゆ護ご側がわだし、いざとなれば壁かべをぶち破やぶって男湯まで行けばいいかと考えているような目つきだ。

　そうならないことを祈いのりつつ、[image: たつみ]は姉の指し示じに従したがって使えそうな洗せん面めん道どう具ぐを瓦が礫れきから掘ほり出しにかかった。
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　銭せん湯とうに入って上がってくるまでの時間は、[image: たつみ]たつみにとってあまり思い出したくないものとなった。

　描びよう写しやしたいシーンのような気もするが、だいたい想そう像ぞう通どおりに事ことは運はこんだのでここは割かつ愛あいする。幸さいわいかどうか、男おとこ湯ゆはすいていた上にお爺じいさん的な老ろう人じんのみが主おもな客きやく層そうであり、猫ねこ子こが男湯でハシャぎ倒たおした以外のエピソードはなく、ぐったりした[image: たつみ]が銭湯の軒のき先さきで、ろくに乾かわかしもせずに出てきたためぐっしょり濡ぬれた猫子の髪かみをバスタオルで拭ふいてやっていると、女湯組の二人も出てきた。

　ここで「お待またせ」の一ひと言こともないのが津つ波なみという姉あねである。綾あや羽はも無む言ごんだったが、出会ってまだ短時間でしかないものの、彼かの女じよならそういうふうに振る舞まうものだろうと[image: たつみ]にも解わかる。

　津波はさっさと帰り道を辿たどり始め、[image: たつみ]は猫子の手を引いて後を追おった。綾羽が最さい後こう尾びからついてくる。風ふ呂ろ上あがりの女三人に囲かこまれた[image: たつみ]の鼻び腔くうには芳かぐわしい香かおりが届とどいていたが、全員、行きと同じ服ふく装そうだ。着き替がえるべき衣い服ふくは燃もえ尽つきるか盛せい大だいに汚よごれているかしており、残されたマシな服はコインランドリーに放ほうり込んで、これから取りに行くところである。

　衣い食しよくはいいとして、住じゆう居きよのほうはどうしよう。これからずっとテント暮ぐらしなのだろうか。でも、四人で住むのは狭せまいし、あれって確たしか二人用テントだし、姉はいったいどういうつもりなのだろう。

「今日はしかたがないわ」と津波は言った。「再さい建けんするにしてもすぐには無理よ。そんなことくらい解るでしょう、[image: たつみ]。綾羽か猫子が魔ま法ほうで再生してくれるのなら話は別だけど、できるっていうの？」

　二人の少女は異い口くに否ひ定ていの回かい答とうを寄よせた。

「できん」

「無理でぇす」

　津波は肩かたをすくめることもなく、

「ま、いいわ。明日、どこかのアパートでも借かりましょう。その時は二人にも協きよう力りよくしてもらうわよ。お金もそんなにないんだし」

　[image: たつみ]は肩を落として、

「父とうさんに連れん絡らくしたほうがいいんじゃないかな？　いま、どこにいるんだろう」

「知らないわ。もう五年も音おん信しん不ふ通つうで声も聞いていないしね。どこかで死んでるんじゃないの？　あと二年したら役やく所しよに届とどけて死し亡ぼう扱あつかいにしましょう。ここまで子こ供どもを放っておいたらいてもいなくても同じだわ」

「そんなことないよ。生きてるって。あの父さんが予よ告こくなしに死ぬわけないよ」

「でしょうね。でも生きていようが死んでいようが、今のあたしたちには関かん係けいないわ。必ひつ要ようなものは父親よりお金なのだから」

　津波は足を止め、最後尾の綾羽を見つめた。

「あんたと猫子、それから[image: たつみ]。三人ともアルバイトに出てもらうことになるわよ。家を壊こわした責せき任にんはあんたたちにあるんだから」

「僕ぼくにも？」と[image: たつみ]たつみ。

　姉あねの眼まな差ざしは平へい素そと何ら変わらない。

「その二人はあんたを目め指ざして来たんでしょうが。あんたがいなければ家だってそのまま、まだ建たっているわよ。つまりあんたのせいじゃないの。責任逃のがれしようったってそうはいかないわ。連れん帯たい責任よ。少なくともあたしが無む関かん係けいなのは間ま違ちがいないわね」

　ひょっとして、と[image: たつみ]は背せ筋すじが寒さむくなった。あの時のことをまだ覚おぼえていているのだろうか。十年くらい前、七夕たなばたの短たん冊ざくに『おうぼうな姉ねえさんのかわりに、かわいい妹いもうとをください』と書いて吊つるし、発見されてぼこぼこにされた幼おさなき日の思い出。

　あれ？　[image: たつみ]は子こ供どもっぽく欠伸あくびをして目を擦こすっている猫ねこ子こを見下ろし、首くびを傾かたむけた。かなったのかな、そのお願ねがい。でも、なんだかあんまり嬉うれしくないけど……まあ、可愛かわいいのは可愛いけど……。

　[image: たつみ]は溜ため息いきをつきつき、

「でも学校はどうしよう。こんな状じよう況きようでも行かないといけないのかな……？」

「当とう然ぜんでしょう」

　姉の返へん答とうは揺ゆるぎない。

「あんたは学生。学校行ってままごとのような青せい春しゆんを送るのが本ほん分ぶんなのよ。家がどうなろうが欠けつ席せきするのはあたしが許ゆるさないわ。ちゃんと行ってもらうわよ。しっかり学まなびなさい。そして働はたらきなさい」

　[image: たつみ]は二人の少女を見た。一人は一いつ定てい距きよ離りを離はなれると爆ばく発はつするという見かけ小学生。もう一人は[image: たつみ]を守まもるのが仕し事ごとと言い張はる不ふ思し議ぎな能のう力りよく持ち娘むすめ。

　[image: たつみ]の視し線せんをどう受け取ったか、綾羽はたちどころに顔かおを恐こわい色に染そめ、

「学校がどういうところかくらいはわたしも知っている。当たり前だが、わたしもお前の学校に行くぞ。離れるわけにはいかない。お前は常つねにわたしの目の届とどくところにいなければならないのだ」

「でも……」

　[image: たつみ]は津波に救すくいを求める目を向ける。何を思ったか、姉は軽かる々がるとうなずきを返した。

「あたしに任まかせなさい。あんたのクラスに転てん校こう生せいをねじ込むくらい簡かん単たんなことよ」

　姉が簡単だと言うなら、それは簡単にできることなのである。たとえ難むずかしくても簡単にやってのけるのだから、やっぱり簡単に違ちがいなく、[image: たつみ]はあきらめるしかない。

　明日、クラスメイトに説せつ明めいする役やくを姉がやってくれたらいいんだけど……。

　巽はそう思いつつ、夜道をとぼとぼと歩く。




　　　　＊＊＊




　二人用テントに四人が横よこになることは難むずかしい。男一人、女三人ともなるとなおさらだ。

　[image: たつみ]たつみは逡しゆん巡じゆんする。ちょっと肌はだ寒ざむいけど、僕ぼくが外で寝ねっ転ころがればいいだろうか。津つ波なみ姉ねえさんと綾あや羽はで定てい員いんだけど、猫ねこ子こは小さいしなんとかなるんじゃないかなぁ。

　などと思っていると、

「お前は中で引っ込んでいろ」

　綾羽が命めい令れい口く調ちようで立ちはだかった。

「わたしは寝ずの番ばんをする。言っただろう。夜は危き険けんだ。闇やみに紛まぎれて何が来てもおかしくない。わたしがその立場なら迷まよわず夜や襲しゆうをかけるだろうからな」

　さわさわとした春の夜風に髪かみを揺ゆるがせる綾羽の姿すがたは、月明かりの下で異い様ように映はえていた。風ふ呂ろ上がりで艶つやっぽさが増ましているせいかもしれない。キツい感じの生き真ま面じ目めな瞳ひとみにさらされ、[image: たつみ]は綾羽の秀しゆう麗れいな顔かおに一いつ瞬しゆんみとれてから我われに返った。

「あのさ、君。僕ぼく、いちおう昨日きのうまで平へい和わに暮くらしていたんだよ。今日になっていきなり君たちが来ちゃったけど、僕を狙ねらっている人たち……そんな人たちがいるとは全ぜん然ぜん思えないけど…」

　だから少しは休んだほうがいいんじゃない？　という気き遣づかいを言げん外がいに見せつつ、

[image: ]

「それにさ、そんなのが来るんだとしても今日からなの？　だとしたら、なんだか示しめし合わせているみたいだけど」

「知らん」

　あくまでそっけない綾あや羽はの返へん答とうだった。

「他た世せ界かいの連中の予定などわたしは聞かされていない。だが《科マ学ー者ガ》の兵へい器きがわたしと時を同じくして来たということは、他ほかのろくでもない輩やからも同時にスタートを切ったと思うのがスジであろう」

　[image: たつみ]たつみとしては、他のろくでもない輩に心当たりがない以上、綾羽と猫ねこ子こが最大の加か害がい者しやに見えてしかたがなかった。よく考えたら自じ宅たくを潰つぶしておいて、謝しや罪ざいの一ひと言ことも聞いていない。しかも綾羽によれば、こうしたのは単たんなる私し闘とうの結けつ果かなのである。しかたがなかった、で済すむ問もん題だいなのだろうか……？

　悩なやみ始めた[image: たつみ]に、姉あねが声をかけた。すでにパジャマに着き替がえ終え、猫子にも自分の古ふる着ぎを着せてやりながら、

「ま、いいじゃないの」

　あらゆる理り屈くつを突とつ破ぱする魔ま法ほうのセリフだ。

「何にせよ寝ずの番をしてくれるってんだからやらせときゃいいわ。吸きゆう血けつ鬼きよけのニンニク代わりにはなるでしょう。[image: たつみ]、あんたもさっさとテントの中に入りなさい。明日はいそがしくなりそうだから」

　明日を思い、やや気き疲づかれしながら[image: たつみ]は、

「吸血鬼なんかが来るの？」

「来ないとは言えない」

　綾羽は警けい戒かいするような目を八はつ方ぽうに向けつつ、

「だが吸血鬼ならばまだ可愛かわいいものだ。《邪神ズー＝ル》の信しん徒とや《魔術師フアルムテイ》どもが喚かん起き召しよう喚かんするバケモノはもっと愚おろかしく醜しゆう悪あくなものが多い。お前も見ればわかる。ちなみに《不死人アーザール》は吸血鬼よりももっとたちが悪いので心こころしておけ」

　そんなことを言われても解わかりかねる。というよりも信じかねる。よって、

「ああ、そうなの？」

　適てき当とうな相あいづちを打うった[image: たつみ]に、綾羽は虫むしを追おうような手の動きを見せ、

「安あん心しんしろ。何が来てもわたしはわたしの誇ほこりにかけて撃げき退たいする。そのためにわたしはここにいるのだ。お前を守まもりきれないようなことがあれば死んだほうがマシだ」

　まるで戦たたかいのさなかに愛あいする者へ言っているようなセリフだが、綾羽の表ひよう情じようは単たんに事じ務む的てきだった。

「あの、そこまでしてくれなくてもいいよ」

　さすがに[image: たつみ]は表情を改あらためた。自分に誰だれかの命いのちを犠ぎ牲せいにしてまで生き延のびる価か値ちがあるかどうか、高校一年生弱じやつ冠かん十五才の身みの上では計はかり知れない、という以上に、

「ねえ、君。僕ぼくは誰だれかが傷きずつくところなんか見たくないんだ。それが自分のせいだったらもっとだよ。まだよく解わからないけど、危き険けんだと思ったら逃にげてくれていいよ。だって、」

　君は女の子だし、可愛かわいいし──と付つけ加くわえるのは、差さ別べつ的表現にあたるのだろうかと一いつ瞬しゆん考えた[image: たつみ]たつみのスキをつき、

「そうはいかん」

　綾あや羽はは譲ゆずらない。

「任にん務むを放ほう棄きして逃にげ帰ってみろ。わたしは一生を侮ぶ蔑じよくと悪あく罵ばの中で生きて行かねばならんだろう。そのようなことになればわたしは自みずから死を選えらぶ。価か値ちのない生せいに意い味みなどないのだ。だから、わたしは──」

「違ちがうよ」

　[image: たつみ]はやんわりと、だが力強く否ひ定ていした。

「僕は誰にも死んだりして欲ほしくない。そんなところを見たくも知りたくもないんだ。だって悲かなしいじゃないか」

　思わぬ反はん撃げきに、綾羽は驚おどろいたような顔かおになった。が、すぐに厳きびしさを取り戻もどし、

「バカか。わたしたちの世せ界かいは戦せん争そうの渦か中ちゆうにあり、人ひと死じにが出るのはもはや日にち常じようだ。悲しむべきものだというのは認みとめる。しかし、そういうものだろうが。死の発生しない殺ころし合いなどこの世にない」

　綾羽の強きよう固こな現げん実じつ的てき理り屈くつに、[image: たつみ]は黙だまり込んだ。正しよう直じき言って彼かれは人一倍ばい〝死〟というものに敏びん感かんだった。それは彼が物もの心ごころ付く前に母親と死し別べつしていたからかもしれないし、他ほかに理り由ゆうがあるのかもしれない。なんせ彼は、フィクションにおける登とう場じよう人物の死にも過か剰じように反はん応のうする性せい質しつがある。悲しい話が嫌きらい、というよりは悲ひ劇げきを感かん動どうにすり替かえるシステム自じ体たいが好すきではないのだ。それは彼にとって〝死〟と感動の間に因いん果が関かん係けいがまったくないからに他ならない。

〝死〟は悲しむべきものであり、それ以外のものではなかった。

　[image: たつみ]が黙だまってうつむいてると、シャツの裾すそをくいくいと引かれた。

「だいじょうぶですよー」

　猫ねこ子こがだぶだぶのスウェットを着て笑わらいかけている。

「あたしもお兄にいちゃんの味み方かたですからーっ。綾羽お姉ねえちゃんと協きよう力りよくしてがんばりますからー」

　そう言ってくれるのは嬉うれしいが、どうして僕が守まもられないといけないんだろう。[image: たつみ]が考えてもしかたのなさそうなことをしみじみと考え込んでいると、

「わたしをお姉ちゃんなどと呼よぶな」

　綾羽がイヤそうな顔をして、

「いいか、わたしはお前のような人ひと型がた兵へい器きと馴なれ合うつもりはない。同どう盟めいと言ってもすぐに崩ほう壊かいするに決まっている。そうなればお前とわたしは敵てき同どう士しだ」

「そうかもしれませんけどー。でも、あたしはお姉ねえちゃんと戦たたかうつもりはありませーん。ハードの交こう換かんが必ひつ要ようですしー。みんなで仲なかよくお兄にいちゃんを守まもりまっしょーう」

　思わずなごんだ。[image: たつみ]たつみはアンテナのように伸のびた猫ねこ子この髪かみを撫なでてやり、「もういいか、僕ぼく、お兄ちゃんで」とか思うのだった。

　猫子が出してきた火か器きのたぐいがどこから来たものか、そしていつのまにどこへ仕し舞まわれたものかは、いったん忘れることにしよう。

「話はまとまったかしら」

　津つ波なみがテントの入り口から顔かおを出し、夜よ目めに解わかるどうでもよさそうな表ひよう情じようで、

「[image: たつみ]と猫子、さっさと入って。さあ、眠ねむりなさい。それが現げん実じつを忘れる最もつとも手て堅がたい手しゆ段だんなのだからね。それから綾あや羽は、ごくろうさん」

　むっつりとうなずく綾羽はすぐに向こうを向き、[image: たつみ]は猫子に引きずり込まれるようにテントに潜もぐり込んだ。

　[image: たつみ]の──、どうやら[image: たつみ]だけがわけの解っていない一日目は、こうして終わりを告つげた。

　もっとも、瓦が礫れきの上で闇やみを見つめて立ってる綾羽が外にいることや、慣なれないテントで就しゆう寝しんしなければならないこと、その狭せまいテント内に姉あねと猫子がいることを考えると、そうあっさり意い識しきを失うしなえはしなかったが……。
















　翌よく朝あさ、寝ね苦ぐるしさを覚おぼえて目を覚さました[image: たつみ]たつみは、猫ねこ子この頭が自分の腹はらの上にあるのをしばらく観かん察さつしてから上じよう体たいを起こした。

　自じ宅たく破は壊かい主ぬしの片かた割われであり、人ひと型がた兵へい器きだとかいう小さな少女は口をパカンと開けたままぐーすか眠ねむっていて、これのどこが兵器なのかとぼんやり思い、背せ中なかのハッチの内部を思い出すまで[image: たつみ]はぼんやりを続けていた。

　半はん目めで見回したところ、姉あねの姿すがたはない。枕まくら元もとに置いていた腕うで時ど計けいをチェックする。けっこうな早起きだ。登とう校こうするにしても余よ裕ゆうの時間。

　[image: たつみ]は猫子の頭をそっと身体からだの上から移い動どうさせ、のっそりとテントを出た。

「……おはよう」

　長い髪かみの背中に朝の挨あい拶さつを告つげる。昨さく夜やとまったく同じ場所に、まったく同じポーズで立っていた少女の姿がわずかに身じろぎした。返事はない。

「津つ波なみ姉ねえさんは？」

　しばらく沈ちん黙もくがあり、

「お前の姉なら」

　昨日に比くらべてやや掠かすれ気ぎ味みの声こえが、

「先に行くと言って出て行った」

　最さい小しよう限げんのことしか言わず、綾あや羽ははじっと立ちっぱなし。

　[image: たつみ]は何なに気げなく、

「ねえ、夜中に誰だれか来た？　怪あやしそうな人」

　また、しばらくの沈黙の後、

「襲しゆう撃げきはなかった。しかし油ゆ断だんはならない。人ひと気けの薄うすい夜より、人混ごみに紛まぎれやすい日中のほうが危き険けん度どは高いかもしれん」

「それは……ええと」とにかく、番ばんをしていたことに関かんしては謝しや意いを伝つたえよう。「ありがとう」

「礼れいは言うな。わたしは何とも戦たたかっていない」

　まるで襲おそい来る何者かがいたほうがよかったみたいだな、と思いながら、[image: たつみ]は昨日から身みにつけ続けている制せい服ふくの乱みだれを直なおした。

「でさ、僕ぼくはこれから学校にいかなきゃいけないんだけど、本当についてくるの？」

「当とう然ぜんだ」

　やっと振り向いてくれた。綾羽は気けだるげな不ふ機き嫌げん顔で、

「これからはどこに行くのも一いつ緒しよだと思い知るがいい。あの人型兵器もそうだろうしな。わたしが思うに、学校がその場所として一番怪あやしい。すでに怪しい連中が潜もぐり込んでいる可か能のう性せい大だいだ。最近やって来た転てん入にゆう生せいに心当たりはないか」

　[image: たつみ]はちょっと考えてから首くびを振った。そんな話は聞いていない。

「そうか……。ならばこれから来るのだろう。よいか、転入生は危険だ。そいつらは全員敵てきだと思え。姿すがたを見かけたら逃にげろ……」

　よく見ると綾あや羽はは頭をふらふらさせていた。本当に一いつ睡すいもせずに歩ほ哨しよう警けい備びをしていてくれたらしい。そりゃ眠ねむくもなる。

「だいじょうぶかい。ずいぶん疲つかれているみたいだけど」

「まだ何もしていない。疲れなどするものか」

　綾羽は途と端たんにキッとした目を作り、

「少しばかりの眠ねむ気けなど精せい神しん力りよくで抹まつ消しようできる。失礼なことを言うのはお前の口か。ならば当分の間閉とじておくがいいだろう。眠気は消せても怒いかりはそうそう飛び去さらないものだからな……」

　言いながらすぐに目ま蓋ぶたを重くさせ、すぐにカッと開くという仕し草ぐさを度たび々たび繰くり返す。

　[image: たつみ]たつみは心しん配ぱいになる。

「ちょっと横よこになったほうがいいんじゃない？　登とう校こうまでまだ時間はあるしさ。見張りは僕ぼくがやっておくよ」

「バカめ。見張られる立場の者が見張りを務つとめてどうするか。だいたいお前は何を見張ろうとしているのだ。もしやわたしか。わたしの寝ね顔がおを見て楽しもうとでもいうのか。この愚おろか者もの」

　口を開けば罵ば倒とうばかりだが、[image: たつみ]はなぜか怒りを感じなかった。綾羽が本気で[image: たつみ]の身みを守まもろうしていることが解わかるからだろう。どうして守られねばならないのかは、相あい変かわらず解らないが。

「朝ご飯はんをどうしようかな……」

　[image: たつみ]は誰だれに言うともなしにつぶやいた。近くのコンビニに行ってパンでも買ってくるのが早はや道みちに感じたが、そのためには猫ねこ子こを放ほうっては行けない。コンビニは五メートル以内の場所にないからだ。猫子を連れて行くにしても、あんなに気持ちよさそうに眠っている子を起こすのも忍しのびない。ならば担かついでいくべきか。なんだかもうどうでもよくなってきたな。いいじゃないか朝飯の一回くらい。抜ぬかしたところで問題ないだろう。

　[image: たつみ]はなるべく綺き麗れいに崩くずれている瓦が礫れきの上に座すわってただ時間を潰つぶすことにした。幸こうか不ふ幸こうか学生鞄かばんは無事に原げん型けいを留とどめており、消え去さった自じ室しつに教科書類るいは置いておらず、教室のロッカーに置き去ざりにしていたのを幸こう甚じんとすべきか。

「でもなぁ」

　そのつぶやきの意い味みするところは、この調ちよう子しだと綾羽と猫子が彼と同じクラスにいることになるだろうが、どうしたものかというものであった。どうもこうも、確かく実じつにそうなる。間ま違ちがいなく。

「ふにゃああー」

　やっとお目め覚ざめになった猫子がテントの入り口から顔を覗のぞかせて目を擦こすり擦り、

「おはようなのですー。お兄にいちゃん、綾羽お姉ねえちゃーん。これから学校ですかーっ。わー、あたしも行くのです楽しみなのですー」

　寝ね癖ぐせのついた頭でぽかぽかした笑みを広げ、すぐにごそごそと着き替がえ始めた。昨日きのう猫子が着ていた衣い装しよう、心ならずも[image: たつみ]たつみが脱ぬがせたりしたワンピースにだった。もういいから、早く学校に行ったほうがいいんじゃないだろうか。




　　　　＊＊＊




　三人でぼんやりしているのも何なので、時間的には少し早いが[image: たつみ]は鞄かばんを手にしてテントを後にした。家の周まわりはいつものように平へい穏おんだった。自じ宅たくの破は壊かい跡あとやテントを覗のぞきこむ野や次じ馬うまもいない。考えて見れば不ふ思し議ぎなことだったが、[image: たつみ]の頭はそこまで回っておらず。

　道に出たところで我わが家やを振り仰あおぐ。破壊の限かぎりを尽つくされた敷しき地ちの中にポツンと組み立てられた山さん岳がく部ぶのテント。今夜もここで寝ねるのかな。津つ波なみ姉ねえさんはどうするつもりだろう。家か屋おくの再さい建けんにどれだけの時間と金がかかるのだろうか。

　自然、足取りが軽くなろうはずもなく、それは片かた手てに猫ねこ子こがぶら下がっているせいでもあったし、[image: たつみ]の影かげを踏ふむ距きよ離りで歩きつつ緊きん迫ぱく感かんを振りまいている綾羽の存在があったからでもある。

　それにこのまま学校に行って、本当にいいのか？

　早めに登校しているおかげで、通学路は閑かん散さんとしている。

　しかしクラスメイトにどんな説せつ明めいのしようがある？　いや、そもそも学校側がわはいきなり部ぶ外がい者しやが二人もやって来て何も言わないかなぁ。普ふ通つうなら言うだろうなぁ。でもなぁ……。

　とか、まあ、そんなことを考えながら歩いていたもんだったから、次に発生した事じ態たいを発生した瞬しゆん間かんに把は握あくするのは無理というものだった。

　歩き慣なれた道の角かどにさしかかり、無む意い識しきに曲まがろうとしたとき──。

「このーっっ！」

　雄お叫たけびとともに突とつ進しんしてくる人ひと影かげが目に入った。

　雄叫びと言ったものの、その人影はまたしても少女の姿すがた形かたちをとっており、なぜか木ぼく刀とうを上じよう段だんに構かまえていて、勇いさましくも勢いきおいよくジャンプして、ついでに叫さけんでもいた。

「くたばれーっっっ!!」

　金かな切きり声とはまさにこのことだろう。太陽を背せにした逆ぎやつ光こうの中、シルエットとなった少女は、頭の片かた側がわに結ゆった髪かみをばたつかせ、スカートの襞ひだもそうさせながら落らつ下かしつつ木刀を振り下ろした。

　[image: たつみ]は一歩も動けない。猫子に腕うでを絡からめ取られていたこともあるし、まあそんな物ぶつ理り的てきな理り由ゆうより単たんに驚おどろいていただけである。

　さてはこれが綾羽の言っていた、[image: たつみ]を狙ねらう怪あやしい襲しゆう撃げき者なのかと思いきや、

「うりゃあーっっっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いを上げて木刀の切っ先が目指している先は、[image: たつみ]ではなく綾羽の頭上だった。

　勢いもよければ威い勢せいもよかった。剣けん術じゆつとしての型かたはともかく、威力だけはありそうな木刀の一いつ閃せんだったが、

　ぱしん。たん。

　そのトボケた音は綾あや羽はがうるさげに挙あげた掌てのひらに木ぼく刀とうが当たった効こう果か音おんであり、二つ目の音は跳とんできた木刀少女が着地した時に発はつ生せいしたものだった。

「おのれ～っ！」

　綾羽に攻こう撃げきを受け止められ、木刀の先を握にぎりしめられた体たい勢せいで、その少女はややツリ目気ぎ味みの瞳ひとみの端はしをさらに持ち上げた。[image: たつみ]たつみや猫ねこ子こなどまるで意いにも介かいしていないらしい。彼かの女じよの視し線せんはまっすぐ綾羽だけを捉とらえていた。

　おかげで[image: たつみ]は観かん察さつする余よ裕ゆうを得える。新あらたに登とう場じようしたその少女は、猫子よりは明あきらかに年長だが綾羽と比ひ較かくするとやや下で、光こう沢たくの入った金色の髪かみをサイドテールに結むすんだ胸むねの薄うすい娘むすめだった。

　[image: たつみ]が気になったのは、いきなり木刀で襲おそいかかってきた通とおり魔ま的行動もさることながら、その少女が彼かれの高校の女子用標ひよう準じゆん服ふくをまとっていることだ。彼女のような見事な金きん髪ぱつと東とう洋よう人じん離ばなれした目の色を持つ女子生徒が、彼の高校に在ざい籍せきしていたとは寡か聞ぶんにして知らない。少なくとも同学年にはいないはずで、さりとて上級生にしては幼おさなげな顔かおと背せ丈たけである。

「……貴き様さまか」

　どこか覇は気きのない感かん想そうを述のべたのは綾羽だった。木刀を先せん端たんを握りしめたままで、

「久ひさしぶりに顔を見るな、《剣メ精イ》。不ふ意い打うちとは恐おそれ入ったが、こんなオモチャの木もく剣けんで何をしようというのだ。子こ供ども時じ代だいのようにじゃれ合おうとでもいうのか。少しは状じよう況きようをわきまえたらどうだ。遊あそんでいる場合ではないのだぞ」

「ふんっ──だ」

　金髪の木刀少女は、むくれたように唇くちびるを尖とがらせた。

「あんたこそ何さ。どうして機き械かい人形と徒と党とうを組んでんのよ。全ぜん然ぜんらしくないじゃない」

「不ふ可か抗こう力りよくだ。わたしの意い志しではない」

「はぁん、ずいぶん丸まるくなったのね！　あんた──、えっと、ここでは何て名前？」

「綾羽と呼よべ」

「変な名前だわ。その、綾羽ともあろうものが、目先の仇かたきをボコらないなんて、バッカじゃないの？」

「お前ほど愚おろかしくはないつもりだ、《剣精》。それで、何の用があっての攻撃なのだ、これは。お前の国では朝の挨あい拶さつに剣で襲いかかる習しゆう慣かんがあったのか」

「違ちがうわよ、バーカ！」

　オクターブの高い声で答え、金髪娘は木刀を持った手に力を込める。

「ヒマつぶしにちょっとからかってみただけよ！」

　綾羽はすんなり手を離はなした。

　どうやら、と[image: たつみ]たつみは判はん断だんする。この金きん髪ぱつ木ぼく刀とう少女はとりあえず敵てきではないらしい。味み方かただと言われてもちょっと困こまるけど。いや、なんとなく。

　[image: たつみ]が部外者のように立ちつくしていると、

「これが、アレなわけ？」

　夜や行こう性せいの禽きん獣じゆうめいた瞳ひとみが[image: たつみ]を射い抜ぬいている。

「へえ、どんなんかと思ってたら、ふん、貧ひん相そうな男ね。どうしてこんなのが最さい重じゆう要よう人物になってんの？　なんか間ま違ちがってんじゃないの？　もっとハンサムで頭よさそうなのを期き待たいしてたのにっ」

　たいした言われようだったが、[image: たつみ]は腹はらを立てたりしない。少女の言こと葉ばは事じ実じつであり、彼かれが一番よく解わかっていることだった。

　[image: たつみ]が思わずうなずきそうになっていると、違うところから抗こう議ぎの声が上がった。

「えーっ、そんなことないんですよーっ。お兄にいちゃんはカッコいいですー。それに優やさしいですしーっ。あたしのお兄ちゃんを悪あし様ざまに言わないでくださぁい」

　猫ねこ子こが[image: たつみ]の腕うでを抱だきしめて、笑え顔がおで反はん論ろんしてくれた。

「あたしの自じ爆ばくを止めてくれたんですよー。えへへ、嬉うれしかったですー」

「あっそ」

　と、木ぼく刀とうを肩かたにかけた少女は興きよう味みなさそうに、

「まあ、どうだっていいわ。それより、あんた」

　[image: たつみ]を睨にらみつけ、

「あたしのとこに来なさい。そのほうが絶ぜつ対たいいいから」

「え？」

「ようっく見てみなさいよっ」

　その少女は傲ごう然ぜんと顎あごを上げた。

「あたしのほうがそいつらより美少女でしょ？」

　戸と惑まどう[image: たつみ]に、木刀少女はたたみかけるように、

「他ほかにもお得とくなところは盛もりだくさんよ。《妖精アプリリス》や《科マ学ー者ガ》の人にん形ぎようより、あたしのほうが断だん然ぜん頼たよりになるわっ。特に《妖精》の代表がこの綾羽なんていうバカだなんて、悪い冗じよう談だんとしか思えないもん。融ゆう通ずうはきかないわ、不ぶ作さ法ほうだわ、優ゆう雅がさの欠片かけらもないわ、もうあんたに死ねと言っているようなもんよ。うん、きっと死ぬわ、あんた。よく今朝まで生きてたわね」

「黙だまれ」

　綾羽も黙っていなかった。

「それ以上の侮ぶ辱じよくは許ゆるさん。貴き様さまこそ、遅おくれてきておいて何を言う。この者の身み柄がらはわたしのものだ。他ほかの誰だれにも渡わたさない」

「なら、力ずくで渡してもらうからねっ！　なにさっ、ちょっとあたしよりスタイルがいいからって、いい気になんないでよ！」

　再ふたたび木ぼく刀とうが構かまえられた。切っ先が綾あや羽はの喉のどもとを狙ねらっている。

「本気でやり合うつもりか。ならば、わたしも容よう赦しやをせんぞ。それにわたしのスタイルについて論ろん評ぴようするのはさけてもらおう。お前が自分の胸きよう囲いの数すう値ちについて気にするのは自由だが」

　綾羽の目が恐こわい。

「今のわたしはかなり機き嫌げんを損そこねている。手て加か減げんしてやるつもりはない」

　寝ね不ぶ足そくみたいだしな、と[image: たつみ]たつみが思っていると、綾羽の両りよう拳こぶしが光り輝かがやき始めた。同時に木刀少女の身体からだからも見えざる圧あつ迫ぱく感かんが立ち上る。

　止とめたほうがいいのかな？　いいんだろうな。

「ちょっと、ちょっと。やめようよ。こんなところでケンカはよそう」

　金きん髪ぱつの娘むすめがどんな非ひ常じよう識しきパワーを持っているのかは知らないが、昨日きのうの綾羽ｖｓ猫ねこ子このような事じ態たいは避さけたい[image: たつみ]だった。こんな天てん下かの往おう来らい、通学路でドンパチを繰くり広げると目立ってしょうがない。自じ宅たくなら姉あねがなんとかするかもしれないが、公こう道どうに大おお穴あなでも空あくことになったら修しゆう理り費ひ用ようは税ぜい金きんだーって、そんなこと気にする前にさっさと止とめたほうがいいだろう。

　だが、止めたのは[image: たつみ]ではなく、やれやれ、またしても別の新あらたな人間だった。

「およしくださいませ、媛ひめ」

　それまでどこにいたのか[image: たつみ]にはまったく気づかなかったが、いつのまにか金髪娘の隣となりに穏おだやかな笑えみを浮うかべた女性がいた。小さな丸まる眼鏡めがねと頭のカチューシャが印いん象しよう的てきな美人で、もっと特とく徴ちよう的てきなのは綾羽や金髪ツリ目少女とは比ひ較かくにならないくらいの豊ほう満まんな体つき。

　どことなく従じゆう者しやでメイドのような雰ふん囲い気きを漂ただよわせるその女性は、

「何も好このんで綾羽さんと争あらそうことはありませんわ。わたしどもは敵てき対たいしておりませんし、綾羽さんがわたしどもより先さきんじていたのは事じ実じつです。朝あさ凪なぎ[image: たつみ]さまをお守まもりする役やく目めは綾羽さんにお譲ゆずりいたしましょう」

　表ひよう情じようと同じく柔やわらかい声こえだったが、媛と呼よばれた金髪サイドテールは不ふ満まんげに、

「それじゃあたしがここに来た意味がないじゃないのっ！　それにねえ、すみれ台だい。あたしたちが一日遅おくれになっちゃったのは、あんたが道に迷まよって全然違ちがう場所をウロウロしてたせいなんだからねっ！」

　おほほ、すみれ台は口くち元もとに片かた手てを当てて上じよう品ひんな笑い声を上げ、

「媛も観かん光こうを楽しんでおられたではありませんか。もうお忘れになりましたか」

「ええい、うるさいっ！」

　金髪の媛は木刀を振り回し、

「あたしはねえ！　まずこの世せ界かいに慣なれておいたほうがいいと思ったの！　別に早い者勝ちなんてルールはなかったんだしね！　だから、そこのっ！」

　[image: たつみ]を指差す。

「そんな二人からは離はなれて、あたしの保ほ護ご下かに入りなさいよっ。何が来ても守ってあげるから」

「そうはいかん」

　綾あや羽はが機き嫌げん悪く言こと葉ばを挟はさんだ。

「わたしは《剣メ精イ》と共きよう闘とうせよなどどいう命めい令れいを受けておらんし、この者から離れるつもりはない。たとえこの者にあったとしてもだ。媛ひめとやら、もし貴き様さまがどうしてもというのならここで白しろ黒くろつけようではないか。思えばわたしは昔むかしから貴様のわがままぶりが気に入らなかった。しばらく会わぬ間にその性せい格かくが矯きよう正せいされたかと思っていたが、その進しん歩ぽのなさこそが貴様の習しゆう性せいであったな。教きよう育いく係がかりに文もん句くの一つでも言いたいところだ」

　綾羽の視し線せんを受け、すみれ台だいは微笑ほほえんで一いち礼れいした。

「それが媛のいいところでもありますので。短たん所しよに目をつぶり長所を伸のばす手て助だすけをするのも一つの教育のあり方でございましょう」

　媛はむくれたように、

「やかましいっ。勝かつ手てなことを言うんじゃないの、すみれ台！　あたしは長所だらけの人間だわっ。お前にフォローされるようなことは全然ないのっ」

　すみれ台は、やんわり微び笑しようするだけで反はん論ろんしない。その笑えみがすべてを物語っているようだったが、媛はますます気を悪くしたらしい。怒いかりをそのまま綾羽にぶつける。

「とにかく綾羽っ。長年の決けつ着ちやくをここでつけようじゃないの。本ほん気きでやり合ったことってなかったわよねえ。あたしの実力を知ったら、きっとあんたも土ど下げ座ざものなんだからねっ」

[image: ]

「今日の私は手て加か減げんできそうにないぞ」

　綾あや羽はは瞬まばたきを繰くり返しながら、

「昨日きのうからわたしは頭に来ることばかりだ。お前との戦たたかいは憂うさ晴ばらしとなるに違ちがいない。そっちの〝盾たて〟ともども叩たたきのめす。自分の世せ界かいに自分の足で戻れるくらいの手加減はしてやるつもりだが、うまくエルフストリークを制せい御ぎよする自じ信しんはないと思え」

「それはこっちのセリフよ！」

　媛ひめは剣けん吞のんな笑えみを見せた。

「あたしは世界に七なな振ふりしかない聖せいなる剣つるぎの現うつし身みにしてその使い手なんだからねっ。不ぶ作さ法ほうな《妖精アプリリス》とは違ちがうってところを見せつけてあげるったら！」

　なんのことだろう。とりあえず、[image: たつみ]たつみは二度にわたって止めようとする。

「いや、だからね。物ぶつ騒そうなことはやめたほうがいいよ」

　完全に無む視しされた。

　[image: たつみ]は途と方ほうに暮くれ、にらみ合う二人の少女から目を落として猫ねこ子この変わらない笑え顔がおに相あい対たいした。くりくりした目を笑わせる猫子は、[image: たつみ]の腕うでの重みとなってのんびりと欠伸あくびをした。

「ふわわぁぁ」

　それが合あい図ずだったのか、二人の戦せん闘とう少女が同時に動いた。

「うりゃあ───っ！」

　裂れつ帛ぱくの気合い一いつ閃せん、木ぼく刀とうが最初の一いち撃げきとは比くらべものにならない速そく度どで振り下ろされる。狙ねらいは──綾羽の頭とう蓋がいだ。

　綾羽は無む言ごんで動いた。両目の端はしを尖とがらせた綾羽の両手両脚あしが白く輝かがやく、と見えたのも一いつ瞬しゆんのこと、長い髪かみで空気を切り裂さくように綾羽は高こう速そく移い動どう、木刀の動きも綾羽の移動速度も、[image: たつみ]の目では追いつかない。

　しかし決けつ着ちやくはすぐに、また意い外がいな形でついていた。

「まあまあ、お二人とも、およしくださいませ」

　闘とう気きをぶつけ合う二人の間あいだに割わって入っているのは、ふわりとしたスカートをなびかせたすみれ台だいだった。

　平へい然ぜんと微笑ほほえむすみれ台は、片かた手ての掌てのひらで綾羽の高速パンチを握にぎり止とめ、もう片手の上じよう腕わんで媛の木刀を受け止めていた。

　眼鏡めがね越ごしに見える目はひたすら微笑んでいる。

「媛、今日ばかりは退たい散さんいたしましょう。思うに、わたしどもの出番はもっと後なのですわ。[image: たつみ]様さまの身み柄がらは綾羽さんにお預あずけしたほうが何かと好こう都つ合ごうです。わたしもお世話するのは今のところ媛お一人で手て一いつ杯ぱいでございますし……」

「お前まであたしを愚ぐ弄ろうするのっ、すみれ台！　どういう意味よそれっ」

「愚ぐ弄ろうだなんて、まあ、品ひんのいい言こと葉ばではございませんわ。媛ひめ、こちらの[image: たつみ]たつみ様さまはこれから様々な刺し客かくに襲おそわれること必ひつ定じようでございます。わたしは綾あや羽はさんのお力も少々存じ上げておりますので、序じよ盤ばんに出てくるような雑ざ魚こ……これもよい言葉ではございませんわね、そうですわ、力の劣おとる様よう子す見みキャラならば苦くもなく撃げき退たいなされるでしょう。ですが」

　気を悪くしないでくださいね、と言いたげな仕し草ぐさで綾羽にペコリと頭を下げ、

「悪あく意いある強力な敵てきが来た場合はその限かぎりではありません。その時、綾羽さんが窮きゆう地ちに陥おちいっておられた場合に、横よこから出て行ってお助たすけするのが最もオイシいポジションだと思いませんか？　借かりも作れて[image: たつみ]様の印いん象しようにも良く残ること請うけ合いでございます。二度オイシい感じになるかと」

「そんなまどろっこしいことなんてできないわよっ！」

　媛は怒いかり心しん頭とうのようだ。それには綾羽も同感だったらしく、

「そんな見み計はからったタイミングで出てきてもわたしは感かん謝しやせんぞ。だいいち、わたしは窮地などに陥るつもりはない。わたしは自分の力を過か信しんしたりはしないが、自じ己こ評ひよう価かを低く見み積つもったりすることもないのだ」

　そんな二人を見て、すみれ台だいは優やさしげに頭を傾かたむけた。まさにその直ちよく情じよう径けい行こうさが命いのち取りになると無む言ごんで忠ちゆう告こくをしているようだったが、口に出して言わないので誰だれにも伝つたわらない。

　すみれ台はその柔にゆう和わな笑顔を維い持じしつつ、やにわに実じつ力りよく行こう使しに出た。

「何をするっ、降おろせ！　すみれ台！」

　媛の身体からだをひょいと抱かかえ、肩かたに担かつぎ上げたのである。手足と木ぼく刀とうをバタバタさせる少女を軽かる々がると背せ負おい、

「では、綾羽さん。また後ほどお会いしましょう。これはほんのご挨あい拶さつということでお許ゆるしくださいませ。それから[image: たつみ]様。もし長ちよう期き的てきに住すむところにお困こまりならば、わたしどもが居きよ住じゆう区くとしている家か屋おくの一いつ角かくをお貸かししてもかまいませんわ。媛と二人で住むには広すぎる家を借かりてしまいましたので掃そう除じが大変です。お姉ねえ様さまやそちらのお人にん形ぎようさんも一いつ緒しよにどうぞ。でも、綾羽さんがお許しにならないでしょうね」

　離はなせバカこのすみれ台降ろせ、と叫さけび続ける媛に、

「はしたないですわよ。そのように足をバタバタさせますと、スカートが腰こしまで──」

「えっ!?　噓うそっ！」

「ええ、噓です」

　すみれ台は片かた手てを優ゆう雅がに振って歩き始めた。媛の喚わめきも遠ざかる。

「綾羽っ！　次はこうはいかないんだからねっ！　ぜったい、勝しよう負ぶはつけるんだからねっ！　覚おぼえておきなさいよっ！」

　何とも声を出しかねている[image: たつみ]の視し界かいと朝の通学路から、よく解わからない二人組はよく解らないまま退たい場じようした。

「えーと」

　出しかねてはいたものの、[image: たつみ]たつみは何とかそれだけは言った。

「あれ、何だったの？」

「あれが《剣メ精イ》だ」

　懸けん命めいに隠かくそうとしているようだが、綾あや羽はの声はどこかお疲つかれ気ぎ味みだった。

「やつらは常つねにペアで動く。一つは〝剣けん〟、もう一つが〝盾たて〟だ。媛ひめと呼よばれていたあやつが〝剣〟であり真しんの《剣精》だ。すみれ台だいは媛の半自動盾セミオートシールド。主しゆ人じんに加くわえられる致ち命めい的てきな攻こう撃げきはすべて〝盾〟が受ける」

　必ひつ死しで眠ねむ気けをこらえる目を猫ねこ子こに向け、また正しよう面めんを向いて、

「我われ々われ《妖精アプリリス》と《剣精》は比ひ較かく的てき似にたもの同どう士しなのだ。連中とだけは戦せん争そうをしていない。かといって同どう盟めいもしておらず、立場上は中ちゆう立りつだ。さっきの《剣精》、ここでは媛とか言ったか、あやつとは昔むかし、わたしの町に外がい交こう使し節せつ団だんの一いち員いんとして来た際さいに出会ったことがある。あの頃ころからあんなやつだった。まるで変わっておらん」

「へぇ」

　としか言いようのない[image: たつみ]だった。

「何をのんきに構かまえておる」

　綾羽は[image: たつみ]を真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめ、

「これでお前にも解わかっただろう。このように襲おそってくる連中はこれから枚まい挙きよにいとまがない。最初が《剣精》だったのはよい予よ行こう演えん習しゆうだ。あれが《魔術師フアルムテイ》や《不死人アーザール》だったなら笑い事ではすまされんぞ。二十四時間、お前は常つねに敵てきから狙ねらわれていることを忘れるな」

　忘れなかったとして、どうにかなるものなのだろうかと思う[image: たつみ]だったが、口に出すのはやめといたほうがよさそうだった。

　狙われている実じつ感かんもなければ、そんな理り由ゆうにも思い当たらず、現実感にも乏とぼしい。先さき程ほどの二人組にしたって、ただの可愛かわいい人たちに見えただけだった。ちょっとお茶ちや目めで冗じよう談だん好ずきのような……。

　だが一つだけ[image: たつみ]にも予よ言げんできそうなことはあった。

「うーん、なんだか……他にも色んな人がやって来そうだね。困こまったなぁ」

　最初は猫子、次に綾羽。木ぼく刀とうを振り回す媛に、メイドチックなすみれ台さん？

　あの、一度にたくさん出てきても一人一人を把は握あくできるかどうかぶっちゃけ心しん配ぱいだ。誰だれだって心配にもなろう。だからほどほどに出て来て欲ほしい。たぶん、あと二人くらいでなんとか。うん、そうであって欲しい。これは単たんなる希き望ぼうだ。




　　　　＊＊＊




　そうこうしているうちに、奇き妙みような三人組はやっと高校に到とう着ちやくした。

　異い様ような登とう校こう風ふう景けいだった。[image: たつみ]たつみの片かた手てには男おとこ湯ゆに入ってもまあなんとかアウトにならずにすむという、ちんみりした女の子が両手でしがみついていて、背はい後ごにはどこを歩いていても自し然ぜんと周しゆう囲いの目を引くこと請うけ合いな美少女が毅き然ぜんと、ただし恐こわい顔をして歩いている。

　誰だれかに根こん本ぽん的てきな原げん因いんを尋たずねられたとして首しゆ尾び一いつ貫かんした回かい答とうを述のべる自じ信しんなどどこの誰にあるだろう。[image: たつみ]にはない。ないままに、自分の教室まで来てしまった。

　あえて言うこともないだろうが、昇しよう降こう口ぐちから教室への道のりで、他の生徒たちはほぼ例れい外がいなく立ち止まり、「何だありゃ」という顔をして[image: たつみ]たち一いつ行こうを眺ながめていた。

　[image: たつみ]の精せい神しんは思った以上に強きよう靱じんなのかもしれない。そんな視し線せんを嬉うれしがってもいないが、迷めい惑わくそうでもない。事じ実じつ、迷惑など感じていなかった。猫ねこ子こも綾あや羽はも、言い分としては彼かれの身みを守まもると言ってくれているわけである。先さき程ほどの木ぼく刀とう少女までがそんなことを言っていた。しかし、何をどう考えても、いったいどんな悪あく人にんから守ってくれるのかが解わからない。

　さてはこれは夢ゆめか。突とつ然ぜん身の回りに妙みような少女たちが降ふってわいて来るという、掃はいて捨すてるほどあるどこかありがちな夢を見ているのであろうか。

　そうではないらしいことは、クラスの友人の反はん応のうが教えてくれた。

「おお、[image: たつみ]！　おはよう！」

　男子生徒が一人、立ち上がって[image: たつみ]に向かって手を振り、すぐに綾羽と猫子に気づいて目を丸まるくした。

「ああ？　何だ、そいつらは」

「やあ、石いし丸まる君くん」

　曖あい昧まいな笑えみで応こたえた[image: たつみ]に、いいガタイをしたその体育会系けいなクラスメイトは、

「[image: たつみ]、俺おれのことは文ふみ一いち郎ろうと呼よび捨すてにしてくれといつも言っているだろう。お前は俺の親しん友ゆうなんだからよ。それはいいが、お前の横よこと後ろにいる、その二人の女は何者だ」

　石丸文一郎。[image: たつみ]の友人である。とある経けい緯いによって、ごく最近から石丸の中で親友の位い置ちを占しめる人物こそが[image: たつみ]だということになっていた。

　石丸は怪け訝げんさ三割わり、胡う散さん臭くささ七割の表ひよう情じようで席せきを立ち、

「お前の妹いもうとか？　そんなのいたか？　いや、そっちのは妹に見えねえな。うむう？　どういうことだ、[image: たつみ]。女連づれで登校してくるとは、まさかお前……！」

　友人が何を勘かん違ちがいしているのかは知らないが、説せつ明めいしようにも[image: たつみ]にそんな言こと葉ばはあまりない。

　何と言うべきか悩なやんでいると、長い髪かみを翻ひるがえして綾羽が[image: たつみ]の前に移い動どうした。

「それ以上近づくな」

　石丸に言っている。

「親したしげに接せつ近きんしてくるやつほど怪あやしいのが世よの常つねだ。貴き様さまはどの陣じん営えいだ。動くな。そこから一いつ歩ぽもだ」

「ああん？」

　一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとした石いし丸まるは、言われたとおりに立ち止まったが、それもまさしく一瞬のことで、すぐに表ひよう情じようをムカつかせた。

「んだと、この野や郎ろう。ふざけんじゃねえぞ。親しん友ゆうに近づいて何が悪い。つうか、お前は誰だれだ。てめえのほうがよっぽど怪あやしいじゃねえか。とっとと[image: たつみ]たつみから離はなれろよ、こら」

「そうはいくか。わたしはこの者のそばを一いつ歩ぽも離れない。これはもう決まったことなのだ。わたしがこの者から別れるときはわたしが死んだときくらいだ」

　ますます誤ご解かいを招まねきそうなセリフだった。[image: たつみ]はどうにか場を収おさめようと、

「あの、綾あや羽は。いいかな、石丸君は……」

「お前は黙だまっているがいい」

　綾羽は[image: たつみ]を庇かばうように片かた手てを伸のばして、クラスメイトを睨にらみつけた。

「注意するにこしたことはないのだ。この男が《魔術師フアルムテイ》あたりの使い魔までないという保ほ証しようはないのだぞ。この世せ界かいでは昨日きのうの友が今日の敵てきになることは珍めずらしくないと聞き及およんでいる。学習した」

　それは単たんなる格かく言げんで、と[image: たつみ]が解かい説せつするヒマはなかった。

　石丸文ふみ一いち郎ろう、決けつして気の長いほうでも話をよく聞くほうでもない。あっさりと頭に血ちを上のぼらせた石丸は、顔に怒ど気きを広げながら綾羽の勧かん告こくを無む視しした。

「何を言ってやがるんだこの女頭おかしいのか。いやおかしいんだな。そうか[image: たつみ]お前はこの女に付きまとわれて困こまっているってわけだ。安心しろ俺おれがこいつを叩たたき出してやる。俺は犯はん罪ざい者しや相あい手てなら誰だろうと手て加か減げんしねえ」

　石丸も石丸だ。どうしてそう短たん絡らく的てきなんだ。

　とか、そんなことを考えている余よ裕ゆうもなかった。

　綾羽に手を伸のばした石丸がどこまで本ほん気きだったのかは知らない。だが、綾羽はそこそこ本気に受け取った模も様ようだ。

「────っ！」

　と、これはその場で目もく撃げきしていた人間すべての心しん情じようを表あらわす、セリフにならないセリフだと思って欲ほしい。

　つかみかかろうとした石丸の手が届とどくより先に綾羽が神しん速そくの動きを見せた。とはいえ、さすが神速の動きだけあって誰にも見えることはなく、やむを得えないので三人称しよう神かみ視し点てんの特とつ権けんを利り用ようして説せつ明めいする。

　身みを沈しずめた綾羽は、見事な後ろ回し蹴げりを石丸の顎あごにヒットさせたのだった。

「ほげらっ!?」

　そんな感じの苦く呻しんを漏もらして石丸は宙ちゆうを舞まい、数メートルほど空を飛んで落らつ下か、床ゆかに落ちてからも数メートルを滑すべって教室の壁かべに背せ中なかからぶち当たった。全ぜん身しん打だ撲ぼくで死んでいても不ふ思し議ぎではなかったが、幸さいわい息いきはあるようだ。頭の上で星ほしマークがくるくる舞まっているのがその証しよう拠こである。よかったよかった。もし彼かれが猫ねこ子こを相あい手てにしていたら、おそらくスナイパーライフルで蜂はちの巣すにされていただろうから、二に重じゆうに幸いだったといえる。

　[image: たつみ]たつみは愕がく然ぜんとしていたが、教室にいた他ほかの誰だれも同じ反はん応のうだった。ただ唯ゆい一いつ、一人の女子生徒を除のぞいては。

「あーあ、これはヒドイわね。石いし丸まる君くん、生きてる？」

　ゆっくりと同どう級きゆう生せいの頭の上に屈かがみ込んだ女子生徒、彼女の名は森もり村むら千ち夏なつといい、このクラスでは石丸と並ならんで[image: たつみ]とはよく話し相手になっているクラスメイトだった。

「保ほ健けん委い員いん、誰だっけ？　一人じゃ無理か。何人かで石丸君を保健室まで連つれて行ってあげて。命いのちに別べつ状じようはないと思うわ。白しろ目め剝むいてるけど、脈みやくと呼こ吸きゆうは正せい常じようだから救きゆう急きゆう車しやを呼よぶまでもないよね」

　森村千夏、またの名を委員長は、細ほそ面おもてを[image: たつみ]に向けてニッコリと微笑ほほえんだ。

「おはよう、朝あさ凪なぎ君くん」

　鋭えい敏びんな学習能のう力りよくを持ち合わせる千夏は、[image: たつみ]から微び妙みような距きよ離りを取りながら、

「それで、ねえ、その二人の女の子はあなたの何なの？　人並なみ外はずれて綺き麗れいな女の子と、その妹いもうとみたいな可愛かわいらしい子」

　千夏はふふっと微笑んで、

「あたしにはボディガードに見えるけど、合ってる？　これ」

　実じつによく合っていたが、[image: たつみ]は石丸の被ひ害がい程てい度どが気がかりでそれどころではなかった。その石丸は保健委員プラス二名の男子生徒の手によって教室の外に運はこび出された。保健室へ直ちよつ行こう。さようなら。

「んで？」と千夏は微笑みかける。[image: たつみ]と、[image: たつみ]の腕うでにすがりついている猫子に。

　聡さとい者は最初から危き険けん物ぶつに近ちか寄よらない。千夏は綾あや羽はに対しては完全無む視しを決め込んでいるようだった。

「その小学生以下みたいな子、転てん校こう生せいじゃなさそうだけど、ひょっとして朝凪君のお姉ねえさん絡がらみ？」

「かもね」

　[image: たつみ]は気のない返事をした。彼かれの周しゆう囲いで発はつ生せいする面めん倒どう事ごとの震しん源げん地ちにはたいてい姉の存そん在ざいがあり、それは周しゆう知ちのことだった。

「かもね、だって」

　千夏はクスクスと笑う。

「いつもハッキリ言う朝凪君が、かもね？　ふふ、ちっともらしくないわよ。悩なやみ事ごとでもあるの？　あるのね？　見れば解わかるわ」

　[image: たつみ]の具ぐ現げん化かした悩み事の一つは彼の腕にくっついてニコニコしており、もう一つは友人を昏こん倒とうさせてなお、不ふ機き嫌げんな表ひよう情じようで衣い服ふくの乱みだれを直しているところだった。確たしかに見たら解わかる。解らない人間のほうが洞どう察さつ力りよくを問とわれるべきだろう。

「お前の席せきはどこだ」

　そう尋たずねるのは綾あや羽はだった。どこまでも不機嫌そうに、

「案あん内ないせよ。怪あやしいのがさっきの愚おろか者ものだけとは限かぎらない。わたしは少しでもお前に危き害がいを加くわえそうな者を遠ざける義ぎ務むを負おっている。本ほん来らいなら学校などに通わせるべきではないのかもしれん。だが、可か能のうな限かぎりお前に通つう常じよう生活を送らせるようにとの評ひよう議ぎ会かいの通つう達たつだ。やむを得えん。わたしはできるだけのことをしよう」

　何をしてくれるのか、答えは簡かん単たんに出た。

「そこが僕ぼくの席だけど……」

　[image: たつみ]の指ゆび差さした机つくえに突とつ進しんすると、その周しゆう囲いにあった学習机、および不ふ幸こうにして着ちやく席せきしていた生徒たちを排はい除じよにかかったのである。

「うわあ」「なに？」「ちょっとちょっと」とはエキストラ生徒さんたちの声こえ。

　数すう秒びよう後ご、[image: たつみ]の席の周まわりにはぽっかりと空くう間かんがあいて、ぽつんと一つの学習机だけがスポットライトを浴あびせられているかのように浮かび上がっていた。

「なんだかイジメに遭あっているような気分だよ……」

　作業を終えた綾羽が満まん足ぞくげにうなずいているのを横よこ目めにしながら、[image: たつみ]は汗あせを一ひと筋すじ垂たらす。

「あの……、綾羽？　ここまでしてくれなくてもだいじょうぶだと思うんだ。だって……」

「うるさい黙だまれ。わたしは万ばん全ぜんの態たい勢せいで警けい護ごに臨のぞまねばならないのだ。お前が何をもって安あん全ぜんだと勘かん違ちがいしているのかは想そう像ぞうがつく。だがそれが罠わななのだ。慣なれ親したしんだ場所ほど気が緩ゆるむものだからな」

　綾羽はすっかり引きまくっているクラスメイトたちを睥へい睨げいする。この中の誰だれかが刺し客かくに違ちがいないと思いたがっているような視し線せんだった。

　ところで森もり村むら千ち夏なつは石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうと並ならんで[image: たつみ]と親しい級きゆう友ゆうである。彼女は人一倍ばいの社しや交こう性せいを持ち、その特とく性せいはこの場でも発はつ揮きされた。

「朝あさ凪なぎ君くん、その人たちを紹しよう介かいしてくれない？　何をしたい人なのかは教えてくれなくてもいいわ。たぶん、あたしには理り解かいできないことをやってんだと思うから。でも、名前くらいは教えておいて欲ほしいのよね。これから呼よぶときに困こまるでしょう？」

　しかし綾羽は、さっそく千夏に殺さつ意いのこもった目を向けて、

「わたしの名を聞いてどうしようというのだ。言っておくが、わたしがここで使用しているのは偽ぎ名めいだ。名を元もとに呪じゆ殺さつしようとしても無む駄だだぞ」

「へえ、呪殺ねえ」と千夏は面おも白しろそうだ。「朝凪君は綾羽って呼んでたけど、それ名みよう字じ？　名前？」

「好すきなように解かい釈しやくすればよかろう」

　言い捨すてておいて、綾あや羽ははハッとしたように、

「いや待まて。偽ぎ名めいであろうと呪じゆ殺さつに充じゆう分ぶんである可か能のう性せいがある。ええい、止めるな[image: たつみ]たつみ。《魔術師フアルムテイ》の中にはそれくらいしてもおかしくないヤツがいる。万まん一いちのため、この女の息いきの根ねを止めておく」

　猫ねこ子こにしがみつかれている[image: たつみ]は綾羽にしがみつき、

「止めなくていいって。だって、みんな入学時からいるんだよ？　転てん入にゆう生せいなら怪あやしいかもしれないけど、森もり村むらさんは無む実じつだよ、きっと」

「記き憶おくを改かい竄ざんされているかもしれんだろう。《科マ学ー者ガ》の中にはそれくらいやりかねないヤツだっておそらくいる。やはり息の根を止めるべきだ」

「その科学者さんたちは、いちおう味み方かたなんだろう？　この子がそう言っているし」

「はぁい」と猫子がにっぱりと笑わらい、「ここに来ているのはあたしだけでぇす。他ほかのＦ型がたもアーキテクチャも派は遣けんされていてませーん」

　森村千ち夏なつはしみじみとした目を[image: たつみ]にあてがい、同どう情じようするようにコメントした。

「相あい変かわらず苦く労ろう人にんねえ、朝あさ凪なぎ君くんは。あのお姉ねえさんだけでもたいがいだと思ってたけど、その子たちも相そう当とうね。あぁ、あんまり詳くわしいこと、あたしに言わないでね。巻まき込まれたくないから」

「うん……」

　綾羽の腰こしに手を回したまま、[image: たつみ]は弱くうなずいた。昨日きのうの綾羽と猫子の破は壊かい的てきなバトルに親しい友人を巻き込みたくないというのは本ほん音ねだったが、誰だれかとこのわけの解わからなさを共きよう有ゆうして欲ほしくもあった。昏こん倒とうして保ほ健けん室しつに運はこばれていった石いし丸まるとならできるだろうか？　あの友人の性せい格かくからして無理っぽかったが……。ん、なんか手が柔やわらかい。

「あ」

　綾羽に身みを寄よせていたことに気づき、[image: たつみ]はさっと跳とびすさった。綾羽は、そんな[image: たつみ]を胡う散さん臭くさそうに見て、

「ひっついたり離はなれたりいそがしいな。お前は」

　予よ鈴れいが鳴なった。登とう校こう時間の終しゆう了りようを告つげるベルだ。いよいよ朝のＨＲが始まろうとしている。始まったら始まったで、一ひと悶もん着ちやくが起こるだろうと[image: たつみ]は頭が痛くなる思いだった。

　そろそろと自分の席せきに着つく。猫子は左ひだり腕うでに密みつ着ちやくしたまま[image: たつみ]にもたれ掛かかり、綾羽はすぐ右みぎ隣どなりで直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいで立っている。その表ひよう情じようは真しん剣けんそのもの、ただしどこか眠ねむそうでもあった。

　ひそひそとした小こ声ごえの会かい話わ、はばかるものを見る目を向けてくるクラスメイトたちの中心で、[image: たつみ]はその時を待まった。

　その人はすぐに現あらわれた。教室のドアをカラコロと開き、悠ゆう然ぜんと登とう場じようしたのは、

「学生ども、おはようさん。今日も退たい屈くつな日にち常じようの始まりよ」

　出しゆつ席せき簿ぼを手にした朝凪津つ波なみが、まるで女教師のように立っていた。ようにもなにも、本当に教師で、しかもこのクラスの担たん任にんなのだった。




　　　　＊＊＊




　教きよう卓たくに立った津つ波なみがまず最初に言ったのは、

「綾あや羽は、あんた邪じや魔まだから立ってないで座すわりなさい。空あいた机つくえ持ってきて。そうね、ちょうど石いし丸まる君くんが保ほ健けん室しつで気き絶ぜつ中ちゆうみたいだから彼かれの机でいいでしょう。[image: たつみ]たつみの横よこにくっつけて席せきに着つくといいわ。それから猫ねこ子こ、あんたもよ。教室の後ろのほうにいてくれないかしら。授じゆ業ぎようの士し気きにかかわるわ」

　まともなのかそうでないのか、測そく定ていしにくいセリフだった。

「いいだろう」

　綾羽は案あん外がい素す直なおに応おうじた。一いつ身しんに注ちゆう目もくを集めながら、ガンを飛ばす目を振りまきながら石いし丸まるの机と椅い子すを持ってくると、[image: たつみ]の横に席を構かまえる。そして猫子に命めいじた。

「お前は離はなれていろ。わたしとて背せ中なかに目があるわけではない。この部へ屋やの後ろで怪あやしい者がいないか見み張はるのだ。少しでも不ふ穏おんな動きをする者がいたら、かまわん。射しや殺さつせよ」

「はぁーい」

　猫子は服ふくの内うち側がわから長ちよう身しんの対たい戦せん車しやライフルを取り出し、いつまでもつかんでいた[image: たつみ]の腕うでを名残なごり惜おしげに離すと、ふらふらと教室の一番奥おくに向かった。ライフルを構えて、ぺたりと座り込む。

「朝あさ凪なぎ先生」

　綺き麗れいに手を伸のばして森もり村むら千ち夏なつが発はつ言げんを求もとめた。

「その二人は誰だれなんですか？　どうして朝凪君にくっついているんですか？」

　津波は授業中につまらない質しつ問もんを受けた風ふ情ぜいで、

「気にすることはないわ。転てん校こう生せいってことでいいじゃないの。綾羽は高一で通じるわ。猫子はちょっと無理があるから、そうねえ」

　絶ぜつ対たい、考えているフリしかしていない。

「小学生の時にね、教室の後ろで金きん魚ぎよとかメダカとか飼かってなかった？　教室付きのペットよ。それと同じものだと思いなさい」

　無理だ！

　全ぜんクラスメイトの声こえを千夏が代だい弁べんした。

「えーと、そんなのでいいんですか？」

「そんなんでいいの？　って思う物なんかこの世よに溢あふれているわよ。と言うかそんなんばっかりよ。だいたいみんな、これだったら私にも出で来きるんじゃないの？　って思ったことが往おう々おうにしてあるでしょう。実じつ際さい、そんなんでも通つう用ようするわけよ。世の中けっこう緩ゆるくできてんの。熱ねつ湯とうや氷こおり水みずに入るより、ぬるま湯ゆにのんびり浸つかってるほうが気持ちいいでしょ？　考えても見なさい。人じん類るいの発はつ祥しよう以い来らい、すんごいものばっかりしか世よに出なかったのだとしたら世せ界かいはもっと住みにくくなってるし人口だって少ないわ。だからね、その子もそれでいいの。私が許ゆるすわ」

　まったく何の理り屈くつにもなっていないような気がする。しかし不ふ思し議ぎと説せつ得とく力りよくのある言こと葉ばだった。[image: たつみ]たつみはそうは思わないが……。何のフォロー？

　誰だれが気にすることがあっても、津つ波なみだけは気にしない。

「石いし丸まる君くんを除のぞいてみんな揃そろってるわね。今日は一いち限げん目めが世界史か。じゃ、このまま授じゆ業ぎように入っちゃいましょ。ホームルーム終わり」

　黒こく板ばんに向むかった津波はチョークを手にして、

「この前はサラミス海かい戦せんを最後まで解かい説せつしたわね。みんな、テミストクレス提てい督とくの偉い大だいさが解わかったと思うわ。今回もメジャーなところ、第二次ボエニ戦せん争そうからカンネーの戦たたかいの帰き趨すうを説せつ明めいします。まさかハンニバルを知らないって人はいないわよね」

「朝あさ凪なぎ先生」

　と、またしても千ち夏なつが挙きよ手しゆする。

「あたしたち、入学してからまともに世界史を習ならっていません。そうやって戦せん史しばっかり教えてもらっても困こまるんです。他ほかの人はともかく、あたしはまともに受じゆ験けんするつもりなので。たまには真ま面じ目めに歴れき史しを教えてください」

　まともな意見を言う役やく割わりの生徒がどこのクラスにも一人はいたと思う。この教室では、それは森もり村むら千夏の役やくどころだった。

　津波は振り返らず、黒板にローマ共きよう和わ国こく軍ぐんとカルタゴ軍の布ふ陣じんを慣なれた手つきで描えがきながら、

「真面目な歴史ですって？　そんなものを教えていてもちっとも面おも白しろくないでしょうが。聞きなさい生徒諸しよ君くん。ならびに、ここにいない父ふ兄けい一いち同どうにも伝つたえておくことね。いい？　偏へん差さ値ちを上げたいなら自じ力りきでなんとかするか学習塾じゆくにでも通かよいなさい。わたしは教育の手て助だすけをするつもりはあるけど、頭を良くする方法なんて知らないのよね。試し験けんなんて勉べん強きようさえすれば何とでもなるもんよ。簡かん単たんすぎて教える気にもならないわ」

　凸マークの一つにカルタゴ騎き兵へいと注ちゆう釈しやくをつけつつ、

「だいたい教育って言葉もどうかと思うのよね。育そだてるのを教えるってどういうことなのかと思うわ。植しよく物ぶつをごらんなさい。勝かつ手てに成長するじゃないの。人にん間げんが草くさ花ばなに負まけるってどういうことよ。だから、わたしはね、あんたたちに水と肥ひ料りようをあげるだけなの。育ち方なんか自分で勝手にやりなさい。好すきなように育てばいいわ。綺き麗れいな花になれば摘つみ取られる、醜みにくければ放ほうっておかれる。それだけのことよ」

　曲まがりくねった線せんにアウフィダス河がわと書き入れて、

「後こう世せいの歴史家なんか頼たよりにしちゃダメよ。あいつらの言うことはやる気のない野や球きゆう解かい説せつ者しや並なみの結けつ果か論ろんに過すぎないからね。誰だれだって結果をもとにすればもっともらしいことを言えるわけ。その当時、それがどう思われていたのかよりも、今それがどう思われているのかを考えることね。特とくに自分のやることは未み来らいの他人より自分が一番よく分ぶん析せきできるようにしておきなさい」

　両りよう軍ぐんの陣じん構がまえを一通り描えがき終えた津つ波なみは、ようやく顔を教え子たちに向け、

「さて、ローマ領りよう内ないに侵しん入にゆうした名めい将しようハンニバル率ひきいるカルタゴ軍と、それを討うたんとするローマ軍はついに決戦の時を迎むかえたの。時に紀き元げん前ぜん二百十六年、場所はカンネー近きん郊こう、アウフィダス河南岸というから今のイタリアの南のほうね」

　津波が片かた手てに持っているのは世せ界かい史しの教きよう科か書しよでも副ふく読どく本ほんでも何でもない。『戦争学』松まつ村むら劭つとむ（文ぶん春しゆん新しん書しよ）、彼かの女じよの愛あい読どく本ほんだった。

　千ち夏なつはすとんと腰こしを下ろした。すっかりあきらめた顔かおで、教科書を広げ自じ習しゆうを始める。

「この時、カルタゴ軍の総そう兵へい力りよくは五万、ローマ軍は九万。兵力に劣おとってはいたものの、この戦いの主しゆ導どう権けんは終しゆう始しハンニバルの手の内にあったも同どう然ぜんだったのよ。実じつはローマ軍総そう司し令れい官かんがヴァロだと決まった瞬しゆん間かんに勝しよう敗はいは決けつしていたようなものなのだわ。それをこれからみっちり教えてあげる」

　姉あねの偏へん向こう授じゆ業ぎようは今に始まったことではなかったが、[image: たつみ]たつみは今まで以上に落ち着かない気分だ。

　ぴったりと横よこに机つくえをつけた綾あや羽はは、やはり寝ねずの番ばんが効きいたのか早くもうつらうつらと舟ふねをこぎ始めているし、[image: たつみ]と綾羽の周まわりはぽっかり空くう間かんがあって、パッと見た感じで、二人だけの世界を醸かもし出していると言ってもそんなに遜そん色しよくはない。

　そして教室の一番後ろでは、猫ねこ子こが凶きよう悪あくな対たい戦せん車しやライフルを持って座すわり込み、罪つみのない同どう級きゆう生せいたちをビクつかせているのだ。この状じよう態たいに比くらべたら、戦せん史ししか学まなばせようとしない津波の世界史授業など、高校一年の一教室におけるものとしては、これはもう段だん違ちがいに日にち常じようだ。

「まずハンニバルは自じ軍ぐん左さ翼よくの騎き兵へい部ぶ隊たいに突とつ撃げきを命めいじたわけ。自じ陣じんの中央、歩ほ兵へい部隊を薄うすくしているのはワザとしたことよ。しかもカルタゴ軍ぐんは川を背はい後ごにして布ふ陣じんしてね──」

　生き生きとした津波の講こう義ぎは続いているが、誰もノートを取ろうとしない。実じつは聞いているぶんには楽しい授業なのだった。少なくとも退たい屈くつしないので。受じゆ験けんに役立つ知ち識しきはつかないけども。そんなもの知ったことかというのが津波理り論ろんだった。エンターテインメントは楽しけりゃいい。やってるほうと、やられているほうが両立することが理り想そうだが。
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　石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうが戻もどってきたのは、三時限げん目めが終わった休み時間だった。

「何が何なんだこのちくしょう、頭痛いてえ、おい我わが友、[image: たつみ]、この女は、」

　この時、綾羽は机に突つっ伏ぷして寝ね息いきを立てていた。さもあろう。一ひと晩ばん中じゆう寝ずに立ち番をしていたら、誰だって昼ひるに眠る権けん利りがある。この場合に問もん題だいだったのは、綾羽の鋭えい敏びんな感かん覚かくと強きよう固こな職しよく業ぎよう意い識しきだった。

「起きろ、この、何なんだお前は」

　不ふ幸こうな少年だった。

　石いし丸まるの伸のばした手が肩かたに手が触ふれるか触れないかのところで、綾あや羽はは跳はね起きた。

「夜や襲しゆうか！」

　瞬しゆん時じに覚かく醒せいした綾羽は相あい手ての姿すがたをろくに確かく認にんすることなく、至し近きんに立つ石丸に渾こん身しんのバックブローを喰くらわせた。

「ごぎがげぇっ！」

　と、それらしい叫さけびを上げて飛んでいく石丸の身体からだは見み事ごとな回かい転てん運うん動どうをしており、教室の壁かべに突とつ撃げきしてめり込むというわざとらしい映えい像ぞう的てき演えん出しゆつを施ほどこしてから、ゆっくりと床ゆかに倒たおれ伏し、そしてピクリともしなくなった。

「保ほ健けん委い員いんの人ー、石丸くんをよろしくー」

　すかさず森もり本むら千ち夏なつが哀あわれな被ひ害がい者しやを指ゆび差さし、四時限目の予よ習しゆうに戻る。

　石丸文ふみ一いち郎ろう、本日二度目の退たい場じよう。

　その間かん、[image: たつみ]たつみは声こえ一つ発するきっかけもなく、ただ啞あ然ぜんとしていただけだったが、ようやくパラライズ状じよう態たいから復ふつ帰きして、

「ねえ、綾羽。少なくとも教室内には危あぶない人はいないよ。その、いきなり殴なぐりつけるのは、いくら相手が頑がん丈じような石丸でも……」

「まだそんなことを言っているのか」

　数人がかりで運はこばれていく白しろ目めの石丸を見み届とどけながら、綾羽はとことん不ふ機き嫌げんそうに、

「わたしたちの敵てきとなる連れん中ちゆうは、いつ、どこから、どのように現あらわれるか知れたものではないのだ。だからわたしは寝ねずの番ばんをもするのだ」

「でも……」[image: たつみ]は言いにくそうに、「いま、寝てたよね、君……」

「寝てなどいない」

　綾羽はくわっと目を見開き、

「寝たふりをしていただけだっ」

　そして、[image: たつみ]が言い返す機き先せんを制せいするようにイイワケがましく、

「《魔術師フアルムテイ》のアストラル体があの石丸とやらに憑ひよう依いしていたら何とする。少しでも不ふ審しんな人間ならば、先さきんじて息いきの根ねを止めておくのが保ほ険けんとして有ゆう効こうなのだ」

「いや、でも石丸は全然不ふ審しんじゃないよ。割わりと親切にしてくれる友人で……」

「黙だまっておれ」

　綾羽は聞き分けのない子こ供どもを見るような目で、

「わたしとて危き険けんレベルを察さつ知ちできる。あの石丸とやらは、なるほど確たしかにお前の言うとおりの一いつ般ぱん人じんだろう。だからこそ手て加か減げんしたのだ。殺ころしてはいない」

「だからさ、それが解わかってるんだったら手て加か減げんとかじゃなくて、そもそも手を出さないで欲ほしかったよ。気のいいやつなんだ」

「万まん一いちのことを考えた」

　綾あや羽はは反はん省せいレベルゼロという感じ、むしろ誇ほこらしげに、

「躊ちゆう躇ちよは戦せん場じようにおいて命いのち取とりとなる。戦争に誤ご爆ばくは付き物だ。必ひつ要よう悪あくとして認みとめるしかない。それが世せ界かいの常じよう識しきであり、現げん実じつでもある」

「だったら戦争なんかしなければいいんだよ」

　[image: たつみ]たつみの顔が暗くらくなる。新しん聞ぶんやテレビニュースで報ほうじられる人々の愚ぐ行こうに心を痛いためることは数知れない。必要悪の当とう事じ者しやとなった者に、それが現実だと言って納なつ得とくしてもらえるものか。

　首くびをうなだれさせる[image: たつみ]に、綾羽は侮ぶ蔑じよくの視し線せんを送った。

「お前はとことん愚おろか者ものだな。世界大戦はもう始まっている。そして人の手では決けつして止めることなどできないのだ。なぜならこれは世界と世界の戦たたかいだからだ。手をこまねいていれば滅めつ亡ぼうするしかないのだぞ。お前も死ぬ。それでもいいと言うのか」

　[image: たつみ]は黙だまったままだった。それでも何とかなりようがあるのではと思うのが彼かれの本心だった。現げん実じつ的てきな問もん題だいとして、戦争はよくない。そして非ひ現実的な問題として、綾羽や猫ねこ子こ、媛ひめやすみれ台だいの存そん在ざいが今に至いたるもよく解らない。どうして[image: たつみ]の周まわりにそんな者たちが参さん集しゆうしているのだろう。

「お前を守まもるために決まっているだろう！」

　綾羽は怒おこり出した。

「何度も言っている。それがわたしの任にん務むだ。まったく、こんな物解りの悪いやつを守しゆ護ごせねばならんとは、温おん厚こうで知られたわたしでもそろそろ腹はらが立ってきたぞ。お前は黙ってわたしの保ほ護ご下かにいればいい。命いのちに代かえても守ってみせるからな」

「どうして僕ぼくにそんなことをしてくれるんだい？」

「知らん」

　綾羽は再さい三さんのセリフを放った。

「わたしは命めいじられただけだ。命めい令れいには従したがわねばならん。わたしの主しゆ観かんなど任務の遂すい行こうには関かん係けいないからな。知ったところですべきことは変化しない」

　[image: たつみ]は死にかけた魚さかなのような息いきを吐はいた。綾羽や猫子が常じよう人じんでないのはすでに解っているが、そんな尋じん常じようでないものが自分のところにやって来る理り由ゆうはさっぱり解らなかった。いったい誰だれに訊きいたら教えてくれるんだろう。

　[image: たつみ]は教室の最さい後こう尾びでライフル抱かかえてしゃがみ込む猫子を眺ながめた。口を半はん開きにして眠ねむっている兵へい器き少女からは教えを請こえそうにない。

　では誰なら？　誰がいつすべての答え合わせをしてくれるのだろうか。

　もちろん、いつかはそうなるだろう。でないと話にならない。だが、それが今ではないことだけは確たしかだった。保ほ証しようする。
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　昼休みになっても事じ態たいは一いつ変ぺんしたりしない。

　いつもなら自じ作さくの弁べん当とうを持じ参さんしていた[image: たつみ]たつみだったが、さすがに今日は学がく食しよくを利り用ようするしかなく、食しよく堂どうに歩く道のりには当とう然ぜんのような顔をした綾あや羽はと、眠ねむりから覚さめた猫ねこ子こがついてきた。猫子の手にある武ぶ器きは、天てん井じように届とどきそうな対たい戦せん車しやライフルからサブマシンガンへと変わっていて、それも両手持ちだ。護ご衛えいのための武器なのだろうが、今にも無む差さ別べつ殺さつ戮りくが始まりそうで[image: たつみ]はまったく落ち着かない。猫子の笑え顔がおには邪じや気きの欠片かけらもないが、かえって不ぶ気き味みに感じるのは[image: たつみ]よりも他の生徒たちのほうが大多数であるらしく、奇き妙みような三人組の周しゆう囲いには常つねに誰もいないという事じ態たいに発はつ展てんしていた。

　それは食堂でも同じことだった。トレイを持って席せきに着ついたまではよかったが、四方三メートル以内にいた生徒たちは綾羽の手足によって物ぶつ理り的てきに排はい除じよされた。彼かの女じよ曰いわく、「近くにいると毒どくをもられるかもしれない」というのが理由のようである。

　[image: たつみ]は一年だからして、排除された中には上級生の割わり合あいのほうが多かった。そのうちの一人、タッパのある三年生でやや不ふ良りようじみた男子が憤ふん然ぜんと綾羽に腕わん力りよく勝しよう負ぶを挑いどんだが、約一秒びよう後には食堂の窓まどを突つき破やぶって中なか庭にわを転てん々てんとするハメになった。

　干かん潮ちようのように引いていくその他大おお勢ぜいに、頭を下げるのは[image: たつみ]の役やく目めだった。

「すみません、悪わる気ぎはないんです。ただ、その……」

　説せつ明めいのしようもなかったが。

　綾羽はさらに、「その食しよく料りようにすでに毒が混こん入にゆうされているかもしれん。わたしが毒味みをする」と食しよく堂どうのおばちゃんが気を悪くするようなことを大声で言い、[image: たつみ]のトレイの上にあった搔かき揚あげソバを三口ほど食べてから三分ほど黙だまって厨ちゆう房ぼうを睨にらんでいた。ようやく[image: たつみ]のところに丼どんぶりを回してきたころにはすっかりぬるくなっていたが、[image: たつみ]は綾羽が口を付けた食しよつ器きを見つめて、少しばかりの困こん惑わくと羞しゆう恥ちを覚おぼえる。綾羽の国には間かん接せつキスという概がい念ねんがないのだろうか。

　当とう然ぜんのような顔かおをして綾羽も猫子も自分の食物は確かく保ほしている。綾羽はともかく、兵へい器きだという猫子が物を食べる必ひつ要ようがあるのかどうか尋たずねてみたところ、

「はぁい。あたしはエネルギー源げんを経けい口こう摂せつ取しゆしなくても稼か働どうできまぁーす。でも、食べても問もん題だい有ありませんからー。ぱくぱく」

　そんなに嬉うれしそうに親おや子こ丼どんを食べられたら[image: たつみ]もそれ以上何も言えず、綾羽は席に着かず立ったままで月つき見みうどんをずるずるすすりながら、[image: たつみ]に恨うらめしそうな目を向けてくる上じよう級きゆう生せい特に男子に向かってケンカを売うる視し線せんを飛ばしまくっていた。

　いたたまれない思いで[image: たつみ]はもそもそとソバをすすり、逃げるように学食から退たい散さんする。

　どこに退たい散さんしても状じよう況きようは不変なのだった。

　二人の非ひ常じよう識しき少女は男子トイレの中までついてきた。閉へい口こうする[image: たつみ]たつみの意いなどまったく顧かえりみないのは綾あや羽はも猫ねこ子こも同じである。猫子は[image: たつみ]から五メートル以上離はなれたら自じ爆ばくシークエンスに入るので、何とか理り性せいをねじ伏ふせてしかたがないとしよう。[image: たつみ]としてもその度たびに猫子の服ふくを脱ぬがせて背せ中なかのハッチを開きたくはないが、綾羽、他の男どもがいる中にも平気でトイレに入って来る彼女だけはどうにかならないものだろうか。

「愚おろか者もの」

　と綾羽は言うのだった。

「人間、喰っている時と寝ねている時、そして用よう足たしの時間が最もつとも無む防ぼう備びなのだ。卑ひ怯きような連中はだいたいその時間を狙ねらってくる。わたしが暗あん殺さつを請うけ負おったなら間ま違ちがいなくそうするだろう」

「……でも、君は暗殺なんかしないだろう？」

「そんな命めい令れいを受けていないからな」

　そう応こたえながら、綾羽は少し考え込んだ。男子トイレの中で何を考えるかというと、

「そうだな。たとえ暗殺任にん務むを受けたとしても、わたしは正しよう面めんから戦たたかいを挑いどみたい。誇ほこりは大切にすべきだ。我わが一いち族ぞくの沽こ券けんにも関かかわる。前言は撤てつ回かいする」

「ありがとう」

　[image: たつみ]はホッとした。綾羽のような少女が暗殺者になって欲ほしくはなかった。もっと正せい確かくに言うならば誰も殺してなど欲しくはないが、これだけ堂どう々どうと物ぶつ騒そうなことを言っているのは有ゆう言げん実じつ行こうの裏うら返がえしなのでは、と[image: たつみ]は思うことにした。

「何の礼れいだ、それは」

　綾羽はきっぱりと、

「わたしはお前に礼など言われる筋すじ合あいはない。今までも、これからもな」
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　ところで石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうのことを言うなら、午後の授じゆ業ぎようが終わり終業のベルが鳴なっても保ほ健けん室しつから帰ってこなかった。幸さいわいだったと言うべきだろう。

　ここに至いたるまで、総そう勢ぜい二十一人が綾羽によって保健室送りにされていた。廊ろう下かを歩いている最さい中ちゆうに[image: たつみ]と肩かたが触ふれただけでぶっ飛ばされたのが八名、後ろから不ふ意いに近づいてきただけで蹴けり飛ばされた者が四名。綾羽を対たい象しようにしてナンパ目もく的てきで接せつ近きんした者が六名。残りの二名は「なんとなく怪あやしい」という言いがかりとしか思えない、いや言いがかりそのものの理由で打だ撃げきをくらい昏こん倒とうした。

「ごめん。ごめんなさい」

　ひたすら謝あやまり続ける[image: たつみ]だったが、その時には相あいて手は白しろ目めになっていたので奏そう功こうしたとはいえない。下げ手しゆ人にんたる綾あや羽はは、そんな[image: たつみ]たつみを眉まゆをひそめて見やっているし、猫ねこ子こは天てん真しん爛らん漫まんに笑って[image: たつみ]の腕うでに抱だきついている。

　そんな状じよう態たいの[image: たつみ]に何を言われても説せつ得とく力りよくの欠片かけらもなく、当とう然ぜんの帰き結けつとして彼のセリフを聞く者もいなかった。たいていその相あい手ては気き絶ぜつしていたからだ。

　普ふ通つう、こんな暴ぼう力りよく女が幅はばをきかせていたら学内でなくとも問もん題だいになる。しかし、綾羽の神しん経けい症しよう的てきな行きすぎた行こう為いを咎とがめる者は教師を含ふくめて誰だれもいなかった。

　どう考えても不ふ自し然ぜんだ。[image: たつみ]はそう思うのだが、わけ知り顔で吟ぎんじたのは森もり村むら千ち夏なつだった。

「朝あさ凪なぎ先生が何かやってんでしょ、どうせ」

　[image: たつみ]のクラスメイトで数少ない女友達は、

「問題だって思ったなら朝凪先生はどういう手しゆ段だんを用もちいても解かい決けつしてしまうもんね。外人部ぶ隊たいの一個連隊くらい持ってきてでも何とかしちゃうわよ。やってないってことは、別に問題じゃないのよ、こんなこと。ねえ朝凪君、きっとこれもたいしたことじゃないんだわ。うん、あたしはそう思うな」

　千夏は世せ話わ焼やきな委い員いん長ちよう的てき笑みを作りつつ、[image: たつみ]から距きよ離りを置いてそう言った。接せつ近きんすると危き険けんだとすでに学習している顔だった。

　[image: たつみ]は暗あん澹たんとする。このままではクラスで容よう易いに孤こ立りつしてしまいそうだ。猫子はまだいいが、綾羽が自分の近くで目を光らせている限かぎり、どんどん友人を失うしないそうな気け配はいである。

　だからこそ、終業ベルは[image: たつみ]にとって天てん上じようから響ひびく天てん使しの鐘かねの音に等ひとしかった。

　これで帰れる。誰にも迷めい惑わくをかけたりすることはなくなる。

　すぐさま帰き宅たくしようと、[image: たつみ]がいそいそとして鞄かばんにノートを詰つめ込んでいると、

「[image: たつみ]、待まちなさい」

　ホームルームを終えたばかりの担たん任にん教師、姉あねであるところの津つ波なみが綾羽及および猫子と一ひと塊かたまりになっている[image: たつみ]に向かってやって来た。

　コピー用紙をひらひらとさせ、津波は平へい易いな顔で言う。

「あんたらのバイト先、決めておいたから。家に帰る前にそこに寄よりなさい。さっそく働はたらいてもらうわよ。実じつ家かの再さい建けん費ひ用ようを少しでも稼かせいでおいてもらわないとね」

　渡わたされるがままに[image: たつみ]は印いん刷さつ紙しを受け取った。そして言う。

「これって……。家の近所の本ほん屋やさんだよね。あそこがアルバイトを募ぼ集しゆうしてたなんて知らなかったよ」

「募集なんかするわけないじゃないの」

　津波は抑よく揚ようのない声こえで応こたえた。

「そこは土地成なり金きんの店長が暇ひまつぶしと税ぜい金きん対たい策さくでやってるだけの、万まん年ねん赤あか字じ書しよ店てんなのだから。あたしがごりおししたのよ。時じ給きゆうは六百五十円だけど、あんたと綾羽の二人を押し込んどいたわ。猫子はそこらをちょろちょろさせておきなさい。三人分は無理だったから」

　時じ給きゆう六百五十円で全ぜん壊かいした家か屋おくを再さい建けんするには全何万時間かかるだろう。[image: たつみ]たつみは嘆たん息そくし、姉あねがよこしたコピー用紙を鞄かばんに落とし込んだ。

　姉がそうしろと言うならば従したがうしかなかった。生まれてこのかた、弟おとうとである自分が津つ波なみの意見に逆さからおうと試こころみて成せい功こうした例れいはない。綾あや羽はや猫ねこ子ことはまた違ちがった意味で尋じん常じようでない津波だ。現げんに綾羽や猫子をすでに普ふ遍へん的てきなものとして接せつしている気け配はいがある。どうやったら姉の真ま似ねができるのか、[image: たつみ]には思し考こう外がいの無理難なん題だいだ。

　爆ばく散さんした自じ宅たくを思い、いつまで続くか解わからないテント暮ぐらしを思い、[image: たつみ]はとぼとぼと校こう舎しやを後にした。登とう校こう時じと同どう様よう、綾羽が目を光らせ猫子が抱だきついている状じよう態たいで校門をくぐる。

　そして姉の指し示じ通どおり、本ほん屋やに向かった[image: たつみ]たちは、そこでようやく、危き機き的てきな状じよう況きように遭そう遇ぐうしたのである。

　これまで半はん信しん半はん疑ぎだった自分の命いのちが狙ねらわれているとかどうとかいう話。

　それが本当だったと、[image: たつみ]は悟さとることになった。
















　本ほん屋やの親おや父じは丸まる々まるとした体たい格かくのおっさんだ。[image: たつみ]たつみもよく利用している書しよ店てんなので、この店長とも昔むかしなじみである。[image: たつみ]のなじみということは津つ波なみのなじみでもあるということで、店長はあっさりと[image: たつみ]と綾あや羽はのアルバイト採さい用ようを決定していた。

「あの、僕ぼくたち、履り歴れき書しよも持ってきてませんけど、いいんですか？」

「いいとも」

　客きやく数すうゼロの店内で、親父はゴルフ焼やけした赤あか黒ぐろい顔かおを笑いで歪ゆがめた。

「津波ちゃんの頼たのみなら聞かないわけにはいかないね。まあ、見ての通り、」

　薪まきのような手を振って店内を示しめし、

「最初から客商売など考えていない店だ。レジ打うちさえしてくれてたら誰だれが何をしていようとどうでもいいんだ。朝の本出しや返へん品ぴん処しよ理りはパートさんがやってくれるし、君たちはそうだな、万まん引びきにだけ気をつけてくれていたらいい」

　店長は金持ち特とく有ゆうのありあまる余よ裕ゆうの表ひよう情じようで言っている。[image: たつみ]は知っているが、実はこの店は近所の男子にとっては割わりと有ゆう益えきなポジションにあるのである。住じゆう宅たく地ちの真ん中にひっそりと建つこの小さな書店は穴あな場ばとして知られていた。何の穴場か。さすが店長が趣しゆ味みでやっているだけあって、立ち読みしていてもまず何も言われない。ついで、異い様ようにエロ本が充じゆう実じつしている。物の解わかっている店長は、たとえ相あい手てが青少年であろうが何も言わずに見て見ぬ振り、その手のブツを売ってくれるのだ。ありがたや。

　だが、それも今日までだ。

　店長は[image: たつみ]にレジ操そう作さを簡かん単たんに教えると、「じゃ、バックヤードで寝ねてるから、何かあったら呼よびに来てくれ」と言い残のこして店の奥おくに引っ込んだ。

　レジカウンター内にぼんやり立ちつくす[image: たつみ]は、隣となりで仏ぶつ頂ちよう面づらをしている綾羽を見やり、

「君、バイトしたことある？」

「ない」

　簡かん潔けつな答えがたちどころに返ってきた。

「だが、心しん配ぱいには及およばない。単たん語ご上じようの知ち識しきとしては知っている。ようするに、手っ取り早く小金を得えるための労ろう働どう行こう為いの一いつ種しゆだろう。簡単だ。任まかせるがいい」

　そうは言ってもなぁ。

　とうてい任せる気にならなかった[image: たつみ]は、綾羽にレジ操作を練習モードにしてから打たせてみることにした。キリっとした緊きん張ちよう感かんをみなぎらせ、綾羽は叩たたきつけるようにレジスターのボタンに指ゆびを落とした。

　惨さん憺たんたる結けつ果かが待まち受けていた。リールが舞まい飛び、エラー音が鳴なり響ひびき、キャッシャーが意味もなく吐はき出され、ついにダンマリを決め込んだ。レジを通つう常じようモードに戻もどすのにえらい苦く労ろうをした[image: たつみ]は、

「……綾羽、君は金きん銭せんの受け渡わたしと商しよう品ひんを袋ふくろに入れる役やくだけをやってくれるかな？」

　憮ぶ然ぜんと黙だまり込む綾あや羽はの視し線せんから逃のがれるように、[image: たつみ]たつみはもう一人、猫ねこ子こへと目を向けた。カウンターの中にいるとすっぽり隠かくれてしまう背せ丈たけの少女は、単たんにニコニコして[image: たつみ]の手を握にぎっていた。

　しばらくして、客きやくがやって来た。店てん内ないに足を踏ふみ入れたその学校帰りの男子生徒は、数すう歩ほほど進んだところでレジに立っている綾羽に目を留とめ、すぐＵターンして去さっていった。

　二人目の客は大学生風ふうの男だったが、やはり綾羽の睨にらむような視線を浴あびて、本ほん棚だなの周しゆう囲いをイイワケのようにウロウロしてから逃げるように立ち去った。

　三人目の男性客は漫まん画が週しゆう刊かん誌しを買って帰った。だがその表ひよう情じようを見るにつけ、本ほん来らいは別のものを購こう入にゆうしたかったのではないかと思われる。

　いくら採さい算さんを考えていないとはいえ、これでいいんだろうか。確かく実じつに常じよう連れん客にとってはよくない効こう果かを発はつ揮きしているとしか思えないけど……。

　[image: たつみ]が他人の気持ちになって落ち着かなくなっていると、四人目の客が登とう場じようする。

　そいつは一風変わっていた。綾羽のレーザー光こう線せんのような視線を気にすることなく店内を歩き回り、棚から文ぶん庫こ本ぼんや漫画本を抜き出して遠えん慮りよの欠片かけらもなく眺ながめ始め、手に取った雑ざつ誌し類るいを片づけることもせずにそこらに積つみ上げ、18禁きんの書しよ籍せきも顔色一つ変えずに立ち読みしている。

　あまり注ちゆう目もくするのも悪いと思ったものの、[image: たつみ]は遠えん慮りよがちにその客をうかがった。年の頃ころは[image: たつみ]と変わらないと思われる。外がい見けん的てきにやや上のような気がするが、[image: たつみ]は童どう顔がんなので同い年でも不ふ思し議ぎではない背せ格かつ好こうに目め鼻はな立ち。それだけなら普通にいそうな少年だ。

　妙みようなのはファッションセンスだった。何とも言い難がたい服ふく装そう、というのはまさにこのことであろう。あまりに何とも言い難いので、その衣い装しようを説明する言こと葉ばがない。どことなく道どう化け師しじみていたが、服装に関かんしてこれといったこだわりも興きよう味みもない[image: たつみ]には、ひょっとしたら最近そんなのが流は行やっているのかもしれないと思う程てい度どだった。

　ふと横よこを見る。綾羽が険けわしい顔で少年の動きを追おっていた。その秀しゆう麗れいで白い顔に、意い外がいにも戸と惑まどいの色が加くわわっているのを発見して[image: たつみ]はドキリとする。なにやら怒おこってばかりいた綾羽が別の表情をしていることに心騒さわぐものがあったのだ。それは綺き麗れいな少女がすぐ横にいるという事じ実じつを改あらためて実じつ感かんさせることでもあった。脳のう天てん気きに幸しあわせがってはいられないけど。

「んんーっ？」

　その声は猫子だ。頭の髪かみの毛が一ひと房ふさ、アンテナみたいにピンと立って揺ゆれている。

「綾羽お姉ちゃーん、なんだかぴくぴくする感じがしますよー。近くに『ガジェット』持ちの人がいる気け配はいですー」

「解わかっている」

　綾羽は硬こう質しつな声で、まっすぐ不ふ審しんな客を見ている。

「だが、それほど至し近きん距きよ離りではない。あの男かと思ったのだが、微び妙みように違ちがうな。この気配……。途と方ほうもなく邪じや悪あくで底そこ意い地じが悪い。悪あく意いの塊かたまりだ。それも二つ……いや三つか。接近しつつある」

「はぁい。とっても強そうですなんですけどー」

　[image: たつみ]たつみが「え？」とか思っていると、店てん内ないにいた唯ゆい一いつの客きやくが本やら雑ざつ誌しやらを山のように抱かかえてカウンターに来た。商しよう品ひんをどさりとレジの横よこに投げ出す。

「いらっしゃいませ」

　とりあえず[image: たつみ]は言って、バーコード読み取り装そう置ちにかけようと雑ざつ多たな書しよ籍せきに手を伸のばした。

　が、その客、異い装そうの少年が言ったのは客らしくない言こと葉ばだった。

「いらねーから、買わねー」

「は？」

　[image: たつみ]は手を止め、少年を見上げた。そいつは[image: たつみ]をガラスみたいな目で見つめ、ニヤリと笑った。途と端たんに背せ筋すじに寒さむ気けが走る。その少年の目には虹こう彩さいがなかった。ただ真っ黒い、球きゆう状じようの硝子ガラス玉だま。

「俺おれは買わねー」と、そいつは繰くり返した。「買わないのはいらないからで、なぜなら金がねー。必ひつ要ようもねー。必要な情じよう報ほうはすでにもらったということだぜ」

　綾あや羽はがゆっくりと足の位い置ちをずらした。猫ねこ子こがつかんでくる手に力が加くわわる。

　少年は人間のような声でセリフを続けた。

「俺が欲ほしいものは残りただ一つだけだ。お前、朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみ。いや、朝凪[image: たつみ]ってのはお前だな」

「そうだけど……」

　黙だまっていたほうがいいのに、応こたえてしまうのが[image: たつみ]だった。

　奇き怪かいな客、その少年は嬉うれしそうに笑って、

「そうかそうか。お前がそうか。やっぱりな、そうだと思ったんだぜ。俺は〝右みぎ目め〟。よろしくな、相あい棒ぼう」

　レジカウンターの内と外で、二人の少年が見つめ合う。

　外にいる少年が何なに気げなさそうに言った。軽かろやかに、

「つーこって、死ね。朝凪[image: たつみ]」

　直後、轟ごう音おんが鳴なり響ひびいた。




　　　　＊＊＊




　何が起こったのか説せつ明めいするのは難むずかしい。だが、[image: たつみ]に認にん識しきできたところまでは述べよう。

　〝右目〟と名な乗のった少年のセリフが終わるかどうかというところで、まず綾羽が先せん制せい攻こう撃げきをかけた。白く輝かがやく右ストレートを少年の顔がん面めんに叩たたき込む、と同時に猫子がいつしか手にしていたハンドミサイルをカウンター内で発はつ射しやした。ミサイルはカウンターを突つき抜けて少年の胴どうに直ちよく撃げき、爆ばく発はつ。

　少年は背せ中なかから本棚に突っ込んで、そのまま突き抜け、壁かべに激げき突とつした。

「はっは、はあ！」

　むっくり起き上がった少年の身体からだには傷きず一つない。

　奇き妙みように歪ゆがんだ笑え顔がおで、少年は明るく叫さけんだ。

「まったく効きかねーぜ、邪じや妖よう精せいに木で偶く人にん形ぎよう！　俺おれの能のう力りよくにかかっちゃあ、てめーらなんざ、ただの力押しのゴミ野や郎ろうだ！」

「[image: たつみ]たつみ、下がっていろ」

　綾あや羽ははこれまでで最もつとも恐こわい顔をしていた。

「こいつ、どうも気け配はいがおかしいと思ったが、どうやら《魔術師フアルムテイ》の使い魔だ。我われ々われ《妖精アプリリス》を邪妖精と呼よぶのは連中か《邪神ズー＝ル》に限かぎられている。そしてこいつは《邪神》の信しん徒とではない。やつらは人間だが、こいつはそうではないからだ」

「ああ、そうだとも！」

　生せい気きに満みちた顔になっている〝右みぎ目め〟は、決めポーズをつけながら、

「やっと目が覚さめてきたぜ。ついでに俺の能力を説せつ明めいしてやろう。して欲ほしいだろうが、ああ、どうだ、そこの邪妖精さんよ！」

「いらん」

　カウンターを乗のり越こえながら、綾羽はキツい視し線せんを少年に与あたえた。

「どうせ己おのれの能力説明が発はつ動どう条じよう件けんになっているとかだろうからな。聞きたくもない」

「もう遅おせえぜ！　俺の能力発動条件は終わってんだ」

　少年は散ちらばった文ぶん庫こ本ぼんや雑ざつ誌しを指ゆび差さした。

「俺はもう読んだ。それで充じゆう分ぶんなのさ！　それが発動条件だ！」

「そうか」

　綾羽はそれだけ言うと残のこりの言こと葉ばを聞く耳みみ持たず、

「猫ねこ子こ、[image: たつみ]から離はなれるな。こいつはわたしが始し末まつする」

「はぁい」

　ハンドミサイルを放ほうり出し、今度は迫はく撃げき砲ほうをどこかから持ち出してきた猫子がうなずき、それを合あい図ずとして二人の戦いが始まった。

　言げん語ごを絶ぜつする戦たたかいだった。言語を絶するというのは比ひ喩ゆではない。文ぶん章しよう描びよう写しやが不ふ可か能のうなだけではなく、絵にも描かけないことも確かく実じつだった。色々マズいことになりそうだから。

「俺の能力！　それは、」

　理り由ゆうは〝右目〟少年が戦せん闘とうの合間に嬉うれしそうに説明してくれた。

「この世のありとあらゆる物語のガジェットを、そのままそっくりコピーして使用できるというものだ！　どんな想そう像ぞう上の産さん物ぶつだろうが現げん実じつにあり得えなかろうが可か能のうだぜ！　はっはぁ、この世せ界かいのフィクションはなかなか豊ほう富ふでコピーしがいがある！　今の俺は最さい強きようだ！」

　少年はそれはもう、いやになるほど使い勝がつ手てのよさそうな、他人の考え出したガジェットを丸まる々まるコピーしてくれた。具ぐ体たい例れいを挙あげるのもはばかられる。魔術的なというか、超ちよう能力的なというか、なんだろう、スーパーナチュラルな能力で、特に固こ有ゆうの名めい称しようがついていそうなアレとかコレとかである。それも一つではなく、様さま々ざまな作品から次々と持ち出してコピーし、綾あや羽はと戦たたかっている。

　それもかなりメジャーなガジェットをそのまんま使っていた。少しでもひねってくれたらまだよかったのだが、ワザの名前から使い方までまったく同じなので、それがどういうものであるのか描びよう写しやすることすら困こん難なんだった。こう、版はん権けん的てきに。

　一方、綾羽は一いつ貫かんして殴なぐる蹴けるの攻こう撃げきで〝右みぎ目め〟を追っていた。

　〝右目〟は時にはかわし、時には受け止めたりしつつ、乱らん舞ぶする書しよ店てんの漫まん画がＳＦミステリライトノベルの区く別べつなく、その作品に登とう場じようする技わざや武ぶ器き、武ぶ技ぎ、特とく殊しゆ能のう力りよくをパクり倒たおして使用しまくった。時には借かり物キャラをそのまま具ぐ現げん化かさせて操あやつり、時には技わざ名めいを叫さけんだだけで発はつ動どうする術じゆつを行こう使しする。

　たちまち小さな本ほん屋やは、昨日きのうの朝あさ凪なぎ家けの再さい現げんのように崩ほう壊かい、炎えん上じよう、凍とう結けつ、爆ばく発はつ、溶よう解かい、その他、などの破は壊かい行こう為いによって消しよう滅めつも同どう然ぜんの有あり様さまだ。

　その間、[image: たつみ]たつみは例れいのごとく呆ぼう然ぜんと、奇き蹟せきのように形を残のこしているカウンター内で立っているしか仕し事ごとがない。猫ねこ子こは時とき折おり、迫はく撃げき弾だんを水平発はつ射しやして援えん護ごに回っていた。単たんなる近所迷めい惑わくにしかなっていない気もするが。

「…………」

　[image: たつみ]は完かん全ぜんに取り残されていた。手も口も差さし挟はさみようがなく、ぼさっと立っているだけだ。




　そんな戦いが三十分近く繰くり広げられた。




　綾羽も〝右目〟も、互たがいに充じゆう分ぶんなダメージを与あたえられていない。格かく闘とう戦せん専せん門もんの綾羽に対し、〝右目〟の攻撃防ぼう御ぎよ手しゆ段だんはバラエティに富とんでいた。だが、この持じ久きゆう力りよく勝しよう負ぶのような戦せん闘とうで、最初に焦あせりの色を見せ始めたのは少年のほうだった。

「くそ！　なぜだ！　なぜ俺の攻撃が通用しないッ!?」

　綾羽は無む言ごんで、〝右目〟の繰り出したスケールは大きいがみんなが知っているようなどこかで見たことがある攻撃を、輝かがやく拳こぶしで弾はじき返した。

「なぜ当たらん!?　邪じや妖よう精せいにこんな力があるはずがないッ！」

「わたしを甘あまく見るな」

　綾羽はどこか投げやりに、

「お前の能力には重じゆう大だいな欠けつ点てんがある。お前にその力を与えた者は大いなる愚ぐ者しやだな。自分ではよいアイデアだと思ったのだろうが、よかったのはアイデアだけだ」

「どういうこった！」

　足もとにあった書しよ籍せきを踏ふみにじる〝右目〟に、接せつ近きんする影かげが一つ。

「[image: たつみ]」とその人影が言った。「バイトの調ちよう子しはどう？」

　[image: たつみ]たつみは三十分ぶりに声を出した。

「津つ波なみ姉ねえさん？」

　そう、そこに登とう場じようしたのは津波だった。粉こな々ごなになった書しよ店てんに目をくれず、まっすぐに〝右みぎ目め〟だけを見つめる実じつ姉しは、

「様よう子すを見に来たけど、これじゃバイトになってないわね。ところでそっちの怪かい人じんさん」

　今までどこかから全員の様子をうかがっていたとしか思えないようなワケ知り顔がおで、

「あなたの能のう力りよくが通用しない理り由ゆうを教えてあげましょうか？　それとも綾あや羽は、あんたからしてあげる？　その手て抜ぬきな態たい度どから見て、あんたも気づいてるんでしょう」

　世せ間けん話ばなしをするような声こわ色いろだった。綾羽も同じような口く調ちようで、

「無む論ろんだ。わたしは力を温おん存ぞんして戦たたかっていた。嚙かませ犬いぬに本ほん気きで応おうずるつもりなどない。ついでに言うと、こいつの弱さを説せつ明めいしてやる義ぎ理りなど微み塵じんも感じない」

　津波は〝右目〟に野の良ら猫ねこを見るような目をよこして言った。

「あなたの使っていたガジェット攻こう撃げきだけど、それ、ようするにパクリよね」

　綾羽はさも当とう然ぜんのセリフを聞いたように無む言ごん。

「おおよ、勝しよ利うりのためならいくらでもパクるさ！」〝右目〟はキレ気ぎ味みに叫さけんで、「この世せ界かいの想そう像ぞう力りよくは奇き形けい的てきに豊ほう富ふだ。同じモノのバリエーション違ちがいだらけだ！　俺の能力にこれほど好こう都つ合ごうなエサどもはないぜ！」

　津波は鼻はなで笑うような表ひよう情じようを作り、

「まさにそれよね、あんたが全ぜん然ぜん弱っちい理由だけど。早い話、あんたがパクって使った能力って、実はその能力自じ体たいがすでにパクリだったからなのよ」

「なんだと……？」と〝右目〟。

「あんた、自分でさっき言ってたじゃないの。同じモノのバリエーション違いって。そういうことよ。あんたが使ってたのがまさにそれ。だから、あんたはパクリをさらにパクってたわけ。中にはパクリのパクリのさらにパクリになってるやつもあったわ。マトリクス効こう果かって知ってる？　クローンをクローンすると劣れつ化かするのは必ひつ然ぜんよ」

「な……なんだと……」

　呆ぼう然ぜんとする〝右目〟。意い外がいと人間らしいところがある。

　津波は床ゆかに転ころがるボロボロの本の山から、一いつ冊さつの単たん行こう本ぼんを拾ひろい上げて、

「どうせパクるならオリジナルからパクるべきだったわね。あたしのお薦すすめはこれ」

　あまり表ひよう紙しが見えるように持たないで欲ほしい。

「あのー、津波姉さん……？」と[image: たつみ]。

「というか、最近のガジェットって多た様よう化かしているように見えて実は均きん一いつ化かしているのよね。どれもこれもルーツは同じ。わたしはそろそろ新しい論ろん理り基き盤ばんから発はつ生せいしたオリジナルのギミックが見たいわ。納なつ得とくなんてできなくてもいいから、とにかく説せつ得とく力りよくのあるものをね」

　津つ波なみは冷れい徹てつな目で中ちゆう空くうを見み据すえ、

「もうね、国語辞じ典てんにスタンドって項こう目もくが普ふ通つう名めい詞しとして載のってもいい頃ころだわ。そう思わない？　[image: たつみ]たつみ」

　たまらず、[image: たつみ]は口を挟はさんだ。

「津波姉ねえさん！　どうしていきなりここに来たのかもアレなんだけど、あんまり事じ態たいを混こん乱らんさせるようなことを言わないでくれないかな。なんだか──」

　愕がく然ぜんとしている〝右みぎ目め〟を指ゆびさし、

「その敵てきみたいな人にアドバイスしているように見えるよ。もうちょっと言いようはないの？　そんな解かい説せつみたいなことを言われても……」

　しかし津波は、弟おとうとに畳たたみの縁ふちを見るような目を向けて、

「いいこと、[image: たつみ]。あたしはものすごく理り性せい的てきなことを言っているわ。自分で言ってて感心してしまうくらいよ。別にそっちの少年の味み方かたをしているわけでもないし、意味のないことを喋しやべっているわけでもないわ。あんたにもそのうち解るでしょうけど」

　津波はふうっと息いきを吸すうと、また中空に向かってこう言った。

「××で××な×××から散さん々ざん××しておいて、まだ×××ろうってのか、この××××」

　そして、あっけにとられている弟に向き直り、うなずきかけながら、

「こういうことを、まったく意味のない感かん情じよう任まかせのセリフと言うのよ」

「いや、何を言ってるのか全ぜん然ぜん解わからなかったけど……そうなの？」

　何やら納なつ得とくしかける[image: たつみ]だったが、〝右目〟にとってはどうでもいいことのようだった。

「こうなったら、もうヤケだ！」

　叫さけんだ〝右目〟は散ちらばった印いん刷さつ物ぶつの中から、カラフルで絵本チックなブツを取り出した。

「最後にこれで攻こう撃げきしてやる！」

　それは、世せ界かいで一番有ゆう名めいなネズミ関かん係けいのものだった。一番うるさいと言うべきか。

　止とめる間まもなく、〝右目〟はそれをコピーした。何をどうコピーしたか当とう然ぜんここに記しるすわけにはいかない。ただ、恐おそろしい戦たたかいが繰くり広げられた。それはもう色々な意味で恐ろしい。描びよう写しやできないのが残ざん念ねんだ。

「くだらん」

　綾あや羽はは、もはや義ぎ務む感かんのみで戦っているようだ。

「使い魔ま、お前ごときに本ほん気きを出すつもりはない。さっさと主あるじを呼よべ」

　その様よう子すを見ながら津波がナレーションを入れる。

「最初の敵が大たいしたやつではないのは常じよう識しきなのよね。いきなり最強の敵が現あらわれては次に続かないもの。もちろん続けるつもりがなければそれでもいいんだけど、何かの間ま違ちがいで続いてしまったら残された道はパワーインフレしかないわ。そのような物語の末まつ路ろは得えてして誰だれもが望のぞんでいなかった結けつ末まつへと続くことになるわけ。安あん易いに逃のがれるといずれシワ寄よせが来るものなの」

「……津つ波なみ姉ねえさん、いったい何しに来たの？」

「用があったからよ」と津波。「あんたはいいとして、綾あや羽はと猫ねこ子こに」

　[image: たつみ]たつみはなすすべもなく立ちつくし、その横よこでは猫子が微笑ほほえんで迫はく撃げき砲ほうを下ろしている。

「綾羽お姉ちゃんに任まかせておけばだいじょうぶでぇす」

　今までどこにいたものか、日焼けした店てん長ちようが津波のもとに駆かけ寄よってきた。

「や、津波ちゃん。えらいことになってるねえ」

　まるで人ごとのようだったが、[image: たつみ]は頭を下げる。

「すみません、おじさん。店みせをこんなんにしちゃって……」

「いいよ、いいよ。そろそろ閉とじようかと思ってたところだ。ぶっちゃっけ、潰つぶして駐ちゆう車しや場じようにしたほうが儲もうかるんだ。税ぜい金きん対たい策さくだから儲からない方がいいんだけどね。そうだねえ、次はまたどこかで趣しゆ味み丸まる出だしのレンタルＤＶＤショップでも始めることにするさ。だから気にすることはないよ。ただし今日の分の時じ給きゆうは払はらえない。すまないが」

「はぁ……」

　もらうつもりなんかなかったが、この店長も脳のう天てん気きすぎるのではないか？　そんな[image: たつみ]の疑ぎ問もんをよそに、かつて本ほん屋やだった店てん舗ぽの店長は、手を振りながら笑え顔がおで歩き去さった。

　それと入れ違ちがいのように、またしても別の人ひと影かげが現あらわれた。

　二人。

　真しんの敵てきが。




　　　　＊＊＊




　結けつ局きよく、綾羽と〝右みぎ目め〟の戦たたかいは何ともなっていなかった。

　膠こう着ちやく状じよう態たいが延えん々えんと続き、そして終わりそうにない。ただしいつまでも続けるわけにもいかない。あまりにマヌケだし、綾羽はだんだんイライラしているようだったし、津波が何を口くち走ばしるか解わかったものではないからだ。

　ざっ。

　崩くずれ落ちた書店に、新あらたな客きやく人じんが足を踏ふみ入れた音である。[image: たつみ]は顔を上げ、三十分前までは自動ドアのあったところに立っている、二つの人影を見て取った。

「あ、ごめんなさい。今日で閉へい店てんなんです」

　[image: たつみ]のそのセリフは相そう当とう脳天気だったが、どうしたことか、互たがいに近きん接せつ戦せん闘とうを仕し掛かけ合っていた綾羽と〝右目〟が弾はじかれたように跳とびすさった。

　長い髪かみを巻まき付けるように、綾羽が高こう速そくで振り返る。

「来たか、《魔術師フアルムテイ》」

　真しん剣けんな敵てき意いが綾羽の両りよう眼めで燃もえ上がっていた。〝右目〟の相あい手てをしていた時とは比ひ較かくにならないほどの。

「くっ……！」

　〝右みぎ目め〟がガックリと膝ひざをつき、頭をもたげた。憐あわれみを乞こう目が、新あらたな登とう場じよう人物に向けられる。

　[image: たつみ]たつみも見た。その二人、返へん品ぴんも不ふ可か能のうとなった書しよ籍せき物ぶつが散ちらばる書しよ店てん跡あとにやって来た、それはそれで異い質しつなコンビを。

　一人は背せの高い青せい年ねん。もう一人は……幼よう女じよ？　それとも幼女の姿すがたをした人にん形ぎようだろうか、と考え始めた瞬しゆん間かん、猫ねこ子こよりもさらに小さいその女の子が口を開いた。

「失敗しましたね」

　風ふう鈴りんのような声だった。透とう明めい感かんがあって、それでいて耳に残る。

「あなたは失敗しました」

　女の子は淡あわい笑えみを浮かべて言う。言われているのは〝右目〟だ。哀あわれな少年は、真っ青になってガタガタ震ふるえていた。

　[image: たつみ]は幼女の全ぜん身しんを見回した。この状じよう況きよう下かにおいてさえ、思わず見み惚とれるくらいに愛あいらしい童どう女じよだった。柔やわらかそうな巻まき毛げが卵たまご形がたの美び貌ぼうを覆おおい、大きいだけでなくつぶらな瞳ひとみが優やさしげな光をたたえている。吸すい寄よせられそうに深ふかく、かつ清せい澄ちような目の色。

　昆こん虫ちゆうの羽はねを縫ぬい合わせたような衣い装しようはいたるところで精せい緻ちなレースに縁ふち取どられ、まとう者の美うつくしさを絶ぜつ妙みようのバランスで引き立てていた。異い彩さいを放はなってはいたが、だからと言って奇き異いなわけではない。ただ、愛あいらしいとしか言うほかなかった。

[image: ]

　唯ゆい一いつ、異い様ようなものは幼よう女じよが右手に提さげているヌイグルミにある。長い耳みみと長い尻尾しつぽを持つ、縫ぬい目だらけのヌイグルミ。見たところカンガルーらしい。それもかなりデフォルメされたカンガルーだ。巨きよ大だいな目を持ち、大きく開いた口はほとんど裂さけているように見える。長い舌したをでろんと吐はき出し、頭とう身しんはマンガチックなまでに短い。

　そしてそのカンガルーの右みぎ目めには、大きな絆ばん創そう膏こうが貼はられて内部を隠かくしていた。

　幼女は心ここ地ちよい声こえで囁ささやくように言った。

「マイコプラズマ、あなたに右目を返してあげる」

　刹せつ那な、カンガルーのヌイグルミがくわっと口を広げた。

「くええええええ！」

　人じん外がいの叫さけびを上げるカンガルーに同どう調ちようしたように、〝右目〟が頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようした。

「やめろっ、やめろやめてくれっ！　いやだぁ、戻もどりたくねーっ！」

　幼女の紅葉もみじの手がゆっくり伸のびた。ヌイグルミの右目に貼はってあった絆創膏を引きはがす。

　そこには何もなかった。虚うつろな眼がん窩かが空くう間かんをあけて待まっていた。

　くえええええ。ぐああああ。

　耳みみを塞ふさぎたくなる二に重じゆう奏そうだった。

「うぐああああ、があああっ！」

　叫び続ける〝右目〟に異い変へんが生しようじ始める。うずくまった少年の身体からだがぐんぐん縮ちぢんでいく。それがどれほどの苦く痛つうを伴ともなうものなのかは想そう像ぞうするしかない。〝右目〟はその場をのたうち回り、絶叫は止まらない。ただ小さくなっていく。身体も、声こえも。

　一いつ点てんに向けて収しゆう縮しゆくする〝右目〟はすでに人の形ですらなかった。頭も手足も折おりたたまれ、単たんなる球きゆう体たいに接せつ近きんし、ついには完かん全ぜんな円えんとなった。異い常じようなダウンサイジングは続き、最終的に残ったのは暗あん黒こくの球体、それも小さい。ちょうど幼女が提げたカンガルーの空あいた右目に収おさまりそうな硝子ガラス玉だま。

　ころん、と床ゆかを転ころがる硝子玉を小さな手がすくい上げた。

　優ゆう美びな仕し草ぐさでヌイグルミの右目側がわの空間に押し込む。くえ……。カンガルーの叫びがやんだ。

　にっこりと幼女は微笑ほほえみ、満まん足ぞくそうにうなずいて、側に立っている青せい年ねんを見上げた。

「先生、終わりました」

「ああ……」

　今にも死にそうな顔をした青年は、呪じゆ詛そのような声で応こたえた。

「……そうか……それは、よかったね……。はぁー……」

　溜ため息いきをつき、その青年は暗い顔をもたげた。

　それでようやく[image: たつみ]にもその青年の全ぜん貌ぼうが見えた。幅はば広ひろの帽ぼう子しをかぶり、ずっとうつむいていた青せい年ねんは、それなりに整ととのった顔かおの作りをしていたが、いかんせん表ひよう情じようが暗すぎた。幼よう女じよの姿すがたが美び麗れいすぎるぶん、余よ計けいに暗く見える。刃は物ものでも持たせようなもんなら、すぐさま手て首くびに押し当てそうだ。

　初しよ対たい面めんであり、しかも敵てきだろうと思われるにもかかわらず、[image: たつみ]たつみが心しん配ぱいになるくらいの暗さである。

「下がれ、[image: たつみ]」

　綾あや羽はが強い口く調ちようで命めいじ、[image: たつみ]の前に立つ。

「この連中が真しんの《魔術師フアルムテイ》だ。さっきの愚おろか者ものはただの使つかい魔ま。今度はああはいかんぞ。わたしも死し力りよくを尽つくさねば勝てん。もちろん戦たたかえば勝つがな」

「先生」

　カンガルーをぶら下げたまま、幼女は高い位い置ちにある青年を見上げた。

「あちらの妖よう精せいさまはわたしどもを倒たおすおつもりのようですわ。いかがいたしましょう」

「うん……」

　聞いていたのかいないのか、その先生と呼よばれた青年は、譫うわ言ごとのようにブツブツと、

「魔術師か……。そうだ…………僕たちは魔術師と呼ばれるのがふさわしいのだろう。僕としては探たん求きゆう者しやあたりが好このみだが……。別にいいか、何だって……」

「魔術師……って、ええと」

　見えない状じよう況きようを手探さぐりで探さがす[image: たつみ]に、綾羽が叱しつ咤たした。

「こいつらはお前を狙ねらう最さい先せん鋒ぽうだぞ！」

　青年は地面に目を落として、

「そう…………僕ぼくはそっちの君、うん、君だよ、無む所しよ属ぞく無む党とう派は世せ界かいの少年。つまり君だ。僕たちはね……君の命いのちを狙ねらわなければならないんだよ……。でも、なんか邪じや魔まされそうだね……」

「当とう然ぜんだ。そのためにわたしはここに派は遣けんされているのだからな！」

　意い気き込ごむ綾羽に、青年はどうでもよさそうに言った。

「しかしなぁ、妖精属ぞくと戦っても意味がないんだけど……むしろ僕たちが戦うべきは、そこにいる《科マ学ー者ガ》が送り込んでいる戦せん闘とうツールのほうじゃないかな……。なんせあの連中、世界のどこからも敵てき視しされていて僕らの天てん敵てき……ではなかったかなぁ？」

「認みとめるが、今はそうも言っていられない」綾羽は断だん固こたる態たい度どで、「わたしの決めたことではないからだ。今はお前たちが最大の敵なのだぞ、《魔術師》。自じ覚かくしたらどうだ」

「……うーん……」

　青年は幼女を見下ろした。

「……困こまったなぁ。僕は……そう、面めん倒どうなんだ。戦わないといけないのかなぁ……。どう思う？　君……ええと、何と言ったかな、君……というか、君誰だれだっけ？」

「いやですわ、先生」

　幼よう女じよは紅べに薔ば薇らのような唇くちびるをほころばせ、片かた手ての甲こうを口くち元もとに寄よせた。ころころと笑う。

「先生の弟で子しです。三日前に弟子入りした、香こう炉ろです。もうお忘れですか」

「ああ……？　そういえばそんな気もしてきた……。ということは、君は僕ぼくの弟子なのか……」

「そうです。先生」

「そうか……僕の弟子」

「どうか、どうか香炉とお呼びください、先生」

「じゃあ、香炉……。それで、その君が持っている人にん形ぎようは何だっけ……？」

「マイコプラズマです。わたしの大たい切せつなお友達ですわ」

「そうか……。よろしく、マイコプラズマ……」

　香炉は、嬉うれしそうにカンガルーの片耳みみを持ち上げて、

「マイコプラズマ、ご挨あい拶さつ。三日前にもしましたけど」

「くええっ」とカンガルーのヌイグルミ。こっちはちっとも嬉しそうではない。

「いい加か減げんにしろ、《魔術師フアルムテイ》ども」

　綾あや羽はが割わって入った。身体からだ中に逆げき鱗りんをみなぎらせつつ、

「用がないなら還かえるがいい。使い魔まを寄よ越こしたことを考えると用がないとは思えんが、わたしの目の前で余よ裕ゆうの態たい度どを見せないでもらおう。目に障さわる」

「……ああ……」

　先生の青年は、どんよりと顔かおを曇くもらせた。

「言われてしまっているよ、えー……僕の弟子。やっぱり戦たたかわないといけないのかなぁ……。いやだなぁ、面めん倒どうだなぁ……」

「戦うことはありませんわ」

　香炉は微笑ほほえむ。

「わたしどもとしましては、そちらの朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみさんが死んでくれたらよいだけなのです。妖よう精せいさんと争あらそうことはありません。でも、ただし、」

　ぞっとするほど妖よう艶えんな流し目を綾羽に送りつけ、

「黙だまって見てくれることはなさそうですわね。母ぼ国こくでは戦せん争そうが継けい続ぞく中ちゆうですし……。困こまりましたわ、どうしましょう、マイコプラズマ」

「くええええ」

　奇き怪かいな叫さけび声ごえを上げるカンガルーのヌイグルミの言こと葉ばの意味は、[image: たつみ]にはようとして知れない。

　だが、美び幼女には理り解かいできたようだ。

「そう、あなたがそう言うのなら……」

　くい、と顎あごを上げ、

「先生、一度出直して参まいりましょう。今日は用よう件けんのみということで手て打うちにしたいと、マイコプラズマが」

「ああ……いいね……。僕ぼくも疲つかれた……。なんか、こう立っているだけでもう疲れる……。死んだら楽らくになるのかなぁ……。ねえ、君」

　[image: たつみ]たつみに話しかけているようだ。

「一度死んでみないかい……なんだったら僕と一いつ緒しよに……。そう、一人で寂さびしいなら、二人で死のうよ……。きっと楽になる……」

「断ことわります」

　[image: たつみ]は全力で首くびを横よこに振った。心しん中じゆうするにもこのダウナーな青せい年ねんとなんてごめんこうむる。いやいや、そんな問もん題だいではなく、[image: たつみ]はまだ自じ発はつ的てきに死ぬつもりはない。

「そう……残念だ……」

　先生とやらは暮ぼ雨うのような声で言い、定さだまらない焦しよう点てんのまま歩き始めた。その横よこを小さな幼よう女じよが付き従したがう。カンガルーの耳みみを無む造ぞう作さにつかみ、ヌイグルミの後うしろ足あしと尻尾しつぽをずるずる地面に擦こすりつけるのも気にならない様よう子すで、狭せまい歩ほ幅はばで歩いていく。

　香こう炉ろは思い出したように一度振り返り、可か憐れんな笑えみを浮かべて一いち礼れいした。ゆらゆら歩く先生の後をちょこまかと追おう。

　二つと一体の姿すがたが消えてしばらくして、綾あや羽はが硬かたい声こえで言った。

「解わかったか」

「え、何を？」

　[image: たつみ]が聞き返すと、綾羽はずいと首くびを伸のばして恐こわい目を向けてきた。ドキリと後ずさる[image: たつみ]に、

「あれが《魔術師フアルムテイ》だ。お前を殺ころしに来たと言った。たわけた連中であることがお前にも理り解かいできただろう。ついでに言っておく。先生だの弟で子しだのという言こと葉ばにまどわされるな。やつらは常つねに人を欺あざむく。時には味み方かた内ないでも欺き合う。あのヌイグルミが《魔術師》の本ほん体たいかもしれんぞ。師し匠しようと弟子が逆ぎやくのパターンもあり得る」

　あり得たところで、どうにかなるものだろうか。

「どうにもならん」と綾羽の回かい答とう。「ただ知っておけ。それだけでも気の持ち方がずいぶんと違ちがうようになる」

　そういうものなのだろうか。

「そういうものよ」と言ったのは津つ波なみだった。

　津波は何もかも超ちよう越えつしているような表ひよう情じようで宣せん言げんした。

「ところで、これから不ふ動どう産さん屋やに行くわよ」

　目め眩まいを禁きんじ得えない。[image: たつみ]はくらくらする頭を押さえながら、

「あのさ、津波姉ねえさん。いくら何でも脈みやく絡りやくがなさすぎないかな？　さっきの見てなかったの？　本ほん屋やさんだってこんなんになっちゃってて、それ、僕らのせいなんだよ」

「いいかしら、[image: たつみ]」

　津波は冷れい淡たんに、

「わたしたちが今一番必ひつ要ようとしているものは何？　いいえ、答えなくていいわ。答えはわたしが決めることだから。それはね、住すむ家よ。テント暮ぐらしもキャンプみたいでいいけれど、一日で飽あきたわ。まともな屋や根ねのついているところで眠ねむりたい。それには部へ屋やがいるの。わたしがせっかく斡あつ旋せんしたバイト先をこんなことにしたのは誰だれ？　少なくともわたしではないわよ。だから、あんたたちも協きよう力りよくしてもらうわ。ええ、すべてわたしに任まかせておきなさい。あんたたちがすべきことはわたしが教えるからね」

　後はもう論ろん外がいだった。津つ波なみは[image: たつみ]たつみ、綾あや羽は、猫ねこ子この三名をせき立てるようにして廃はい墟きよとなった書しよ店てんから追い出し、自みずからの道を歩き始めた。

　弟おとうとの生せい死しがどうのという話を聞いてたはずだが、どうでもいいんだろうか。

　それとも、何か深しん淵えんな考えでもあるのだろうか。

「だいじょうぶよ、[image: たつみ]」

　津波は前だけを向いて話す。

「あんたは死なないから。ちょっとばかり波なみの荒あらい外がい洋ように繰くり出した遊ゆう覧らん船せんに乗のっている気分でいなさい。死は誰の身み近じかにもあって、それは[image: たつみ]、あんたも同じだけど、でも違うところだってあるのよ。あんたにはね」

　どうしてそんなことが言い切れるのか、[image: たつみ]には疑ぎ問もんだったが、どうせ意味ある回かい答とうが返ってくるわけもないと判はん断だんして黙だまっていた。

　訊きいておくべきだったか──と[image: たつみ]がこの時の姉あねの言こと葉ばを思い返したのは、けっこう後の話になる。

　今はただ、左ひだり腕うでに絡からみつく猫子の重みと体たい温おんを感じることで精せい一いつ杯ぱいの[image: たつみ]だった。
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　[image: たつみ]たちと別方向に歩いている二つの影かげ。

　カンガルーの耳みみを持ち、その足を地面に擦こすりつけるように歩いている小さなほうが呼よびかけた。

「先生」

「何だい……香こう炉ろ」

「あら、やっと名前を覚おぼえてくれたのですね」

「うん……。三日後にでももう一度自じ己こ紹しよう介かいしてくれないかなぁ。忘れてそうだから……」

「そうしますわ。わたしどもが《魔術師フアルムテイ》と呼ばれる存そん在ざいであることくらいは覚えていて欲ほしいところですが。ところで先生」

　宝ほう石せきのような瞳ひとみをゆっくり動かして、香炉はうつむいて歩いている青せい年ねんを見上げた。

「おかしいとお思いになりませんこと？」

「……何がかなぁ。僕ぼくは何も思ってないけどねえ……」

　何もしていないのに疲つかれ切った声こえを出す鍔つば広ひろ帽ぼう子しの青せい年ねんに、

「先さき程ほどの方々です。あまりにもふがいない取り合わせでした。特にわたしどものターゲット、朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみさまですが、守まもる価か値ちも殺ころす価値もないように思います」

　香こう炉ろは淡たん々たんと容よう赦しやのないことを言う。

「殺さつ害がいするのは簡かん単たんです。簡単すぎて困こん惑わくしますわ。あの方を狙ねらうことに何の意味が？　わたし、お仕し事ごとには熱ねつ心しんに当たるほうですが、意味のない仕事には疑ぎ問もんを覚おぼえます」

「……そうだねえ。何やってんだろうねえ、僕たち……」

「先生、ご存じではないのですか？　わたしはそう期き待たいしているのですけれども」

「……うーん。さぁ、どうなんだろうねぇ……」

　香炉の唇くちびるがきゅっと吊つり上がる。

「もしや、お忘れになっているだけなのでは？　わたしの名のように」

「そうかもしれないねぇ。香炉」

　青年は帽子の鍔に指を当て、くたびれ果はてた溜ため息いきをついた。

「それよりさぁ……。香炉、僕の名前を知っているかい？　自分でもたまに解わからなくなるんだよ……。もし、君が知ってるなら教えて欲ほしいんだけどさぁ」

「知りません」

　香炉は即そく答とうし、

「先生は先生です。わたしは弟で子しで、香炉です。それだけ解っていれば充じゆう分ぶんです」

「……そうかい……そうなんだろうね。はぁ、自分の名前も時々解らなくなるのに、聞いた仕事の内容を思い出せないのなんて普ふ通つうだよね……」

　青年は今にも首くびつり用のロープを探さがしそうな顔かおで香炉を見、ヌイグルミを見た。

「くえええ」

　と、カンガルーが嘲ちよう笑しようするように鳴ないた。
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　津つ波なみの暴ぼう虐ぎやくぶりは不ふ動どう産さん屋やでも吹ふき荒あれた。

　ご近所さんということもあって書しよ店てん同どう様よう、ここの店てん主しゆも顔かお見み知しりであったが、こちらは書店店長ほど泰たい然ぜんともしておらず、金きん銭せんに無む頓とん着ちやくでもなかった。

　彼かれは言った。

「３ＬＤＫのアパートで敷しき金きん礼れい金なしの月千五百円!?　津波ちゃん、いくら小さい頃ころから知っている間あいだ柄がらと言っても、そんな破は格かくすぎる、というか桁けた違ちがいの値ね段だんで貸かせる部へ屋やなんかどこにもないよ」

「でしょうね」

　津つ波なみは当とう然ぜんという顔かおをしてうなずく。

　店てん内ないのソファで[image: たつみ]たつみは小さくなって縮ちぢこまっていた。この手の交こう渉しよう事ごとは苦にが手てだ。どんな店のどんな商しよう品ひんでも値ね切ぎったことがない。フリーマーケットですらそうだった。逆ぎやくに値切られた場合は相あい手ての言い値で売うってしまう。小しよう心しんであると言われてもしかたがないかもしれない。

　だが、弟おとうととは何もかも違ちがう津波は、

「３ＬＤＫで千五百円は無む茶ちやだったわ。そうね、２ＤＫで手を打つわ。ただし敷金礼金なしは譲ゆずれない。あたしはそんな変なシステムが嫌きらいだから」

「それだって千五百円はないよ、津波ちゃん。ここらの相そう場ばだったらワンルームでも七万はする。勘かん弁べんしてくれよ」

「するわけがないでしょう」

　津波は指ゆびを弾はじいて合あい図ずをした。

「綾あや羽は、お願ねがい」

　それまで立って待たい機きしていた綾羽が、両手で抱かかえても余あまるほどの大きな石を持って進み出た。軽かる々がると、無む造ぞう作さに巨きよ石せきを床ゆかに置き、そのまま黙だまって手しゆ刀とうを振り上げる。その手がわずかに輝かがやいているが、親おや父じは気づいたかどうか。

「せいっ」

　綾羽は大石を叩たたき割わった。真まっ二つになった石から生しようじた白い埃ほこりが床に散ちらばり、不動産屋店てん主しゆは目を剝むいた。

「どう？」と津波は言った。「部へ屋や、ありそうかしら」

「これでも商しよう売ばいなんだ」

　少々顔かおを青くしていたが、それでもまだ親父さんは正しよう気きを保たもっていた。

　だが、それも、

「猫ねこ子こ」

「はぁい」

　打ち合わせ通りの合あい図ずを受けた猫子が、服ふくの下から対たい空くうミサイルランチャーを取り出し、店主の顔正しよう面めんに突つきつけるまでのわずかな時間でしかなかった。

　みるみる青ざめていきながら、

「お、オモチャだろう？　そんなものを出してきても……」

「オモチャがどうかは試ためしてみれば解わかることよ」津波はたたみかけるように、「でも、それをあなたが知ることは永えい遠えんにないかもね。だってこれが本ほん物ものなら、首くびから上はすっきり何もなくなるのだもの。ちなみにあたしはこれが本物であることを知っているわ。さあ、どうなるのかしら。あたしが撃うちなさないと言うのと、部屋を貸かしてくれるのとどちらが早いのか、とても興きよう味みがあるわ」

　その不ふ動どう産さん屋やの店てん主しゆは津つ波なみのことをよく知っていた。彼かの女じよが子こ供どもの頃ころからの付き合いだ。

　予よ定てい調ちよう和わ的てきに勝しよう負ぶはついた。彼かれは白くなった顔かおをやれやれと首くびを振りながら、

「かなわないなぁ。考えてみれば昔むかしから津波ちゃんに勝てたことはなかったっけね。ふー」

　いったん奥おくの部へ屋やに引っ込んだ店主は、鍵かぎとアパートまでの地ち図ずを手にして戻ってくると、白くなった顔のまま津波に渡わたし、また奥の部屋に引っ込んで二度と出てくることはなかった。

「すみません」

　姉あねの代かわりに謝あやまった[image: たつみ]たつみの言こと葉ばは、ただ店内に散ちっていく。
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　築ちく三十年の古ふるい二階かい建だてアパート。間ま取どりは２ＬＫ。

　外付けの階かい段だんを上ったところにある、２０３号室とプレートの貼はられた部屋が、これ以い降こう、[image: たつみ]たちの現げん住じゆう所しよとなる。

「急きゆう場ばしのぎとしては、まあまあね」

　とは津波の感かん想そう。全室畳たたみ敷じき、小さな居い間まと台だい所どころがついて、六ろく畳じようの部屋が二つ。これで月千五百円というのだから、価格破は壊かいにもほどがある。

「そうか。この世界では石を割わると物ぶつ価かが下がるのだな」

　綾あや羽はが感心したように呟つぶやいている。

「ならば岩いわを割ればもっと安くつくのか」

　畳の感かん触しよくを確たしかめるように足をねじりつつ、独ひとり言ごとのように、

「いや、巨きよ石せきに手出しするのは危き険けんだ。石いし神がみが出てくる危険性がある。《邪神ズー＝ル》の信しん徒とどもが仕し込こんでおいておくのだ。それで痛いたい目にあった仲なか間まも多いのだぞ」

　綾羽の勘かん違ちがいを正す気き力りよくは、とりあえず今の[image: たつみ]にはない。疲つかれる一日だった。特に気疲れ。

　そんな弟おとうとの溜ため息いきや、書しよ店てんを一いつ軒けん撃げき破はした超ちよう常じようバトルなどすでに忘れ去さっているように、

「部屋割りだけどね」

　津波はあくまで日にち常じようの住じゆう人にんだった。

「あたしと綾羽で一部屋使うから、[image: たつみ]と猫ねこ子こはそっちの部屋で寝ねなさい。それでいいでしょう。猫子は[image: たつみ]と離はなれたら爆ばく発はつするんだから、夜もくっついていればいいわ」

「む」

　綾羽は不ふ服ふくそうに唇くちびるをひん曲まげ、

「わたしは[image: たつみ]と同じ部屋がいい。昼ちゆう夜や問とわず、ともに過すごしていたい」

　[image: たつみ]が赤せき面めんしそうなセリフを堂どう々どうと放はなち、

「[image: たつみ]が目につかないところにいると不安だ。わたしは猫子にそれほど信しん頼らい感かんを持ち得えない」

「いいこと、綾羽」

　津つ波なみが言い聞かせた。

「あんたの言い分はよく解わかるわ。でもね、あんたは女で[image: たつみ]たつみは男。それも互たがいにちょうどいい年をしているでしょう。そんな男女二人を同じ部へ屋やに放ほうり込んでおくなんて、弟おとうとの健けん全ぜんな成せい長ちようを見み守まもる姉あねとしてはできかねるわ。それにね、綾あや羽は。あんただって、自分の寝ね顔がおをオカズに××を××れたくはないでしょう？」

「津波姉ねえさんっ」

　なんてこと言い出すんだ。[image: たつみ]が飛び上がって反はん論ろんしようとする前に、綾羽が眉まゆをねじ曲まげた。

「わたしの寝顔がオカズとはなんのことだ。その××という語ご彙いはわたしの言げん語ご記き憶おくにあるが、それを××とはいかなる意味か。この地方特とく有ゆうのスラングか」

「綾羽。あんた、××××を知らないの？」

　止める間があったとしても無む駄だだったろう。津波は綾羽の肩かたを抱だいて部屋の隅すみに連つれて行くと、その純じゆん朴ぼくな疑ぎ問もんに対し、何か事こと細こまかに説せつ明めいしているようだった。

　綾羽は真しん剣けんな顔で聞いていたが、聞き終えた瞬しゆん間かんに畳たたみを蹴けって[image: たつみ]に迫せまった。胸むなぐらをつかんで持ち上げ、

「お前！　そんなことをするつもりだったのか！　わたしの──その何だ、それで、そのような振る舞まいにっ！」

「いやぁ、そんなあ……まだ、何も」

[image: ]

　ぐえ。足が畳たたみから浮いているし、息いき苦ぐるしい。言こと葉ばを出そうにも、こう胸むな元もとを握にぎり絞しぼられていてはいかんともしがたい。

　しかし。苦しくはあったが、[image: たつみ]たつみは綾あや羽はの表ひよう情じようを見て目を瞬またたかせた。

　綾羽の頰ほおの辺あたりが、うっすら赤くなっているのに気づいたのである。たぶん、津つ波なみのオブラートに包つつまないシモネタを聞いたせいだろう。

　そうか。綾羽にも恥はじらいというものがあるんだ。

　そう思った[image: たつみ]は、無む意い識しきに微笑ほほえんでしまった。

　さらなる誤ご解かいのもとだ。

「愚おろか者もの！」

　胸元から手が離はなされた。しかし床ゆかに足をつける間もなく、[image: たつみ]は横よこ合あいから繰くり出された平ひら手て打うちをくらって吹ふっ飛んだ。骨ほねに響ひびくくらいの、実じつに腰こしの据すわったビンタだった。

　家か具ぐのない畳の上をゴロゴロと転ころがり、腫はれ上がった頰を押さえて尻しり餅もちをついた[image: たつみ]がくらくらする頭をもたげたとき、綾羽は[image: たつみ]に背せを向けて仁に王おう立だちしていた。

「ええい、こんなやつを守まもらんといかんとは！　なんということだ。ううう、言葉が出てこない！　こういうときは何と言って罵ば倒とうすればいいのだっ」

　今まで散さん々ざん罵倒されていたような気もするんだけど。

　[image: たつみ]がひりひりする頰を擦さすっていると、綾羽はキッとした侮ぶ蔑じよくの目を[image: たつみ]にくれ、大おお股またで部へ屋やの一つに引っ込んで行った。

　この間、元げん凶きようの津波は携けい帯たい電話でどこかに連れん絡らくを取っては切り、またかけては命めい令れい口く調ちようで喋しやべりという行こう為いを繰くり返して、まったく弟おとうとの身みを案あんじている様よう子すはなかった。

「平気ですよー」

　猫ねこ子こがすり寄よってきて、[image: たつみ]の首くびに抱だきついた。

「×××[image: ばつ]なら、あたしでやっちゃってくださぁい。いつでもおっけーですからー」

「あ、ありが……いやぁ、いいよ、そんなの」

「遠えん慮りよしちゃだめですよー。でもー、その、×××[image: ばつ]っていうのが何をするのかよくわかりませんでしたー。見せてくださーい」

　猫子のキラキラした笑え顔がおはどこまでも無む邪じや気きで、[image: たつみ]はぐったりとして畳に手をついた。

「また……今度ね」

「はぁい。楽しみにしてまぁす」

　疲つかれた。

　[image: たつみ]は猫子にかじりつかれたまま、自分たちに割わり当てられた部屋に這はって移い動どうし、突つっ伏ぷすように寝ね転ころがった。
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　恐おそるべきは津つ波なみの集しゆう人じん力りよくだ。いったいどこの誰だれに何人電話したのかは知らないが、何もなかったアパートの一室に続々と家か具ぐが運はこび込まれてきた。運んでいる人間は、[image: たつみ]たつみが知っている者もいれば、そうでない者もいて、その表ひよう情じようも嬉うれしがっているものから明あきらかにオドオドしているものもいたりと、多た士し済さい々さいだ。おそらく津波の友人、知り合い、後こう輩はい、使いっ走り、奴ど隷れい、と言ったところだろう。

　綾あや羽はは部へ屋やのふすまを閉とざしたまま出てこず、津波は命めい令れいしているだけなので、その一人一人に感かん謝しやの言こと葉ばを述のべるのは、猫ねこ子こを腰こしに抱だきつかせた[image: たつみ]の役やく割わりだった。

「すみません」「ごめんなさい」「ありがとうございます」

　家か財ざい道どう具ぐ一いつ式しきが完全に揃そろったときには、頭の上下運うん動どうで腰が痛いたくなっているほどだった。

「はぁ──」

　荷に物もつ運びの方々が姿すがたを消けし、日の暮くれ始めた畳たたみ敷じきの居い間まに[image: たつみ]は座すわり込んだ。丸まるい卓袱ちやぶ台だいの上に肘ひじを置いて顎あごを載のせる。

　横よこでは猫子が正せい座ざしてニコニコと[image: たつみ]を見上げていた。

　しかし安あん息そくの時間は短い。

「[image: たつみ]。夕ゆう飯はんの用意をしてちょうだい。冷れい蔵ぞう庫こにはまだ何も入っていないわ。買い出し、よろしくね。それから、あたしは何となく中ちゆう華か料りよう理りが食べたい気分よ」

　津波が天てん上じようにぶら下がる電でん灯とうのヒモを引きながら言い、[image: たつみ]はのろりと立ち上がった。

「解わかったよ、津波姉ねえさん。八はつ宝ぽう菜さいとチンジャオロースでいい？」

「ええ、けっこうよ。あんたに任まかせるわ」

　背せ中なかに猫子を抱きつかせたまま[image: たつみ]が靴くつを履はこうとしていると、ふすまが音もなく開いた。獣けもののように足音なく、綾羽が玄げん関かん口ぐちまで歩いてくる。むすりとした顔かおをして、いかにもシブシブといった感じで、

「わたしもついていく。なぜならわたしはお前の守しゆ護ご役やくだからだ。猫子だけには任まかせておけん」

　横よこを向いた顔からだけでは、まだ怒おこっているのかどうかはよく解らなかった。
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　夕焼けの道に三つの人ひと影かげが伸のびている。

　猫子は例れいによって[image: たつみ]にぴたりとくっつき、少し離はなれて髪かみの長いシルエットが歩いていた。

　何とも言えない沈ちん黙もくが続き、[image: たつみ]の歩き心ごこ地ちも芳かんばしくない。カラスの鳴なき声が近くの空を舞まっている。

　だが、先に口をきいたのは、予よ想そう外がいなことに綾あや羽はだった。

「すまなかった。[image: たつみ]たつみ」

　思わず[image: たつみ]は驚おどろいた。まさか綾羽の口からすまないなんて言こと葉ばが発はつせられようとは。

　急いで振り向くと、綾羽は斜ななめ下を向き、恥はじらいではなく恥じ入ったような表ひよう情じようで目を道どう路ろに落としていた。

「先さき程ほどはわたしの先走りだった。なのに、わたしはお前に手を挙あげてしまった」

　あまりの常じよう識しき的てきな謝しや罪ざいの言葉に、[image: たつみ]はどもりそうになる。

「そ……それは、うん、別にいいよ。あれは津つ波なみ姉ねえさんがよくないし……」

「いや、[image: たつみ]」

　綾羽はやっと目を合わせてきた。決けつ意いを秘ひめた目の色に、[image: たつみ]は引き込まれそうになる。

「よいのだ。わたしとて男がそういうものだとは知っていた。ただ少し……ううむ、うまく言えないが……。取り乱みだしたことは謝あやまる。あの程てい度どで我われを忘れた自分を、わたしは強く恥じる」

「あの、綾羽。だから、それは……」

「多くを語かたるな。いいと言っているだろう」

　夕日のせいで綾羽の顔かお色いろがどうなのか詳くわしく見て取れないのが残念だった。

「これからだぞ」

　綾羽は一人でうなずいている。

「ついに《魔術師フアルムテイ》が姿すがたを現あらわした。お前も見たとおり、やつらは強きよう敵てきになる。他ほかの敵てき対たい者しやもいずれやって来るだろう。《剣メ精イ》がどう出るかはまだ解わからない。しかし、お前が気にする必ひつ要ようはない」

　綾羽の直ちよく線せん的てきな視し線せんと、[image: たつみ]はまともに向き合っていた。いつもなら先に視線を逸そらしてしまうところだが、今はそうする気にならない。

　強つよ気きな表情を取り戻した綾羽は、[image: たつみ]が初めて見る感情を面おもてに浮ふ上じようさせていたから。

「わたしがすべての敵を叩たたきのめす。そしてわたしは母ぼ国こくに凱がい旋せんするのだ。その時はお前も連つれて行ってもいいぞ。戦せん争そうさえなくなればいいところだ。この狭せまい町とは違ちがって、どこまでも作さく物もつの実みのる黄おう金ごんの景け色しきが広がっている……」

　綾羽の口くち元もとに、微び笑しようが浮かんでいた。

　微笑ほほえむ綾羽は、今までのどの顔よりも[image: たつみ]の目を惹ひきつける。純じゆん粋すいに綺き麗れいだった。信じられないくらいに。

　[image: たつみ]は声をなくして歩き続けた。それも背はい後ごの綾羽に顔を向けたままで。

　電でん柱ちゆうにぶつからなかったのは猫ねこ子こが手を引っ張ってくれたからだが、それにも気づかない。

　気づくのも綾羽が先だった。

　[image: たつみ]が自分の顔を見つめているのに気づき、その理り由ゆうが笑みにあると悟さとった綾羽は、すぐに表情を真しん剣けんなものに戻した。

「何をそんなに見ているのか。ええい、口を閉とじろ。その丸まるくした目をやめろ。不ふ愉ゆ快かいだ。さっさと前を向け」

「あ……ごめん」

　何となく謝あやまって、[image: たつみ]たつみは言われたとおりにした。そして、綾あや羽はに気づかれないようにひっそりと微笑ほほえんでみた。猫ねこ子こが「えへ」と笑った。

　再ふたたび無む言ごんが始まったが、今度の沈ちん黙もくは割わりと心ここ地ちよいものだった。
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　夕食後は入にゆう浴よくタイムだった。

　津つ波なみのごり押しのおかげでアパートは風ふ呂ろ付つきで、もちろん一番風呂は津波であり、次に綾羽がバスルームに行った。さすがの彼女も狭せまい風呂場に[image: たつみ]を引き入れようとはせず、

「三分で出る」と宣せん言げんして脱だつ衣い所じよに消えた。

　その間に、[image: たつみ]は猫子を助じよ手しゆとして洗あらい物をすますことにした。洗い終えて布ふ巾きんで水すい滴てきをぬぐった皿さらや茶ちや碗わんを次々に猫子に渡わたしていく。猫子はぶきっちょな手つきで戸と棚だなにしまっていたが、しばらくは順じゆん調ちように進すすんでいた。しかし、大きめの深ふさ皿ざらを危あぶなっかしく両手持ちした猫子の手がつるりと滑すべった。

「わー、わーっ」

　猫子が楽しげに叫さけび、深皿がごいんと床ゆかに落ちる。

「あっ！　と」

　[image: たつみ]も声こえを上げた。幸さいわい、丈じよう夫ぶな皿は落ちただけで割われてはいない。[image: たつみ]が胸むねをなで下ろしていると、

　どばん！

　脱衣所のドアが勢いきおいよく開いた。

「どうしたっ！」

　綾羽が高こう速そくで飛び出してきた。バスタオルを一枚身体からだに巻まき付けただけの格かつ好こうで、

「敵てき襲しゆうか!?」

「いやぁ……」

　[image: たつみ]は皿を持ち上げようとした体たい勢せいのまま、綾羽の姿すがたに目を奪うばわれつつ、

「お皿を落としただけだけど……」

　綾羽は髪かみの先からぽたぽたと水滴を落としながら、[image: たつみ]と猫子を睨にらむように見て、

「紛まぎらわしい声を上げるでない。たかが皿ごときに」

　それからようやく、自分が長方形の布ぬのを巻き付けただけであることと、[image: たつみ]の目がうろうろと泳およいでいることに気づいた。

[image: ]

「バ、バカ者！　何を見ておるのだっ」

　だっと身みを翻ひるがえし、また高こう速そくで浴よく室しつに戻っていったせいで、綾あや羽はの顔かお色いろの変へん化かをよくは見て取れなかった。

　でも、少しは赤くなっていたような……。それは風ふ呂ろ上あがりだったからかなぁ。

　[image: たつみ]たつみは床ゆかに残された滴しずくと綾羽の足あし跡あとを眺ながめ、しばらく忘れそうにない、先さき程ほどの綾羽の映えい像ぞうを思い出していると、

「お兄にいちゃーん」

　猫ねこ子こが[image: たつみ]の手から皿さらを取り、大きな目にご機き嫌げんな色いろを浮かべて言った。

「お風ふ呂ろ、一いつ緒しよに入りましょーう。背せ中なか流してあげまーす」

　入にゆう浴よく時じのパートナーが猫子になることは、どうやら日につ課かになりそうな気け配はいだった。
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　風呂上がり、[image: たつみ]は割わり当てられた部へ屋やで猫子を寝ね間ま着きに着き替がえさせてやっていた。

　隣となりの部屋で綾羽と姉あねがどんな会かい話わをしているのか興きよう味みもあったが、今日で後残っているのはこのまま眠ねむってしまうことだけだ。

　誰だれかの持ってきた新しん品ぴんの寝間着は猫子のサイズにぴったりで、花はな柄がらのパジャマをまとった猫子は敷しいた布ふ団とんの上に身みを投げ出して嬉うれしそうに手足をばたつかせた。

「これがお布団ですかー？　ふかふかしてまぁす。気持ちいいですー」

　そうしているところを見ていると、この小こ柄がらで朗ほがらかな女の子が自じ爆ばく可か能のうな人ひと型がた兵へい器きだということを忘れてしまいそうだった。

　[image: たつみ]たつみが自分の布団に腰こしを下ろして目め覚ざまし時計のアラームをセットしていると、

「お兄ちゃーん、窓まど開けていいですかぁー」

　ぴょこんと立ち上がった猫ねこ子こが笑え顔がおでガラス戸を指ゆび差さしている。

「いいけど、何をするの？　風ふ呂ろ上あがりに夜風を楽しむには、ちょっとまだ涼すずしすぎるよ」

「すぐに終わりまぁす。定てい時じ報ほう告こくをするのでぇす」

　[image: たつみ]は窓を開け放った。春風が緩あたたかく吹ふき込み、シーツの端はしを揺ゆらす。

　猫子はサッシのレールに手をかけて、つま先立ちで夜空を見上げた。まだ湿しめっている髪かみのうち、一ひと房ふさがアンテナのように伸のびた。

「今日あったことを本ほん国こくにあっぷろぅどするのでぇす。あたしの情じよう報ほうをでぇたべぇすに登とう録ろくしてー、新しい情報をだうんろぅどするでーす」

　猫子は目を閉じ、唇くちびるを猫のようにして顔を空へと向けていた。どんな電でん波ぱのやりとりをしているのか[image: たつみ]には不ふ明めいだ。だが、そうしている猫子は本当に猫のようだった。

　これも猫のヒゲのようにぴくぴくしているアンテナ髪を見ながら、

「ねえ、猫子。君の国っていうのはどういうとこ？　やっぱり戦せん争そう中ちゆうなの？」

「うーんと。あたしはよく知らないでぇす。工場で生まれましたからー。たくさん機き械かいがあって、もっとたくさんの人がいましたー」

　通つう信しんが終わったか、猫子は窓から離はなれてぺたんと座すわった。

「あたしが知ってるのはー、あたしと同じＦＲＦしりぃずの友達ばっかりなのでぇす。いっぱいお話しましたー。いいお兄にいちゃんに当たるといいなぁって話してたのですー。だからぁ、あたしは幸しあわせでぇす。お兄ちゃんは、いいお兄ちゃんなのですからー」

　[image: たつみ]のことだ。そのお兄ちゃんとは。

　確たしかに、妹いもうとがいたらよかったと思ったことも少なくない。欲ほしくなかったと言えば噓うそになる。そして、猫子は本当の妹よりも妹らしかった。ここまで懐なつかれてしまったら、もともと情じように脆もろい[image: たつみ]にはどうしようもなかった。

「そろそろ寝ねようか」

「はぁい」

　[image: たつみ]は窓を閉しめ、猫子を寝ねかしつけると電気を消けし、自分の布団に潜もぐり込んだ。

　隣となりで綾あや羽ははどうしているだろう。また寝ずの番ばんとか言って起きたままでいるのだろうかと考えているうちに、すぐに眠ねむりに落ちた。
















　その翌よく日じつ。

　朝、アラームが鳴なる直前に目を覚さました[image: たつみ]たつみは、まだ眠ねむっている猫ねこ子この寝ね相ぞうの悪さに微笑ほほえんだ。猫子は布ふ団とんからはみ出し、部へ屋やの隅すみまで転ころがっており、大の字になってぐうぐう寝ね息いきを立てていた。その姿すがたのどこにも兵へい器きらしさはない。

「やぁ、おはよう」

　ふすまを開けるとそこは居い間まで、すでに綾あや羽はが腕うで組ぐみをして座すわっていた。案あんの定じようと言うべきか、どこか眠ねむたげにしている。夜寝なかったか、寝たにしても睡すい眠みん不ぶ足そく気ぎ味みらしい。

「ああ。うむ」

　綾羽はそれだけを言って返し、そっぽを向いた。

　[image: たつみ]が朝食の用意をしている間に、津つ波なみも起き出してきた。こちらは何も言わずに洗せん面めん台だいに直ちよく行こうし、戻もどってきた頃ころを見み計はからって[image: たつみ]は卓袱ちやぶ台だいにトーストとハムエッグサラダを並ならべ始めた。朝あさ凪なぎ家けのいつもの朝食風ふう景けいである。場所が違ちがっても大した違いはない。

　ちなみに猫子は起こしてやらないと起きなかった。着き替がえも手て伝つだってやらないといつまでもモタついている。どうやら、そうされることが普ふ通つうだと思いこんでいるらしい。綾羽も特に目くじらを立てず、黙もく々もくと[image: たつみ]の作った朝ご飯はんを食べている。うまいとも何とも言わないのは今け朝さに始まったことではないが、[image: たつみ]はまったく気にしない。彼にとって料りよう理りとは、それこそ普通に毎日することであって、特別なことではなかった。

　朝食を終えた[image: たつみ]は、今度は弁べん当とう作りに取りかかった。昨さく夜やの残り物をメインに数品加くわえ、栄えい養ようのバランスも考えながら姉あねの分だけを用意する。本当は自分の弁当も作るところだが、綾羽と猫子用の弁当箱ばこがなかった。その二人を放ほう置ちして、一人で弁当を食べるのは[image: たつみ]の心しん情じよう的てきに不ふ可か能のうだ。今日、彼女たちのぶんも買ってこよう。

「サンキュ、[image: たつみ]」

　津波は弁当箱を受け取ると、

「あたしは先に行っているから、あんたたちも遅ち刻こくしないように。いいわね」

　颯さつ爽そうとアパートの部屋を出て行った。

　登とう校こうするにはまだ時間の余よ裕ゆうがある。[image: たつみ]が卓袱台でお茶ちやを飲のんでいると、

「[image: たつみ]、少し聞きたいことがある」

　綾羽が睨にらむ目で[image: たつみ]を見ていた。

「お前の姉だが、あの者は……うむ。何というか、ひょっとして、少々風ふう変がわりなのか」

　少々どころではないと思ったが、[image: たつみ]はためらいなくうなずいた。

「そうだなぁ。変わっているだろうね。昔むかしからああだったけど」

「わたしと比くらべて、どちらが変だ」

「え？　どういうこと？」

「つまり……」

　綾あや羽はは口を開きかけて、躊ちゆう躇ちよする素そ振ぶりを見せ、それから決けつ意いしたような口く調ちようで、

「疑ぎ問もんを呈ていしたいのだが、よいか」

「なに？　そんな改あらたまって」

「率そつ直ちよくに言う。わたしの言こと葉ば遣づかいは、なんだ、その、もしかしたら、なにか変なのか。なにぶん母ぼ国こく語ごではないため、自分ではよく解わからないのだが」

　[image: たつみ]たつみは驚おどろく。綾羽の偉えらそうな喋しやべり口調は素すではなかったのか。

「どうして、今になって？」

「お前やお前の姉あねは何も言わんが、他ほかの連中──昨日きのうのお前の学校の連中だ。わたしが少し発言しただけで妙みような顔をする者が数多くいた。これは、わたしがここに来る前に学まなんだ言げん語ご学がく習しゆうに問もん題だいがあったのではないかと思い始めている。参さん考こうにした言語資し料りようは量りよう的てきに乏とぼしく、正せい確かく性せいに欠かけていた可か能のう性せいがある。翻ほん訳やく教きよう官かんは充じゆう分ぶんだと太たい鼓こ判ばんを押おしていたが、あまり信しん用ようできる男ではなかったので気になっていたのだ」

　想そう像ぞうが駆かけ巡めぐる。

『あなたやお姉ねえさまは何も言わないけど……他の人たちがね、わたしと少し話しただけで変な顔をするの。これって、ここに来る前の語学教育に間ま違ちがいがあったのかなぁって。だって、参考にした資料はあんまりなかったし、正確さに自信はないわ。先生は大だい丈じよう夫ぶだって言ってたけど、ちょっといい加か減げんな人だったしね。気になるのよ』

　と、本人は喋っているつもりなのかもしれない。しかし口を開けば、

「どうなのだ。わたしの発音や言い回しはちゃんと意味を伝つたえることができているのであろうな。これまで、お前とはきちんと意い思し伝でん達たつしてきたつもりだが、もしやお互たがいの解かい釈しやくに齟そ齬ごがあるのなら、改めておかねばならん」

　上段から振り下ろしてくるような口調のみだった。[image: たつみ]は首くびを横よこに振りながら、

「いやぁ、言ってることはちゃんと伝わっていると思うよ。言葉として間違ってないし……。まあね、ほんのちょっとしゃべり方が一いつ般ぱん的てきじゃないというか……」

　[image: たつみ]はおずおずと申し出る。

「うーん、できれば、君には、その、いわゆる女の子っぽい話し方をして欲しいような気がするんだけどね」

　綾羽は重じゆう厚こうなうなずきを返した。

「気にするな。伝わっているのならそれでいい。わたしだって、お前の言葉の意味は理り解かいできるが、話し方が一般的かどうかなど解らん。お前とお前の姉とでは話し方がけっこう違うが、どちらが正せい解かいというものではないようだ。言葉の意味が正確に伝わるならば作さ法ほうにこだわらなくてもいいだろう。安心したぞ」

　ダメだった。

「あのさ……」

　[image: たつみ]たつみは尊そん敬けい語ごや謙けん譲じよう語ごの使い方、あるいは男と女の口く調ちようの違ちがいなどを教えるべきかどうか迷まよい、しかしながらいったいどうやって教えたらいいのかと悩なやみ始めた。まず、相あい手てを呼よぶときに「お前」というのはやめて欲ほしいといったところからだろうか。でも[image: たつみ]は気にしてないし、姉あねもどうだっていいようだし、いまさらと言えばいまさらだし……。

　うーん、と呻うなる[image: たつみ]に、綾あや羽はは奇き怪かいなものを見る目を向け、

「お前、何を考えている。もしや、わたしの言げん語ご的てき無む知ちに付け込んで、この国の卑ひ猥わいな言こと葉ばを教え込んで口走らせようとしているのではあるまいな。これも言っておく。わたしはその手の単たん語ごも一通り学んでいるのだぞ」

　では、昨日きのうのあれは何だったのか。[image: たつみ]は突っ込みたくなる口を強ごう引いんに閉とざし、曖あい昧まいにうなずいておいた。

「ちゃぷちゃぷ～」

　猫ねこ子こが木き箱ばこに乗のって流し台で洗い物をしてくれているのを眺ながめつつ、[image: たつみ]は湯ゆ飲のみの中なか身みを飲み干ほした。

　そろそろ学校に行こう。
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　アパートを出た三人は、昨日と同どう様ように固かたまって登とう校こうする。

　そして昨日と同様に襲しゆう撃げきを受けた。

「てりゃっ！」

　曲まがり角かどから不ふ意い打うちの上段切りを浴あびせてきたのは、やはり昨日と同じ、金きん髪ぱつサイドテールの木ぼく刀とう少女だった。

　[image: たつみ]が身みを引くまでもなかった。その剣けん先さきは[image: たつみ]でも猫子でもない人間を狙ねらっていた。

　がつん。

　綾あや羽はが左手の手て首くびで木刀を受け止め、眉まゆを吊つり上げた。

「またお前か。しつこいぞ。遊あそびたいのなら、国に戻もとって仲なか間まどもとやっていればよかろう」

「ははん！」

　木刀少女、媛ひめはすばやく木刀を翻ひるがえし、

「あんたこそ、昨日はずいぶん無ぶ様ざまだったじゃない！　低てい俗ぞくな使い魔ま一いつ匹ぴきに手間取っちゃってさ！　この見かけ倒だおし！」

　そう叫さけぶ媛の背はい後ごに、すすっとメイド装しよう束ぞくの眼鏡めがね女性が付き従したがうように現あらわれた。年の離はなれた妹いもうとを見るような温あたたかい笑えみで主の背せ中なかを眺ながめ、そこから目を[image: たつみ]に転てんじて優ゆう雅がに一いち礼れいする。

　つられて頭を下げた[image: たつみ]の後こう頭とう部ぶがガッと捕つかまれた。無理やり引き起こしながら、

「[image: たつみ]。このような者どもに挨あい拶さつはいらん。もっと毅き然ぜんとしていろ」

　綾あや羽はが怒り口く調ちようで言い、媛ひめに不ふ機き嫌げんな視し線せんを向けた。

「やはり見ていたか。見ていただけだな。何もしておらんのにわたしが非ひ難なんされるいわれはない。わたしとて好このんで精せい神しんの腐ふ敗はいした《魔術師フアルムテイ》の相あい手てをしていたわけではない。戦たたかいたいならお前たちがすればいい。わたしは止めない」

「ふんっ」

　媛は手て元もとで木ぼく刀とうをくるくる回しつつ、

「あたしだってね、あんな連中と関かかわり合うのはごめんだわよっ。あんたに似につかわしいじゃないの、綾羽。低てい級きゆうな者同どう士しだもんね！　ぽかぽか殴なぐり合いをしてたらいいじゃん！」

　媛の声こえは、[image: たつみ]たつみにはほとんど喚わめき声ごえに聞こえる。威い勢せいがいいのは確たしかだが。

　綾羽の眉まゆがますます危き険けんな弧こを描えがいた。

「それ以上わたしを愚ぐ弄ろうするな。でなければ、わたしは今ここでお前を討うち果はたす」

「やれるものならやってみなさいよ」

　媛は挑ちよう発はつするように平たい胸むねを反そらした。不ふ敵てきな笑えみ。

「そのほうが話は早いわ。あんたなんかねっ、あたしにボコられて、しくしく泣なきながら国に帰っちゃえ！　ちょっとあたしよりエロい身体からだしてるからって、偉えらそうにしないでよねっ」

「黙だまれ、子こ供ども体たい形けい」

　綾羽が放った言こと葉ばの一いち撃げきはてきめんだった。

「こ、こ、こ、このぅっ！　言ったわねえっ！　言ってはいけないことをっ！　それ言ったのはあんたのその口なのっ!?」

　媛はたちまち頭から蒸じよう気きを吹ふき上げて、

「もうあったま来た！　こうなったら無理にでもその朝あさ凪なぎ[image: たつみ]の身み柄がらはあたしが預あずかってあげるから！　ねえ、いいわよね、すみれ台だい！」

「はぁ」

　すみれ台は眼鏡めがねのツルを片かた手てで押さえながら、薄うすく微笑ほほえんだ。

「それはいかがでしょうか。わたしどもの受けた任にん務むの中に、《妖精アプリリス》と対たい立りつせよという項こう目もくはなかったような気がしますわ。わたしとしましては、賛さん同どうできかねると申し上げるしかありませんわね」

　やんわりと制せいしておいて、すみれ台は[image: たつみ]に正しよう面めんから笑みを放った。

「しかしながら、朝凪[image: たつみ]さんが自発的にこちらに来たいとおっしゃるなら、わたしも拒きよ絶ぜつの言葉を持ちません。いかがでしょう、[image: たつみ]さん。もちろん、そちらの可愛かわいい方もご一いつ緒しよでかまいませんわよ」

　すみれ台は猫子にも笑顔を向け、[image: たつみ]に誘ゆう惑わくするようなウインクをした。猫子は[image: たつみ]にしがみついたまま、

「あたし可愛いですかー？　ありがとうございまーす。あたしはお兄にいちゃんにどこまでもついていきまぁす」

「ええと……」

　[image: たつみ]たつみはこりこりと頭を搔かきながら、対たい峙じする二人の少女を見み比くらべる。ひたすら不ふ機き嫌げんそうな綾あや羽はと、不ふ遜そんな表ひよう情じようを崩くずさない媛ひめ。加くわえて侍じ女じよみたいなすみれ台だい。

「ダメに決まっておろう」

　[image: たつみ]が言こと葉ばにつまっていると、綾羽が面めん倒どうくさそうに、

「この者はわたしが守まもるのだ。誰だれにも譲じよう渡とするつもりはない。《科マ学ー者ガ》の兵へい器き人にん形ぎようと共きよう闘とうせねばならんのは業ごう腹はらだが、任にん務むの一いつ環かんとあればしかたがない。遅おくれてきたお前たちに[image: たつみ]を渡わたすものか」

「[image: たつみ]さんの意い志しはどうなのでしょう」

　すみれ台はふんわりと微び笑しようして、

「そのままでよいのですか？　これからも綾羽さんとともに？」

「僕ぼくの意志……ですか？」

　尋たずねられているようなので、[image: たつみ]は答えを探さがし始めた。

　気づくと、その場の全員の目が自分に集しゆう中ちゆうしている。気の利きいたことを言わないと許ゆるしてくれなさそうな雰ふん囲い気きだったが、特に綾羽の目が気になった。

　睨にらむような目め線せんはいつもと同じだが、そこにほんのわずか、恐おそれているような気け配はいが混まじっているように思えたのは、[image: たつみ]の錯さつ覚かくだったろうか。

　ともかく、[image: たつみ]は答えた。

「僕は今までと同じでいいよ」

　張はりつめていた空気、綾羽のものが少しだけ緩ゆるんだ気がした。

「住むところもできたし……。それにさ、僕はあなたたちのこと、全然知らないし、だったら綾羽のほうが──」

　マシ、という一いち語ごは飲のみ込む。ふさわしくないと思ったからだ。そう、もうそんな低てい次じ元げんレベルではなかった。[image: たつみ]はすでに愛あい着ちやく感かんを覚おぼえていたから。

「ええと、うん、いい。とりあえずは」

「そうですか。ええ、そうでしょうね」

　すみれ台は納なつ得とくするようにうなずき、

「媛、[image: たつみ]さんもおっしゃっておられますように、わたしたちはここではお呼よびではなさそうです。おとなしく出で番ばんを待まっているのがいいでしょうね」

「何がいいものか！　すみれ台のばかっ！」

　媛は子供のように木ぼく刀とうを振り回す。

「あたしは綾羽より強いんだからねっ！　ぜったいぜったい、本気を出したら負まけないんだからねっ！　なのにっ、なのにっ！」

「まあまあ。媛ひめはお強いのはわたしが一番存じ上げておりますわ。ご心しん配ぱいなく。これは能のう力りよくのあるなしではなく、ただ、[image: たつみ]たつみさんの趣しゆ味み的てきな問もん題だいではないかと」

「なに、その趣味って。あたしのほうが美人じゃん！」

　どこまでも不ふ遜そんな媛だった。

　綾あや羽はの眉まゆがさらに一段、上方を目指して動く。

「ええ、わたしは媛のお美うつくしさにいつでも感かん嘆たんしておりますが、殿との方がたの趣味はいつのどこの世せ界かいでも様さま々ざまなのですわ。こればかりは、どうにも」

「悪あく趣味ねっ！」

　決めつけられ、[image: たつみ]はたじたじとなりつつも綾羽の表ひよう情じようが気になった。しかし、超ちよう然ぜんとした綾羽は冷れい徹てつな怒いかり顔のまま、媛を睨にらみつけているだけである。

「まあいいわ！」

　何がいいのか、媛は木ぼく刀とうを下ろすと綾羽に敵てき対たい心しんまるだしの目を向けて、

「あんたなんか《魔術師フアルムテイ》あたりにさっさとやられちゃえ！　そしたら、あたしがあんたの仕し事ごとを引き継ついであげるからっ。バカバカ、バーカ！」

　媛は二、三度足を踏ふみならすと、つんと顎あごを上げて[image: たつみ]たちに背せを向けた。どすどすとわざとのような足音高く、歩いて去さっていく。

「すみませんね、綾羽さん」

　詫わびるように腰こしを折おり、すみれ台は優やさしく微笑ほほえむ。

「悪わる気ぎがあるわけではないのです。ただ、ああいう人なのですわ。どうか」

「解わかっている」

　綾羽はウンザリと、

「あいつは昔むかしからああだ。腹はらも立たない。だが、目め障ざわりではある。すみれ台、お前も早くわたしの目の前から消えることだ。無む駄だな時間を過すごすことは互たがいに有ゆう意い義ぎではないからな」

「ごもっともです。では」

　すみれ台は再ふたたび一いち礼れいし、憤ふん然ぜんとして遠くなっていく媛の背中を追い始めた。いそぐでもなく、ゆっくりとした歩ほ調ちようで。

　[image: たつみ]はゆっくりと息いきを吐はいた。昨日の本ほん屋やを思い出す。疲つかれた様よう子すの青せい年ねんと妖あやしい美び幼よう女じよに比くらべたら、まだ取っつきやすそうな二人組だったが、正しよう体たい不ふ明めいなのは同どう程てい度どだ。かと言って綾羽と猫ねこ子この正体が十じゆう全ぜんに解とき明かされているわけでもなく、だが[image: たつみ]に宗しゆう旨し替がえするつもりはなかった。正体はともかく、二日ばかり付き合って、少なくとも人となりくらいは解りかけていたからである。[image: たつみ]を守る、という綾羽と猫子の言こと葉ばに噓うそはない。

　黙だまり込んでいる[image: たつみ]をどう思ったのか、綾羽が向こうを向いたまま言った。

「[image: たつみ]。わたしのことなら気にしなくてもいいぞ」

「え？　何のこと？」

「わたしがお前の守しゆ護ご者しやとして不足だと思うなら、いつでも《剣メ精イ》のもとに走っていいと言っているのだ。わたしはやつらが気に入らんが、お前がそうでないなら──」

「いいよ」

　まともな会話ができているようで、[image: たつみ]たつみは少し嬉うれしい。

「僕ぼくは君でいい。ええと、猫ねこ子こもだね」と、配はい慮りよを見せ、「さっきの人たちと一いつ緒しよにいたら、なんだか気き疲づかれしそうだよ」

　[image: たつみ]は綾あや羽はに微笑ほほえみかけた。

　正しよう直じきなことを言えば、綾羽と猫子だって全然気疲れしないというわけではなかったが、人間の順じゆん応のう力りよくとは恐おそろしいものだ。古ふるぼけたアパートでたった一夜、ともに過すごしただけだというのに、[image: たつみ]はすでにそれが当たり前のように思えていた。

「そうか」

　嬉うれしそうに微笑む──ことを期き待たいしたのは間ま違ちがいだった。綾羽は義ぎ務む的てきで生き真ま面じ目めな顔かおのまま、

「ならばいい」

　応おう答とうは短く、そっけない。

　そのまま黙だまって綾羽は歩き出し、[image: たつみ]もそれに倣ならった。自転車マークの描えがかれた通学路を、大小三つの人ひと影かげが朝の光を浴あびながら進み始める。
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　媛は電でん柱ちゆうにもたれ掛かかって、連つれが追いつくのを待まっていた。

　いかめしい顔つきで腕うでを組み、得え物ものであるはずの木ぼく刀とうは無む造ぞう作さに地面に転ころがされていた。

「すみれ台だい、あたしは全然気にくわないわ。もう、すっごく。個こ人じん的にも、《剣精》としてもよっ」

　ふくれ面つらを見せつける。

「でも、もっと気にくわないのは、あたしに下された命めい令れいのほうよ」

「で、ありましょうね」

　すみれ台は木刀を拾ひろい上げながら、

「そうでもなければ、このような棒ぼうきれで殴なぐりかかったりはしないでしょう。媛が本気で綾羽さんを襲おそおうとするなら、聖せいにして真しんなる剣つるぎを持ち出すでしょうから」

「ホント、そうしたいわ」

　媛はふうっと息いきを吐はいて、

「でも、んなことしたらすみれ台、あんた、止めるでしょ」

　答えず、すみれ台は悠ゆう然ぜんと微笑んだ。

　媛ひめは眉まゆをひそめ、苛いら立だたしげに嘆たん息そくした。

「あの朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみってやつ。いったい何なのよ。なんであんな冴さえないのを必ひつ死しで守まもったりしないといけないわけ？　《妖精アプリリス》ってバカぞろいなの？」

「かのおかたを守ることにどういう意味があるのかは知りませんが、綾あや羽はさんは自分の任にん務むに従したがっているだけでしょう。きっと《魔術師フアルムテイ》の方かた々がたもです。それはわたしたちも同じことではありませんか」

「それが気にいらないって言ってんの！」

　すみれ台だいが差し出した木ぼく刀とうを受け取り、媛はその切っ先でアスファルトを叩たたいた。

「あいつらはまだいいわ。朝凪[image: たつみ]をダシにして遊あそんでいるだけかもしれないから。でもね、すみれ台。あたしたちは何なのよ。何でこんなところにいんのよっ!?」

　媛の従じゆう者しやはなだめるような微笑ほほえみを見せる。

「復ふく唱しようしましょうか。わたしたちのお仕し事ごと」

「覚おぼえてるからいいわよ。実じつを言うとそんなの忘れちゃって、気ままに動きたいくらいよっ」

　すっかりふてくされ、媛は木刀をがんがん電でん柱ちゆうにぶつけた。

「どうしてっ。どうして、あたしたちが綾羽の護ご衛えいをしないといけないのよ！　それも何？　なるべく手を貸かさず、綾羽が死にそうになったときだけ手助けしろって、何なのよそれっ。どっちつかずすぎるじゃないの！　なんなのよ、この立ち位い置ちはっ！」

「とはいえ、腹はら立だち紛まぎれに襲おそいかかるのはどうかと思いましたわ。まあ、媛も綾羽さんもじゃれ合っていただけですが」

　こほんと、すみれ台は空から咳せきをして、

「媛の意見にはわたしも同感ですが、それも何か重じゆう要ような計画の一いつ端たんなのではないでしょうか。国こく連れんから直ちよく接せつ届とどいた指し示じですから。これはわたしの予よ想そうですけど、きっと綾羽さんや《魔術師》側がわも、よく解わからないまま命めい令れいに従したがっているだけだと思いますわ」

「みんなそろってバカなんじゃないの？」

　すみれ台は眼鏡めがねのツルを指ゆびで弾はじき、

「評ひよう議ぎ会かいの思おも惑わくはわたしたちには知りようのないことです。ただ朝凪[image: たつみ]さんが見た目通りの冴さえない少年でないのは確たしかですわね。でなければ、わたしたちはまったく無意味なことをしていることになりますから」

「あいつが何だってのよ。どっから見てもただの無む属ぞくじゃん。あれ、すぐに死にそう」

「そうならないように《妖精》と《科マ学ー者ガ》の兵へい器きが付き従っているのでしょう」

「でも悪いけど綾羽じゃ全然無理だわ。すみれ台はあいつの出しゆつ自じを知っているでしょ？　《妖精》の中でもブルベガーは低てい位いじゃん。重要人物の護衛役なら、もっと強力なエルフストリークを持っている一いち族ぞくがいっぱいあんのに。ウィルとかスプリガンとか。よっぽどすみれ台、あんたのほうが向いているわ。なのにどうして近きん接せつ戦せん闘とうオンリーのやつを派は遣けんしてんの？」

「さあ、充じゆう分ぶんだと判はん断だんされたのかもしれませんね。敵てきは《魔術師フアルムテイ》と《邪神ズー＝ル》……《天使テイシユリー》と《不死人アーザール》はどちら側がわでしょうかしら。わたしたちはバランサーのようですけれど」

「それも気に入いんないのよね。いっそ独どく断だんで敵に回っちゃおうかな」

「ご冗じよう談だんを？」

　優やさしい微笑ほほえみの中にある微び妙みように強きよう固こなニュアンスを感じ取り、媛ひめ、沈ちん黙もく。
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　[image: たつみ]たつみと綾あや羽は、猫ねこ子この三人が教室に入った途と端たん、滞たい留りゆうしていた空気があからさまに変化した。

　ざわり。

　ガヤが増ましたのではなく、むしろ静しずまりかえったわけだが、[image: たつみ]の耳みみには確たしかに海うみ辺べの小こ波なみのような効こう果か音おんが響ひびいた。

　教室の雰ふん囲い気きは昨日きのうのままである。机つくえの配はい置ちもそのままだ。[image: たつみ]の机の横よこに綾羽用机がぴったりとくっつき、その周しゆう辺へんはまるでその二つの机が災わざわいを放ほう射しやする物体であるかのように空くう白はく地ち域いきとなっている。ありていにいって、かなり不ふ自し然ぜんな並ならび方をしている。

　[image: たつみ]に先んじて教室の敷しき居いをまたいだ綾羽がキッとした目で室内を一いつ周しゆうさせた。

　クラスメイトたちが思い思いに明後日あさつての方ほう角がくを向き、決して目を合わせようとしないのを見て、[image: たつみ]の胸むねの内が重くなる。

　できれば綾羽には友人たちと普ふ通つうに接せつして欲ほしかった。親したしい友人同どう士しになれとまでは言わない。クラスメイトとして教室に溶とけ込んで欲しい、くらいの小さな願ねがいである。

「綾羽、挨あい拶さつくらい言ったら？　おはよう、とかさ」

「誰だれにだ。こやつらにか。この中に敵てきが混まじっているかもしれないのだ。もしそうなら、わたしは相そう当とう間まの抜ぬけた者に見られるだろう。わたしは失しつ笑しようを買うのはごめんだ」

　綾羽の回かい答とうにがっくりしつつ、[image: たつみ]はそっと室内をうかがった。昨日、二度も保ほ健けん室しつに送られた石いし丸まるの姿すがたはない。無ぶ事じに登とう校こうしてきてくれたらいいのだけど、と思っていると、窓まど際ぎわの席せきにいた森もり村むら千ち夏なつが、ちょいちょいと手て招まねきしているのが目に入った。

「綾羽、席に着ついててくれる？」

「無む論ろんそうする。ただしお前も座すわれ。単たん独どく行動は許ゆるさん」

　綾羽は[image: たつみ]の手て首くびをつかんで二つ並んでいる机に向かう。たとえ一秒びようでも離はなれないという意い識しきの込められた手の力だった。猫子が[image: たつみ]のベルトに捕つかまっているため、二人揃そろって引きずられて行く。

　[image: たつみ]は片かた手てを顔の前に立てて千夏に目め配くばせをした。

　千夏は小さな笑えみを作り、両手を広げて首を振る。その顔はしょうがないわね、と言っているように見えた。正しい。

　さらに千ち夏なつは大たい気きに字じを書くように指ゆびを動かした。緩ゆるやかに踊おどる指先を観かん察さつし終え、[image: たつみ]たつみは了りよう承しようの合あい図ずを送る。

　──話があるのよね。ま、折おりを見てでいいわ。

　──わかった。たぶん、なんとかなると思うよ。

　千夏と[image: たつみ]の間でかわされたボディランゲージを解かい読どくするとこうなるだろう。[image: たつみ]にとって石いし丸まる文ふみ一いち郎ろうと並んで気き心ごころの知れているクラスメイトが彼かの女じよだった。違ちがう意い味みでの彼女というわけでは決してない。

　椅い子すに座すわっても綾あや羽ははピリピリとした辛から口くちオーラを発はつ散さんさせていた。三百六十度どこから敵てきが現あらわれても即そく座ざに対たい応おうするつもりのようだ。しかしここは学校で、周まわりにいるのは[image: たつみ]の知っている生徒ばかり、いくら昨日きのうの変な青せい年ねんと幼よう女じよでも、突とつ然ぜんこんなところに出しゆつ現げんして不ふ可か思し議ぎな魔ま法ほうを使い出すとは思えなかった。いくらなんでもそれくらいの常じよう識しきはあるだろうと、[image: たつみ]は感じていた。

　常識など通用しない二人、綾羽や猫ねこ子こがすぐそばにいるにもかかわらず、そんなことを考えている[image: たつみ]のほうこそ、相そう当とうのんきだったと言わざるを得えない。

　だが、しかし、[image: たつみ]がそれを知るには、まだいくばくかの時間があった。

　すぐではない、ただしそう遠くない未み来らい。具ぐ体たい的てきには、明日の話。
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　朝のホームルールに現あらわれた津つ波なみは、いつものように伝でん達たつ事じ項こうを適てき当とうに述のべ終え、さっさと教室を出て行った。出しゆつ席せきすら取らない上に、本ほん来らい部ぶ外がい者しやであるはずの綾羽と猫子には一いつ切さい言げん及きゆうしなかった。昨日きのうの説せつ明めいですべてが完かん了りようしていると言いたげな振る舞まいに終しゆう始しする。

　その綾羽と猫子だが、これも昨日と同じような行動を取っていた。

　綾羽が[image: たつみ]の真ま隣となりで目を光らせており、猫子はこれもどこからいつの間に出したのか不明なガトリング砲ほうを抱かかえて教室の最さい後こう列れつにしゃがみ込む。

　本日の一限げん目め、数学Ⅰの教師は、なにやらあきらめ顔で教室にやってきて、特とく殊しゆな二人の少女をなるべく見ないように授業を開始した。

　そして[image: たつみ]の予よ想そう通り、退たい屈くつな数すう列れつの説明が始まって十分とたたず、綾羽はウトウトと、ついで首をぐらぐらさせ始めた。

　それとなく様よう子すをうかがう。綾羽の目はほとんど線せんのようになっていた。どうやら昨夜も寝ねずの番ばんをしていたか、そうでなくとも睡すい眠みん不ぶ足そく、あるいは疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしているのか。

　やがて綾羽は堪こらえきれずに机つくえの上に突つっ伏ぷした。さもありなんと[image: たつみ]は思う。催さい眠みん術じゆつ教師として生徒内では名高い数学教師の講こう義ぎは、[image: たつみ]以下その他のクラスメイトにもかなりの眠ねむ気けを誘さそうもので、おそらく授じゆ業ぎようなど受ける気もないであろう綾あや羽はにして見れば、まさしく催さい眠みん術じゆつ以外の何ものでもないと思われる。

　無む音おんの寝ね息いきを立てて目を閉じた綾羽。それだけ見れば不ふ可か思し議ぎな力を使う異い世せ界かいの住人などとは信じる者はいまい。あえて起こそうとする者もいなかった。教師も生徒も、息いきを合わせたように綾羽を無む視しし、最さい後こう尾びで重じゆう火か器きを構かまえている猫ねこ子こを見ないことにしている。

　一限げん目めの終しゆう了りようを告つげるベルが鳴なっても綾羽は目を覚さまさなかった。

　[image: たつみ]たつみはそんな綾羽の寝ね顔がおを見つめて、微笑ほほえんでしまいそうになる。堅かた苦くるしい口く調ちようで、大まじめに[image: たつみ]を守まもるとか言い続け、木ぼく刀とう少女や変な魔ま術じゆつ師しの使い魔とやらと戦たたかっていた勇いさましい可か憐れんな少女は、いまや勇ましさも抜けて単たんなる可憐な少女と変へん貌ぼうしていた。

　やっぱり無理してたんだな、と[image: たつみ]は思い、すっかり見守る気分でいたところを肩かたをちょんちょんと突つつかれて我われに返った。

「朝あさ凪なぎ君、いい？」

　森もり村むら千ち夏なつが片かた目めをつむって声をかけてきた。

「どうしたの？」

　のんびりと聞き返す[image: たつみ]に、千夏は声をひそめて言った。

「どうしたのじゃないわよ。朝凪君、あなたは状じよう況きようを解わかってる？」

　そう言われると自じ信しんがなくなる。

「女の子の寝顔を見て和なごやかな気分になっている場合じゃないと思うの」

　そう言われると、確たしかにそんな気がする。

「あたしもね、朝凪君とこの人や、あの猫っぽい子の事じ情じようを詳くわしく知ろうと思わないのね」

　森村千夏は優ゆう美びに微笑みながら、

「でもね、このクラスはあたしたちのクラスでもあるの。この綾羽さんが転てん校こう生せいだか何だかなんてどうでもいいけれど、見て、この雰ふん囲い気き」

　[image: たつみ]は視し線せんを巡めぐらして教室内を見回し、ゆっくりと千夏の顔かおに目を戻もどした。

「うん……。あまりよくないね……」

　うっかり綾羽に接せつ近きんしようものなら有う無むを言わさず殴なぐり飛ばされる環かん境きようで、心安らかにいられるのはＭ気き質しつのものだけだろう。至いたる所でひそひそした会話が繰くり広げられ、迷めい惑わくそうな目が綾羽へと集中している。大声を出して起こしてしまえば面めん倒どうなことになると学習した結果か、なおさら小声に終始しているので、何やら悪口を言われているような感じだった。

　クラスメイトたちの目は猫子にも降ふり注そそぎ、もっぱら視線の先には猫子が構えている黒光りした銃じゆう器きにあるようだ。

「あまりどころか、全然よくないわ」

　千夏は慎しん重ちように距きよ離りを置きつつ、[image: たつみ]に囁ささやきかけた。

「あたしはこのクラスがけっこう好すきなのよね。男女分け隔へだてなく仲なかのいいクラスだったし、石いし丸まる君くんみたいなお調ちよう子し者ものがいて、楽しませてくれたしね。でも、この綾あや羽はさんが来てから、もう無む茶ちや苦く茶ちやよ。どうにかならない？」

「うーん……」

　[image: たつみ]たつみは考え込む。何事にも過か剰じよう反はん応のうしてしまう綾羽が罪つみもない同級生や先せん輩ぱいたちを殴なぐり飛ばすような事じ態たいは、昨日きのう一日だけでお腹なかいっぱいだった。しかも、その理り由ゆうというのが[image: たつみ]を守まもるためなのだという。当とう然ぜん、責せき任にんの一いつ端たんが[image: たつみ]にあると周しゆう囲いが判はん断だんするのも無理からぬことだろう。そう思ったから、千ち夏なつも彼かれに苦く言げんを呈ていしに来たというわけだ。

「わかった。どうにかするよ」

　言こと葉ばを尽つくして説せつ得とくすれば、いかな綾羽でも理り解かいしてくれるんじゃないかな？

　そんな希き望ぼうを持って答えた[image: たつみ]に、千夏はまるで期き待たいしていないような目を向けた。

「朝あさ凪なぎ君くん。どうにかするって言うのは簡かん単たんなの。だから、何をどのようにするのかが問もん題だいなの。具ぐ体たい的てきなアイデアもないのに請うけ負おっちゃうのは危き険けんよ。よっぽど才さい能のうのある人なら、期き日じつまでに本当にどうにかしてくれるものだけど、あたしは朝凪君にそこまで期待したくないな」

　緩ゆるやかに罵ば倒とうされているようなものだったが、[image: たつみ]は気にしない。どんな意味でも自分に何らかの才能があるとは彼自身思っていなかったからである。たとえ知られざる才能があるのだとしても、今のところ顕けん現げんしていないのでないも同どう然ぜんだ。

「ま、よろしく」

　千夏は投げやりに[image: たつみ]の肩かたを叩たたくと、自分の席せきに戻っていった。
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　その日、綾羽は放ほう課か後ごになるまで眠ねむり続け、結果的に教室は平へい和わのまま一日を終えた。

　重じゆう機き関かん銃じゆうとごつい弾だん倉そうを抱かかえた猫ねこ子こが教室の後ろでニコニコしていたので、無言の連れん携けいで役やく割わり分ぶん担たんができあがっていたとも言える。学校の行き帰りと夜は綾羽、学内では猫ねこ子こ。

　何もなくてよかった、と[image: たつみ]はしみじみと思う。

　実じつ家かや本ほん屋やさんのように学校を廃はい墟きよにしたくなどない。もしそんなことになれば、全校生徒から恨うらまれそうだった。喜よろこぶものがいたとしても少数だろう。いつの世でも少数派はの声は上方に届とどきにくく、実を言えば[image: たつみ]も多数派の一人だった。彼はこの学校が好きだった。

「綾羽、帰ろう」

　こんこんと眠り続ける肩かたを、逡しゆん巡じゆんの末すえに揺ゆすってみる。

　反はん応のうは激げき烈れつで、

「むうっ！」

　一いつ瞬しゆんにして飛び起きた綾羽は、椅い子すを蹴けり倒たおして立ち上がり、ファイティングポーズを取って[image: たつみ]に拳こぶしを向け、すんでのところで身体からだを硬こう化かさせた。

「なっ！　どうしたことだ。これは……」

　険けわしい顔かおで窓まどからもたらされる夕日を確かく認にんし、

「しまった！　わたしとしたことが、今まで眠ねむっていたというのか！　[image: たつみ]たつみ！　お前、どうしてわたしを起こさなかった!?」

「だって……気持ちよさそうに寝ねてたしさ。昨日きのう、あんまり寝てなかったんだろう？」

　寝ていてくれたほうが安心だったから、とは言えない。

「愚おろか者もの！」

　綾あや羽はは一いつ喝かつ、

「お前は自分のことをもっと考えるべきだ！　いいか、お前は狙ねらわれているのだぞ。わたしが守ってやらねば瞬しゆん殺さつされかねんのだ！　それを防ふせぐためにわたしはここにいる。そのわたしが無む駄だな睡すい眠みんに陥おちいっているのを発見したなら、即そく座ざに覚かく醒せいさせるがいい！」

「てことは、本当に寝てたんだね？」[image: たつみ]はちょっと愉ゆ快かいげに、「寝たふりじゃなくてさ」

「う……いや、実は寝たふりだった！」

　綾羽はバツが悪そうに目を逸そらし、

「さっきのわたしの言こと葉ばは間ま違ちがい……いや欺ぎ瞞まんだ。そう、敵てきを欺あざむくためのものだった。眠ったと思わせておいて襲しゆう撃げき者を誘さそい出し、返り討うちにするという作さく戦せんでだな……」

　両りよう掌てのひらを揉もみ絞しぼるようにしながら呟つぶやいている。

　[image: たつみ]が首くびをすくめていると、重そうな武ぶ器きを抱かかえた猫ねこ子こがよろよろとした足取りで、

「だいじょうぶですよー。お姉ねえちゃんが寝ている間はあたしが見み張はってますからー。怪あやしい人が接せつ近きんすることはありませんでしたぁ。来てたらあたしがこれ撃うっちゃってますからー」

　朗ほがらかに笑って、猫子はガトリング砲ほうをゆらゆらと振り、振った直後にどこかに仕し舞まい込んだ。手ぶらになった猫子は[image: たつみ]に抱だきつき、額ひたいをぐりぐりと押しつけてくる。

「訊きこうと思って忘れてたんだけど」

　[image: たつみ]は質ただした。

「その……ミサイルとか機き関かん銃じゆうとか、どこに持ってるの？　いつも服ふくの下から出してくるけど」

「異い相そう空くう間かんに陳ちん列れつしてありまぁす」

　猫子はそれしか答えず、嬉うれしげに[image: たつみ]の腕うでに抱きついているのみだった。

　綾羽は不ふ機き嫌げんを維い持じ、

「わたしは猫子、お前を信しん用ようしていない。[image: たつみ]、お前はいつこの人ひと型がた兵へい器きが背はい後ごから狙そ撃げきしてくるかどうかを疑うたがわないといけない。つまり、わたし以外のものを信用してはならん。いいな！」

　そう言われても。

　[image: たつみ]は反はん射しや的てきに猫子の頭を撫なでつつ、教室の床ゆかに目を落とした。

　彼の正しよう直じきな心しん情じようはこう考えていた。この数日で様さま々ざまな人物が[image: たつみ]の前に登とう場じようし、なんだか解わからないような言げん動どうを取ってくれた。綾羽と猫子は言うに及およばず、不ふ意い打ちをしかけてきた媛ひめとかいう木ぼく刀とう娘むすめにハウスメイドさんのようなすみれ台だいさん。次に自じ殺さつ願がん望ぼうありありの魔ま術じゆつ青せい年ねんと恐おそろしく可愛かわいらしい童どう女じよ、〝右みぎ目め〟とかいう死んだ目をした少年を含ふくめても、[image: たつみ]たつみにはそれほど悪い連中には見えなかった。

　[image: たつみ]が小こ首くびを傾かしげて黙だまっていると、綾あや羽はがガッと腕うでをつかんだ。

「帰るぞ、[image: たつみ]。学校は危き険けんだ。まだあのアパートのほうがお前を守まもりやすいからな。何をぐずぐずしている。支し度たくを急げ」

　言われるままに、[image: たつみ]はそうした。
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　そしてその帰り道、住じゆう宅たく地ちの真まん中で三人を待まち受けていたものがいた。

「……やあ……久ひさしぶり……」

　鍔つば広ひろ帽ぼう子しの青年が半目半口で立っていた。横にはもちろん、カンガルーのヌイグルミを携たずさえた香こう炉ろなる幼よう女じよがいて、黄おう金ごんを溶とかしたような目で[image: たつみ]に微笑ほほえみかけていた。

「再さい度ど参まいりました、朝あさ凪なぎ[image: たつみ]様。このたび、多少の本ほん気きをもちましてあなた様さまのお命いのちを狙ねらわせていただきます。なれば、それがわたしどものお仕し事ごとですので」

「ええと、……そうなの？」

　マヌケな返答をした[image: たつみ]を庇かばい立てるように、綾羽が身体からだを割わり込ませた。睡すい眠みん充じゆう分ぶんのせいだろう、綾羽は覇は気きのある声こえを張り上げた。

「[image: たつみ]、ここを動くな。奴やつらの相あい手てはわたしがする」

　ちらりと振り返り、

「猫ねこ子こ、[image: たつみ]から離はなれるな」

「はぁい、お姉ちゃん」

　[image: たつみ]に抱だきつく猫子はあいかわらずの笑え顔がおで答える。

　綾羽は二人組の魔ま術じゆつ師しに向かって、恐おそれを知らないように歩き出す。

　殺さつ意いを秘ひめて接せつ近きんする綾羽にも笑みを絶たやさず、香炉が芳ほう香こうのような声で言った。

「先生、ここはわたしにお任まかせを」

「ああ……そうだね。もちろん、僕は何をする気もない……たのむよ……香炉……」

「マイコプラズマ、あなたの右耳を拝はい借しやくします」

「くえええっ」

　それは抗こう議ぎの声だったろうか。たとえそうだったのだとしても、香炉は容よう赦しやしなかった。小さい手がカンガルーの右耳を握にぎりしめ、無む造ぞう作さに引きちぎった。

「ぎええええっ」

　苦く痛つうを訴うつたえる声で間ま違ちがいなかろう。ヌイグルミは両目から液えき体たいを流していた。

　そんなカンガルーをまるで顧かえりみず、香こう炉ろはちぎった右耳をポイと放った。

「！」

　[image: たつみ]たつみは目を見開く。魔ま法ほうがそこで展てん開かいされた。

　投げられた右耳は地面に落ちた途と端たんに変へん形けいを開かい始し、瞬しゆん時じに体たい積せきを拡かく張ちようすると、黒々とした円えん柱ちゆうへと変へん貌ぼうする。全長約二メートル、直ちよつ径けい三十センチくらいの光こう沢たくのある黒い棒ぼうが佇ちよ立りつした。

　それを見ても綾あや羽はの歩みは止まらない。両りよう腕うでが白く輝かがやき始める。

　暗あん黒こくの円柱、その表ひよう面めんからおびただしい数の棘とげが生はえた。こちらの長さも約三十センチほどか。規き則そく的てきに並ならんだ何列れつもの棘は、円柱の表面を滑すべるように回転し始めた。

「いきなさい。〝右耳〟」

　香炉のその言こと葉ばが終わると同時に、円柱がふわりと浮ういた。回転する棘付きの凶きよう器きが、見えざる巨きよ人じんの手によって振り回される棍こん棒ぼうのように綾羽へ襲おそいかかった。

　綾羽は逃げない。

　円柱の突とつ進しんを真正面から受け止めるように立ち止まると、右みぎ拳こぶしに白い光を集しゆう中ちゆうさせる。

　凶きよう悪あくな無数の棘など眼がん中ちゆうにないのか、恐おそれもしない怜れい悧りな顔を攻こう撃げきの意い思しだけを込め、高こう速そくの右ストレートをまともに放った。

　光拳と暗黒柱が激げき突とつした瞬しゆん間かん、[image: たつみ]の鼓こ膜まくに突つき刺ささるような金きん属ぞく音おんが響ひびき、

「っつ！」

　綾羽が素す早く飛び退のいて、右手を押さえる。痛いたみをこらえる顔で、しかし棘付き円柱を睨にらみ続けるのは忘れない。

　〝右耳〟の効こう力りよくを、香炉が惜おしげもなく解かい説せつする。

「妖よう精せいさん。奇き数すう列れつの棘があなたのエルフストリークを削けずり、偶ぐう数すう列れつが肉にく体たいに直接斬ざん撃げきを与あたえます。どうぞ、ご随ずい意いに戦せん闘とうあそばせ」

　綾羽の右拳から鮮せん血けつが滴したたっていた。

「綾羽！」

　[image: たつみ]の叫さけびに、綾羽は追おい払うような手つきで応おうじ、

「[image: たつみ]、お前は猫ねこ子こともに逃げろ。何な故ぜかは知らんが、こいつはわたしを狙ねらっている。この使い魔は《妖精アプリリス》専せん用ようの攻撃呪じゆ式しきなんだ」

　香炉が涼さわやかな笑い声を上げた。

「その通りです。まず、あなたを。次に忌いまわしい《科マ学ー者ガ》さんの人にん形ぎようを。朝あさ凪なぎ[image: たつみ]さまはそれからゆっくり殺ころして差し上げます。わたし、あっさりと本ほん命めいをしとめてもよいのですが、こちらにも色いろ々いろ事じ情じようがございまして。ねえ、先生」

「あー……。香炉……。僕は何でもいいねえ。早いとこ意い識しきを失うような眠ねむりにつきたいものだよ……。ああ、なんだか死にたくなってきた……」

　香炉は青年を無む視しし、花のような笑みを綾羽に向けた。

「それでは妖よう精せいさん、死んでください。先生が自じ殺さつを決行する前に。今すぐ。さあ、死にましょう」

　ぶうん。

　剣けん吞のんな黒い円えん柱ちゆうが横よこ殴なぐりに滑すべって綾あや羽はを横おう撃げき、ジャンプして避よけた綾羽を、慣かん性せいを無む視しした動きで追つい尾びする。しかし綾羽の動きも物ぶつ理り法ほう則そくを無む視ししてのけていた。宙ちゆうを舞まった綾羽は、何もないはずの空中を蹴けり飛ばして、その勢いきおいでさらに横よこに飛ぶ。よく見ると綾羽の足先に白い光がたなびいていたが[image: たつみ]の目には留とまらない。

　ただ、焦あせった声こえだけが届とどいた。

「猫ねこ子こ、かまわん！　[image: たつみ]たつみを連れて遠くへ行け！　なるべく離はなれろ！　ここはわたしがどうにかするっ」

　どうにかなるのならいい。だが、[image: たつみ]の目には綾羽のほうが劣れつ勢せいに見えた。あのいつも超ちよう然ぜんとしていた綺き麗れいな顔かおには焦しよう燥そうしかない。いや──。

　縦じゆう横おうに動く〝右耳〟、綾羽も高こう速そく移い動どうでかわしてはいるが、その片かた頰ほおが刃は物もので斬きりつけられたように傷きずを負おっている。流れ出す血ち雫しずくを振り撤まいて、綾羽は横っ飛びを続けていた。

　綾羽は円柱を抜ぬき去さって香こう炉ろに打だ撃げきを叩たたき込むつもりのようだが、それは相あい手ても知れたこと。自動なのか操そう作さ系けいなのかは解わからない。円柱は巧たくみに主あるじたちを守まもるように、綾羽の接せつ近きんを許ゆるさず、行く手を遮さえぎる動きで攻こう撃げきを加くわえる。

　[image: たつみ]が何かできることはないかと考えていると、

「わっ」

　ふわりと身体からだが持ち上げられた。

　持ち上げているのは猫子だ。小さな身体のどこにそんな力があったのか信じがたい。猫子は軽々と[image: たつみ]を宙に支ささえると、

「じゃあ、綾羽お姉ねえちゃん、がんばってくださぁい。お兄にいちゃんはあたしが守りまぁす」

　笑え顔がおで言って、綾羽が振り返る前に走り出した。奇き怪かいな黒い棘とげ付き円柱と戦う少女を残し、土つち煙けむりをあげて走り出す猫子の速そく力りよくは瞠どう目もくすべきものだった。時じ速そく約四十キロ。

「待まって、待ってよ！　猫子！」

「なんですかぁー。ここは逃げないとー。お兄ちゃんも危き険けんなのですよー」

　猫子の乗のり心ごこ地ちはお世せ辞じにもいいとは言えない。そんなことを気にしている場合でもない。

「だって綾羽が、あれじゃ心しん配ぱいだよ！」

　道路を一いつ直ちよく線せんに走る猫子は足を緩ゆるめず、綾羽も円柱も青年と幼よう女じよの二人組もとうに見えなくなっていた。ただ、遠くでイヤな音が連続して聞こえる。それもすぐに小さくなる。

「でもーっ」と猫子。「お姉ちゃんは逃げろって言いましたよー。あたしも賛さん成せいですー」

「止まって！　頼たのむよ、止まってくれ！」

「はぁい」

　靴くつ底ぞこを削けずりながら猫ねこ子こは急きゆう制せい動どう、それでも担かつぎ上げた[image: たつみ]たつみを落とさないのは感心だった。

　地面に足を下ろした[image: たつみ]は、躊躇ためらうことなく戻もどろうとして、

「だめでぇす」

　後ろからタックルしてきた猫子とともに転ころがった。頭を打ち付けたが今は気にならない。

「あれじゃ綾あや羽はが危あぶない。勝てるように見えないよ」

「はぁー」

　猫子はしっかと[image: たつみ]を抱だきしめたまま、首くびを傾かたむけた。

「そうかもですねぇー。あの魔ま術じゆつ兵へい器きはとってもでんじゃぁな感じがしましたからぁ。でも、どうしたらいいんでしょうかー。綾羽お姉ねえちゃんはどうにかするって言ってましたけどー」

　[image: たつみ]は猫子の小さい肩かたをつかんだ。

「加か勢せいできないか？」

「誰だれがですかーっ？」

　僕ぼくが、と言いたいところだが、自分には何の力もない。行っても邪じや魔まか、それともあっさり殺されるかだ。ゆっくり殺ころされるよりはマシかもしれないが、[image: たつみ]はちょっとまだ生せいに執しゆう着ちやくがある。

「猫子、最初に僕の家で綾羽とやったみたいな、あんな感じの武ぶ器きを出してよ。僕に使えそうなら貸かして欲ほしい」

「うーん。あたしの武ぶ装そうを無む断だん貸たい与よするのは権けん限げんを超こえちゃいまぁす。無理でぇす」

　猫子はニコニコと言こと葉ばを続けた。

「でもでも、ここからならあたしでも援えん護ごできまぁす。そうしまぁす」

　そう言ったかと思うと、猫子は服ふくの中に手を突っ込み、巨きよ大だいで長細いミサイルと思おぼしき物体を取り出した。超ちよう弦げん異い相そう空くう間かんから。

「地ち対たい地ちみさいるでぇす。座ざ標ひよう確かく認にん、弾だん道どう計けい算さん、発はつ射しやしーくえんす省しよう略りやく、発射ぁ」

　耳を押さえるヒマはなかった。どおん、と爆ばく発はつ音おんを轟とどろかせ、小型ロケットのような対地ミサイルが天空に向かって飛び上がる。猫子が盾たてになっていたおかげで、爆ばく風ふうと爆ばく炎えんを免まぬがれた[image: たつみ]だったが、そのぶん猫子の衣い服ふくは焼け焦こげだらけになる。不ふ思し議ぎなことに猫子の身体からだ自体は無む傷きずのようだった。

　天高く跳とび去さった目映まばゆいミサイルの炎ほのおが瞬またたく間に小さくなった。と、急きゆう激げきな曲きよく線せんを描えがいて降こう下かを開始、落ちていく先はちょうど今いま頃ごろ綾羽が暗あん黒こくの円えん柱ちゆうと格かく闘とうしている場所に一いつ致ちしている。

　数秒びようも待またなかっただろう。

　大爆発。続いて立ち上る爆炎。そして衝しよう撃げき波は。

　[image: たつみ]は青ざめる。家の二、三軒けんは確かく実じつに巻まき添ぞえになったろう。死し傷しよう者しやが出ていないことを期き待たいするばかりだった。やりすぎだ。

　だが、ほうけてばかりはいられない。[image: たつみ]たつみは走り出した。猫ねこ子こが喜き々きとして追つい随づいしてくる。担かついで走ってもらったほうが早いだろうが、もちろんそこまで頭の回る状じよう況きよう下かに[image: たつみ]はいない。

　息いきせき切って元もとの場所に戻ったとき、道路に穿うがたれた巨きよ大だいなクレーターがまず目に入り、次にクレーターの縁ふちで倒たおれ伏ふす綾あや羽はの姿すがたが見て取れた。

　青せい年ねんと幼よう女じよ、奇き怪かいな円えん柱ちゆうは消え失せている。

「綾羽っ」

　ぐったりした身体からだを抱だき起こすと、綾羽はうっすらと目を開いた。

「……今のは猫子の仕し業わざか。いちおう礼れいを言っておこう……助かった……」

　ちっとも助かっているようには見えなかった。綾羽の衣い服ふくはズタズタに裂さけ、どこもかしこも血ちまみれだ。鋭えい利りな刃は物もので切り裂さかれたような傷きずがいたるところから血ちを滲にじませていた。背せ中なかに手を当てた[image: たつみ]の掌てのひらが温あたたかい血ち糊のりで濡ぬれる。

「たいへんだ……！　すぐ病院にいかなきゃ！」

「いい。離はなせ」

　綾羽は力強く[image: たつみ]の手を振りほどくと、よろつきながらも自じ力りきで立ち上がった。頰ほおを垂たれる血をうるさそうに手の甲こうで拭ぬぐい、赤く汚よごれた手を見て顔をしかめる。

「《魔術師フアルムテイ》どもめ。こそくな手を使う。だからわたしはやつらが気に入らんのだ。正せい々せい堂どう々どうと戦たたかおうとしない。誇ほこりを知らぬ者どもめ」

　論ろん評ぴようは後回しにすべきだと[image: たつみ]は思い、綾羽の手を取ろうとした。とにかく手て当あてが必ひつ要ようなのは明あきらかだ。

　だが、綾羽は差さし伸のべられた手を拒きよ絶ぜつして、

「ただの切り傷だ。エルフストリークを治ち療りようモードにすれば治なおる。出しゆつ血けつ多た量りようで死ぬには不ふ充じゆう分ぶんすぎるのでな」

「でも……痛いたくないの？」

「痛くなどない。《魔術師》は去さった。さっさと帰るぞ」

　強がりにもほどがある。綾羽は一歩進むたびによろめき、顔を歪ゆがめていた。

　ちょこちょこと駆かけ寄よってきた猫子が提てい案あんした。

「綾羽お姉ねえちゃん、あたしが背せ負おいましょうかぁー？」

「いらん。わたしは誰だれの手も借かりない」

　赤い滴しずくをぽたぽた垂らしながら歩いている姿には説せつ得とく力りよくの欠片かけらもない。[image: たつみ]はたまりかね、

「綾羽、肩かたを貸かすよ。つかまって」

「いらんと言っているだろう。どこの世せ界かいに被ひ保ほ護ご者しやに助たすけられる保護者がおる。お前はわたしに守まもられるだけ、わたしはお前を守るだけの存そん在ざいだ」

「本当にだいじょうぶなの？　僕ぼくにはぜんぜん……」

　[image: たつみ]はおろおろするだけだった。綾羽はのろのろとした足取りで、決けつして誰の顔も見ないようにアパートまで歩き、外付けの階かい段だんも自じ力りきで登のぼり切った。

　部へ屋やに入った綾あや羽はは、ものも言わずに津つ波なみと共きよう有ゆうの自じ室しつに引っ込んだ。ぴしゃりと閉しまるふすまの前で[image: たつみ]たつみは為なすすべもなく立ちつくす。

　しばらくそうしていて、[image: たつみ]は救きゆう急きゆう箱ばこを探さがし始めた。家か財ざい道どう具ぐ一いつ式しきが一いつ新しんしているとはいえ、どこかにあるはずだ。なければ薬やつ局きよくまで走るつもりだったが、幸さいわい戸と棚だなの奥おくに鎮ちん座ざする真ま新しい救急セットを発見することができた。

「綾羽」

　ふすまを叩たたくも、返事はない。

「入っていい？　せめて消しよう毒どくくらいしたほうがいいよ。救急箱──」

「いらん」

　ぶっきらぼうな声が薄うすいふすま越ごしに、

「放ほうっておいてくれ。わたしを心しん配ぱいするな。されたくもない」

　弱よわ々よわしい声ではなかったが、とうてい元気とも言えない。どこか歪いびつな口く調ちようだった。

「綾羽お姉ねえちゃーん」

　猫ねこ子こが[image: たつみ]の真ま似ねをしてふすまをノックする。こちらはいつもの笑え顔がおだった。

「だいじょうぶですかーっ。せめて着き替がえませんかーっ。一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入りましょーう」

　帰ってくるのは沈ちん黙もくだけ。

[image: ]

　ノックを続けようとする猫ねこ子この手を、[image: たつみ]たつみは軽くつかんで首を振った。小こ声ごえで、

「そっとしておこう。今はそれがいいみたいだ」

「はぁーい」

　猫子も小声で答え、汚よごれた服ふくの裾すそをひらひらと振った。着き替がえさせて欲ほしいらしい。

　[image: たつみ]はふすまの前に救きゆう急きゆう箱ばこを置くと、そっとした声でふすまに語りかけた。

「ありがとう」

　当とう然ぜん、ふすまは返へん答とうせず、その中にいる者も沈ちん黙もくを続けている。

「今日、僕ぼくを守まもるために戦たたかってくれて」

　それだけ言うと、[image: たつみ]は猫子の手を引いて自じ室しつに向かった。
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　夕食の時間になり、津つ波なみが帰ってきても綾あや羽はは部へ屋やから出てこなかった。

「居い候そうろうの分ぶん際ざいでヒキコモリとはいい度ど胸きようね」

　津波の感かん想そうはそれだけで、特に何もすることなく卓袱ちやぶ台だいに着いた。ちなみに今こん晩ばん、[image: たつみ]が作った晩ばん飯めしはあり合わせのものである。買い出しに行こうと、それとなく綾羽に声をかけてみたのだが、部屋に閉とじこもった少女がふすまを開けずに応こたえたのは、「だめだ。外出は許ゆるさん」の一ひと言ことで、[image: たつみ]は冷れい蔵ぞう庫こに買いだめしてあった食しよく材ざいで腕うでを振るわざるを得えなかった。卵たまごチャーハンとアジの開ひらき、ほうれん草そうのおひたし黒くろゴマ和あえの三さん品しなが人数分食しよく卓たくに並ならんでいる。

　津波と猫子がものも言わずにパクパク食べている一方、[image: たつみ]は食しよくが進まない。

　それは綾羽が未いまだ自じ室しつから出てこようとしないからだった。

　考えあぐねた[image: たつみ]は、姉あねに相そう談だんすることにした。

「津波姉ねえさん、綾羽に何か言ってやってくれないかな。落ち込んでるみたいなんだ」

「そりゃ落ち込むでしょうね」

　姉は簡かん潔けつに、

「あんたの話によると、綾羽は宿しゆく敵てきみたいなやつに苦く戦せんしてボロボロにされ、死にかけのところを猫子に助たすけてもらった──ってんだから、プライドだってボロボロでしょうよ。きっとあの娘むすめは自じ己こ嫌けん悪おにさいなまれているわけよ。食しよく欲よくがなくったって、しょうがないわ」

　食欲より傷きずのことがよほど心しん配ぱいだった。傷跡あとが残りはしないかと、[image: たつみ]は気になる。

「だいじょうぶなんでしょ。それか、傷跡の数が勲くん章しようだと思われるような文ぶん化か圏けん出しゆつ身しんなのかもしれないしね。致ち命めい傷しようでもないんだったら、舐なめてりゃ治なおるわ」

　[image: たつみ]は姉ほどあっけらかんとできない。流りゆう血けつの具ぐ合あいから見て、普ふ通つうの人間なら残らない傷がないとは思えなかった。〝右みぎ耳みみ〟が変化して生しようじた円えん柱ちゆうと禍まが々まがしく鋭するどい棘とげが脳のう裏りに蘇よみがえる。綾羽の頰ほおを濡ぬらしていた血ちが特に気になる。思いっきりよくスパっと切れていたように見えたから。

　落ち着かない気分のまま、[image: たつみ]たつみは綾あや羽はのぶんの夕食をラップで包つつみ、岩いわ戸ととなったふすまの前に置く。

　手つかずの救きゆう急きゆう箱ばこを並ならべて揃そろえ、それから自分の部へ屋やに戻もどった。

　居い間まではテレビでドラマを見ながら演えん出しゆつにいちいちツッコミを入れている津つ波なみと、きゃらきゃらと笑いながら津波とテレビを眺ながめている猫ねこ子こがいる。

　自分の姿すがたが見えなくなれば、綾羽も出てくるかもしれない。[image: たつみ]はそう思い、敷しいた布ふ団とんの上に寝ねころんだ。

　少しだけ時間を潰つぶすつもりだったのに、気づけば眠ねむり込んでいた。

　あの青せい年ねんと幼よう女じよコンビが現あらわれて不ぶ気き味みに微笑ほほえんでいる夢ゆめを見た。果はたして、単たんなる夢だったらいいのだが。
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　暗くら闇やみの中で、セコハンのアパートを見上げる人ひと影かげが二つ。カンガルー影が一つ。

「先生」

「……なんだい。香こう炉ろ」

「今、彼かれらを襲おそえば全員の命いのちを平たいらげることができるでございましょう。いいえ、あの建たて物ものごと消しよう滅めつさせることさえ、楽らく々らくと成なし遂とげるでしょう」

　すみれ色の髪かみがふわりと揺ゆれた。その手て元もとにあるのはソーイングセットらしい。ヌイグルミの右耳をちくちくと縫ぬい合わせながら、

「もし先生が本ほん来らいの命めい令れいを思い出さなければ、わたしは易やす々やすとやってのけました。まったく、危あぶないところでした」

「ごめんよ……。どうも最近……いやぁ昔むかしからかな……。記き憶おくが定さだかじゃなくてねえ。自分が生きているのか死んでいるのかもよく解わからないのさ……」

　鍔つば広ひろ帽ぼう子しが弟で子しに付き合うように揺れる。

「その命令を聞いたのもいつのことだったろうか……。誰だれからだったかなぁ……」

「不ふ可か解かいです。でも、わたしは先生に従したがいます。弟子ですから」

「うん……命令違い反はんは後で恐こわそうだねえ……。でもねえ、違反しようとしても、たぶん邪じや魔まが入るだろうねえ……」

「どういうことです？」

「あっちをごらん……。香炉、恐い人たちが睨にらんでいるよ……」

　青年の影が指ゆび差さすように腕うでを上げた。幼女の髪がまた、ふわりと揺れて、

「まあ、さすが先生。わたし、まったく気け配はいを読みとれませんでしたわ。《剣メ精イ》の剣けんと盾たて。まるでわたしたちを監かん視ししているようですわね」

「たまたまさ……。彼かの女じよたちが眺ながめているのは僕ぼくたちと同じものだよ……。鉢はち合あわせたのは偶ぐう然ぜん……だろうね……たぶん」

「先生」

「……なんだい、香こう炉ろ」

「思いつきを述のべさせていただきますわ。先生、あなたはもしや、すべてを知っておいでなのではありませんか？」

「何のすべてかな、香炉……」

「朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみさまがわたしたちに狙ねらわれる理り由ゆう。その守しゆ護ご職しよくに《妖精アプリリス》と《科マ学ー者ガ》の人にん形ぎようが選えらばれている理由。《剣メ精イ》がちょろちょろとしている理由。そのすべてですわ」

　確たしかな沈ちん黙もくがあった。青せい年ねんもその弟で子しもそのまたヌイグルミも何も言わない時間が過すぎ──。

「……さあねえ……僕は知らないなぁ。知っていたことがあったのだとしても過ぎ去さった過か去このことさ……忘れてしまったよ……。いつか思い出せたらいいねえ……」

「いいでしょうね。本当に」

　またもや沈黙。永えい劫ごうに続くかと思われた静せい寂じやくは、根こん負まけした弟子が破やぶった。

「よいですわ。また明日あしたがあります。明日になればもう少しわたしも目が見えるようになるでしょう。そう信じますわ」

「……信じるのはいいことだよ。盲もう目もく的てきな信しん心じんは人を救すくう……。僕も信じているよ……」

「何を。何を信じているとおっしゃるのです？」

　茫ぼう洋ようとした含ふくみ笑いは、青年のものだった。

「香炉……。僕が信じているのは、いつか世せ界かいは救われるということだよ……人ではなくてね」

　三度目の沈黙が暗あん黒こくを支し配はいし、三つの影かげは闇やみに溶とけ込むように消えた。




　　　　＊＊＊




　真夜中、[image: たつみ]たつみはふと目を覚さます。

　シャワーも浴あびていなければ着き替がえもせずに眠ねむり込んでしまった。風ふ呂ろ場ばに行こうかと思ったが、深しん夜やに水音を立てるのもはばかられ、せめて寝ね間ま着きに着替えることにする。

「すぴー、すぴー」

　テンプレな寝ね息いきを立て、幸しあわせそうに眠っている猫ねこ子この横よこ顔がおを眺ながめる。パジャマ姿すがたで大だいの字じになっているところを見ると、津つ波なみが着せ替えてやったのだろう。綾羽がやってやるわけはないし……。

　[image: たつみ]は静しずかにふすまを開けて、すぐ隣となりの部へ屋やの前に目をやった。

　居間と地じ続つづきの部屋はきっちりと閉とざされ、その前には手つかずの夕食と救きゆう急きゆう箱ばこが放ほう置ちされるままになっていた。

　思わず溜ため息いきが出た。失しつ望ぼうのものではなく、心しん配ぱいな思いが生じさせる吐と息いきである。

　昨日きのう、夕焼け空の下を歩いたときの会話。今け朝さ、難むずかしい顔かおで問といかけてきた綾あや羽は。少しは心開けたコミュニケーションをとれたかと思ったのに、なおさら閉とじこもることになってしまった。まるで心しん身しんともに傷きずだらけの二に枚まい貝がいだ。

　[image: たつみ]たつみは足音を忍しのばせつつ、ラップに包つつまれた皿さらの数々を冷れい蔵ぞう庫こにしまった。あえてしまうまでもない救きゆう急きゆう箱ばこはそのままにしておく。

　部へ屋やの中で綾羽がどうしているのかは解わからないし、傷の具ぐ合あいも気になっていたが、津つ波なみがともにいるのだから多少は安心だった。いくらあの姉あねでも重じゆう傷しようの少女を間ま際ぎわに見て放ほう置ちしておくとは思えないから、綾羽の自じ己こ申しん告こく通り、たいしたことのない傷なのかもしれない。

　ふすまをじっと見つめる。[image: たつみ]には気け配はいを感じ取る能のう力りよくなどない。もしかして、綾羽は三み晩ばん続けての寝ねずの番ばんを中でやっているんじゃないか、と思ったものの、確かめるのは躊ちゆう躇ちよがある。

　[image: たつみ]はそろそろと自じ室しつに戻もどると、掛かけ布団ぶとんを蹴けり飛ばしている猫ねこ子こにかけ直してやってから、自分の寝ね床どこに潜もぐり込んだ。
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　綾羽と猫子が現あらわれてから、三日目の朝が来た。

　半はん端ぱに区く切ぎった睡すい眠みんのおかげで頭がぼうっとしがちの[image: たつみ]は、這はうようにして部屋を出る。居い間まはすぐそこにあり、卓袱ちやぶ台だいの前で腕うで組ぐみをする姿すがたも目の前にあった。

　綾羽は顔かおを背そむけ、熱ねつ心しんにアパートの壁かべを見つめているようだった。ひび割われしかないけど。

　おかげで[image: たつみ]は綾羽の視し線せんを気にすることなく、その姿を眺ながめることができた。

　昨日の戦せん闘とうでズタズタになった衣い装しようから、[image: たつみ]の高校の制せい服ふくに衣ころも替がえしている。パリッとしているところから見て新しん品ぴんらしい。誰が持ってきたのかは考えるまでもなく、津波だ。他ほかの誰かだったらそっちのほうが驚おどろく。

「やあ、おはよう」

　なるべく自し然ぜんな感じに声をかけてみた。綾羽は硬こう直ちよくしたような姿し勢せいを保たもったまま、黙だまって壁の鑑かん賞しようを続けている。

　返事が戻ってこなさそうだったので、[image: たつみ]は潔いさぎよくあきらめて朝食の準じゆん備びに取りかかる。その時、

「ああ」

　いかにも仏ぶつ頂ちよう面づらから発せられているような声が、卓袱台方面から聞こえた。[image: たつみ]はパッと振り返る。

　綾羽の横よこ顔がおが目に映うつった。目だけを[image: たつみ]に向け、顔は相あい変かわらず壁向むきだが、それでも目があったことはちょっと嬉うれしい。

　[image: たつみ]が何とも言えない笑え顔がおで見つめていると、綾羽はすっかり見み慣なれた仕し草ぐさで眉まゆを寄よせ、それから小さく息いきを吐はいた。目の位い置ちをそのままにしておいて、顔かおをゆっくり[image: たつみ]たつみの正しよう面めんに向ける。

　死し角かくになって隠かくれていた片かた頰ほおが露あらわになった。黒い円えん柱ちゆうの棘とげ棘とげ攻こう撃げきでパックリ口を開けていたほうの頰に、絆ばん創そう膏こうが貼はられている。救きゆう急きゆう箱ばこの中にあったもので間ま違ちがいない、と[image: たつみ]の短期的な記き憶おく力りよくが保ほ証しようしていた。

「[image: たつみ]」

　非ひ常じように硬かたい声こえが、並なみ々なみならぬ決けつ意いを込めたように響ひびく。

「わたしはお前に謝あやまらねばならない」

　いや、いいよそんなの。気にしてないし──と口を開きかけた[image: たつみ]にいとまを与えず、綾あや羽はは早口で、

「わたしは独どく力りよくでのお前の守しゆ護ごに失しつ敗ぱいした。猫ねこ子この助じよ力りよくがなければわたしは邪じや悪あくな《魔術師フアルムテイ》どもに後れを取り、行動不ふ能のうに陥おちいっていただろう。絶ぜつ命めいは避さけられたかもしれん。だが、お前を守まもることは長ちよう期きに渡わたって不ふ可か能のう状じよう態たいとなっていたように思うのだ」

　睨にらむような、挑いどむような目つきが綾羽の基本形なのだ。視し線せんを突つき刺さされている[image: たつみ]は、ただ目を瞬しばたかせた。

「ええと、綾羽？　僕ぼくは別に……」

「何も言うな」

　綾羽は早口を増ぞう速そくさせ、

「わたしは後こう悔かいしているのだ。お前を守護することはわたしの重じゆう要ような任にん務むで、誰だれにも譲じよう渡とするつもりのない義ぎ務むでもある。今もそう思っていることは伝つたえておく。しかし、昨日きのうのていたらくはいいわけのしようがない。自分の力を過か信しんしていた。これは反はん省せいすべき点てんだろう」

　[image: たつみ]にしたら、綾羽が掠かすり傷きずですんでいるのなら何でもよかった。自分を守まもるために誰かが犠ぎ牲せいになるなんて間ま違ちがっている。それが綾羽のような少女ならその気持ちはさらに拡かく大だいする。

「よって」

　[image: たつみ]の思し考こう内ない容ようなど知らない綾羽は、

「お前がわたしを頼たよりなく感じたり、あるいは任務の遂すい行こうに無む力りよくだと思うのなら、ここではっきり言うがいい。わたしはすぐさま自じ害がいして果はてる。いや、心しん配ぱいはいらない。新たな守護者がわたしの世せ界かいから派は遣けんされるはずだ」

　啞あ然ぜんとする[image: たつみ]をあくまで放ほう置ちし、綾羽は真ま面じ目めな声で言うのだった。

「任務の失しつ敗ぱいはわたしの一いち族ぞくの権けん威い失しつ墜ついを意味する。おめおめ本ほん国ごくに帰ることなどできようはずはない。そのような屈くつ辱じよくを味あじわうくらいなら、わたしは死ぬ。もしお前が……」

「バカなこと言わないでくれよ！」

　[image: たつみ]は叫ぶように遮さえぎった。目を見開く綾羽を、[image: たつみ]は初めて睨みつけた。

「何が心配いらないんだって？　心配するに決まってるじゃないか。死ぬだとか、そんなこと、軽かる々がるしく言うもんじゃないよ。僕はいやだ。君が死ぬところなんて見たくもないし、考えたくもない。新しい誰だれかが来るって？　それがどうしたんだい。誰が来たって、それは綾あや羽はじゃない。君じゃないんだ。そんなの、僕ぼくはぜったい認みとめないからね」

　突とつ然ぜんの剣けん幕まくに、綾羽は口をポカンとさせて[image: たつみ]たつみを見上げていた。

「だいたい何が任にん務むだよ。義ぎ務むってなんだよ。勝かつ手てに守まもるからなんて言って来て、勝手に自じ害がいするなんて、もう勝手すぎるとしか言えないね！　それなら僕の前なんかに現あらわれなければよかったじゃないか」

　[image: たつみ]は自分でも解わからない憤ふん激げきに捕とらわれていた。考えるそばから言こと葉ばが口をさいて出る。

「それが君の仕し事ごとだと言うんだったら、最後までやってもらおうじゃないか。ずっと守まもってくれたらいいじゃないか。任務の失しつ敗ぱいだって？　それは僕が死んだとかそういうことだろう。でも僕はまだ生きてるよ。じゃあ、君はぜんぜん失敗してないじゃないか。違ちがうかい？」

　一いつ気きに喋しやべり終え、ようやく[image: たつみ]は口を閉とざした。

　綾羽は驚おどろいた顔かおで、じっと凝こり固かたまっている。[image: たつみ]の息いき遣づかいだけが居い間まの空気を揺ゆるがしていた。硬こう化かしたまま視し線せんをぶつけ合う二人のうち、先に目を落としたのは少女のほうだった。

「許ゆるせ、[image: たつみ]」

　綾羽の声はかろうじて聞き取れるくらいに小さい。

「わたしは自分勝手な絶ぜつ望ぼうに目がくらんでいた。自分で絶望するのはいい。だが、他た人にんにそれを押しつけるのはよくないことだ。わたしはわたしの絶望をお前に共きよう有ゆうさせようとしていたのかもしれない。間違った行こう為いだった」

　顔かおを上げた綾羽の目は、まだ悄しよう然ぜんとしているものの活かつ力りよくを取り戻もどしつつある。

「そうだ。わたしはまだ失敗していない。この時点での自害は無む駄だ死じにに等しい。同じ死なら、わたしはお前を守って死ぬ」

　[image: たつみ]はまた口を開きかけたが、綾羽が手を挙あげて制せいした。

「もちろんわたしはまだ死ぬつもりはない。比ひ較かくの問もん題だいなのだ。わたし自じ身しんの心の問題でもあるのだ。つまり……死ぬ気でお前を守り通すという意い思しの表ひよう明めいだ。だから安心するがいい。わたしは死なん。むろん、お前も死なせない」

「お兄にいちゃーん、綾羽お姉ねえちゃーん」

　ふすまの縁ふちに両手をかけ、猫ねこ子こが泣なきそうな顔でこちらをうかがっていた。

「ケンカはダメですよーう。ぐすっ。ケンカならもっと他ほかの人とー。ぐすっ」

「猫子の言う通りね」

　がらっとふすまを開けて、津つ波なみが傲ごう然ぜんとした姿すがたを現した。

「話はすべて聞かせてもらったわ」

　いかにも年長者といわんばかりの『解っている』的な微び笑しようを浮かべ、

「けど、そんなことはどうでもいいわ」

　津波は綾羽の横よこに腰こしを下ろして、

「[image: たつみ]たつみ、朝ご飯はんはまだかしら。早く用意しないと学校に遅おくれるわよ。このわたしが」

　普ふ通つうに津つ波なみだった。[image: たつみ]と綾あや羽はの言い争あらそいなど、彼女にとってとは「どうでもいい」ことになるらしい。そもそも自じ宅たくが全ぜん壊かいしたり、教室に綾羽と猫ねこ子こがついてきたりしていたことだって、つまりは「どうでもいい」ことなのである。

　なんだか本当にどうでもいいように思えてきて、[image: たつみ]は猫子に笑え顔がおを向けてやった。泣なきべそ顔がおが収おさまるのを見てから綾羽にもうなずきかけ、そして朝食の用意にとりかかった。
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　登とう校こう中ちゆう、さすがに飽あきたのか、木ぼく刀とうを振りかざした金きん髪ぱつ少女とメイドさんが横合いから登とう場じようすることはなかった。

　明るい笑えみを取り戻した猫子が今日も[image: たつみ]にしがみつき、背はい後ごで綾羽が眼がん光こう鋭するどく目め配くばりしているのは今日も同じだったが、ただ昨日きのうほど眠ねむそうではない。[image: たつみ]は訊きいてみた。

「ねえ、綾羽」

「何だ」綾羽は恐こわい目でキョロキョロしている。

「昨日はよく眠れた？」

「実は一いつ睡すいもしていない」キョロキョロし続けながら綾羽は告こく白はくした。「考えることが多くてな。部へ屋やの隅すみでじっとしていた。だが、おかげで体力は回かい復ふくしたぞ。精せい神しんが張はりつめていたから、眠ねむ気けもそうはない」

　もう一つ気になることがあった。綾羽はどこか歩きにくそうにしている。昨日までの颯さつ爽そうたる歩みと比ひ較かくすると、歩ほ幅はばが狭せまいように思える。

　[image: たつみ]が見るともなしに綾羽の長い足を眺ながめていると、綾羽がピタリと立ち止まった。

「あまりジロジロ見るな」

「あ、うん、ごめん」

　何か言いかけて口を閉とじた綾羽は、また歩き出して、しばらくしてから弁べん解かいするように、

「その何だ。この服ふくだが。スカート丈たけが異い様ように短く感じる。ここではこれが標ひよう準じゆんなのか」

　そんな普通のことを気にしてたのか、と[image: たつみ]はまたもや新しん鮮せんな感かん覚かくを覚おぼえる。

「うーんと、標準は知らないけど、高校の制服としては普通かなあ」

「そうか。落ち着かんが、やむなしと言ったところだな」

「そんなに短いですかーあ？」

　ぴょん、と猫子が前に跳はね、綾羽のスカートの中をのぞき込んだ。邪じや気きのない行こう為いだったが、すかさず飛んできた綾羽のかかとを額ひたいに受けてコロリと背せ中なかから転ころげ、

「えへへへへー」

　また嬉うれしそうに[image: たつみ]の腕うでに身体からだを絡からめてくる。微笑ほほえましく思いながら、[image: たつみ]は話わ題だいを変えた。

「それにしてもすごいね」

「何がだ」

「その、傷きずだよ。本当に一日で治なおるなんてさ」

　綾あや羽はは全方位索さく敵てきをやめ、[image: たつみ]たつみに向き直った。頰ほおに張はり付いていた絆ばん創そう膏こうは途と中ちゆうのゴミ箱ばこに捨すててきていた。白い顔かおにどんな傷きず跡あとも残っていない。

　綾羽はさも当とう然ぜんのように、

「これくらいの外がい傷しよう、《妖精アプリリス》に属ぞくするものなら誰だれでもすぐに治なおせる。エルフストリークは何も攻こう撃げきや移い動どう手しゆ段だん専せん用ようと言うことはないからな」

「やっぱりすごいや。僕ぼくには真ま似ねできそうにないもの」

「すごくはない」

　綾羽は眉まゆを動かしたが、不ふ機き嫌げんと言うよりはどこか恥はじ入るような表ひよう情じようだった。

「わたしはブルベガー族ぞくの一いち員いんだ。《妖精》としては下級なんだ。もっと強力なエルフストリークを持ち合わせている方々は数多くおられる。わたしがこの派は遣けん任にん務むに抜ばつ擢てきされたとき、誰もが不ふ思し議ぎに思ったものだ。わたしもな」

　綾羽は猫ねこ子この踊おどるような髪かみを見つめていた。猫子は自分の任務に何の不思議さも感じていないらしい。ただひたすら嬉うれしそうな、いつもの猫子だった。

　[image: たつみ]も猫子のアンテナ髪を眺ながめながら、

「でも、どうして僕のところに君や猫子が来たんだろう。僕を守まもることに意味があるなんて思えないけどね」

　独ひとり言ごとのつもりだった。どうせ「知らん」と応こたえられるだけだろうと思ったから。

　だが、綾羽はしばらく考えた素そ振ぶりの後で言った。

「わたしはお前は駒こまなのではないかと思った」

「駒？」

「そうだ。我われ々われ《妖精》の世せ界かいと、他ほかの世界が戦せん争そう中ちゆうなのは知っているな？」

　聞いたような気もするが、

「どうして戦争なんかしてるの？」

「なんだ、知らなかったのか」

　綾羽は意外そうでもなく、

「現げん在ざい、八つの世界の存そん在ざいが確かく認にんされている。お前たちの……つまり、この世界は八番目に発見された。割わりに最近のことだ。《無属ニヴオーズ》と呼よばれるお前たちの世界だ。そうか、知らないのも無理はないが、歴れき史しの教きよう科か書しよに載のっていなかったか」

　載っているのだとしても、まだカリキュラムはそこまで到とう達たつしていない。

「そうか。ともかく世界は八つあるのだ。そして、そのすべてが重なり合おうとしている」

　[image: たつみ]は黙だまって足を動かした。綾羽は続けて言う。

「どうやら世せ界かいというものは、緩ゆるやかに移い動どうしているものらしい。ただ移動するだけなら問題はない。だが、複ふく数すうの世界が重なり合うとなるとおおごとになる。現げんにわたしの世界は《科マ学ー者ガ》の世界と《剣メ精イ》の世界と触しよく──世界触というのだが──を迎むかえ、この《無属ニヴオーズ》界を除のぞいた他ほかの世界とも接せつ近きん中だ。相そう互ごに影えい響きようを及およぼすくらいにな。まだ無ぶ事じなのは、[image: たつみ]たつみ、お前のこの世界くらいだ」

「スケールの大きい話だね」

　[image: たつみ]は読んだ本の感かん想そうを告つげるようなコメントをして、

「それで、世界が重なり合うとどうなるの？　やっぱり困こまるのかな」

「大だい惨さん事じが起こる」

　綾あや羽はは冷たい声こえで教えた。

「それまで平へい和わな農のう園えんが広がっていた場所に、突とつ然ぜん《科学者》の兵へい器き工場が出現し、中から殺さつ人じん兵器がぞろぞろと出てきて破は壊かいの限かぎりを尽つくす様よう子すを想そう像ぞうしてみるがいい。我われら《妖精アプリリス》にとってそこは固こ有ゆうの領りよう土どだが、《科学者》にとってもそうなのだ。世界が合ごう一いつしているわけだからな。かくして戦せん争そうが起きた。世界の間で」

　[image: たつみ]は黙だまって聞き役に回る。

「そうこうしているうちに、意外なほど近くに別の世界が複ふく数すうあることが研けん究きゆうと観かん測そくによって確かく認にんされた。その軌き道どうを計けい算さんした結けつ果か、将しよう来らい的てきにすべてがある一いつ点てんで交こう差さすることが解わかった。異ことなる世界が一つになろうとしている。生き残る世界は一つだけだと予よ想そうされた。どの世界も滅ほろびたくはないらしく、だから我々は戦たたかっている」

　綾羽は歴れき史し教師のように、

「世界の行き来きは比ひ較かく的てき簡かん単たんな手て順じゆんでできた。互たがいに戦せん力りよくを送り合い、敵てきを滅ぼそうと必ひつ死しだ。《妖精》はもともと攻こう撃げき的てきな種しゆ属ぞくではなく、もっぱら防ぼう御ぎよに努つとめていたが、我が慢まんにも限げん界かいがある。しかも他の世界はまったくロクでもないところばかりなのだ。唯ゆい一いつ、《剣精》だけが我われ々われに近かった。だから奴やつ等らとは交こう戦せんしていない」

　[image: たつみ]はサイドテールの少女と、眼鏡めがねのメイド姿すがたを思い描えがく。確たしかに悪い人間には見えなかった。

「《科学者》と休きゆう戦せんしたのはすでに言ったな。これも《科学者》どもがマシだからなわけではない。《魔術師フアルムテイ》に《邪神ズー＝ル》、《不死人アーザール》《天使テイシユリー》といった連中が最さい悪あくすぎるのだ」

　校こう門もんが見えてきた。

「もっとも、わたしには停てい戦せんの理り由ゆうを教えられていない。だが類るい推すいすることはできる」

　綾羽は目だけを動かして[image: たつみ]を見た。

「お前を守まもるにはわたし一人では不足だ。誰だれかがそう思い、《科学者》の人ひと型がた兵器と共きよう同どう作さく戦せんをとることを提てい案あんしたからだろう」

「解らないなぁ……」[image: たつみ]は正しよう直じきに、「僕ぼくを狙ねらったり守ったりして、何の得とくがあるんだろう。何て言ったっけ。無む属ぞく……だった？　僕はそれなんだろう？」

「だから駒こまなのではと思ったのだ。[image: たつみ]たつみ、お前が我われ々われが狙ねらったり守まもったりするために選えらばれた単たんなる駒で、我々はこの世せ界かいでそれぞれの世界の命めい運うんをかけた代だい理り戦せん争そうをしている──」

「まさか」

「ああ、まさかだ。あり得えないことだ。そのようなおおごとたる代理戦争なら、もっとちゃんとした手て練だれが派は遣けんされるだろうからな。先さき程ほども言った。わたしは決けつしてエリートではない。《剣メ精イ》にしても、あれは中ちゆう級きゆう貴き族ぞくだ。《魔術師フアルムテイ》に至いたっては見れば解わかっただろう。あんなやる気のなさそうな者どもを持ってくるはずがない」

「じゃあ、どうして……？」

「それは、」

　綾あや羽はは朝の太陽を目映まばゆげに見上げながら、

「知らん」

　と言った。
















　非ひ日にち常じようの香かおりがする会話をしながら登とう校こうしていたものの──。

　校こう門もんを通って、自分のクラスに行く途と中ちゆうも何もなく、[image: たつみ]たつみは妙みように拍ひよう子し抜ぬけする気分でいた。そんな気分でいる自分に苦く笑しようしそうになる。わずか三日前までこれが本当の日常だったのに、なんともない登校風ふう景けいに違い和わ感かんを感じてしまうとは。

　まあ、下げ校こう時じにはまた変なトリオが待まち受けていそうな気がすごくするけど、教室では比ひ較かく的てき普ふ通つうの展てん開かいが待っているだろう。できれば今日も綾あや羽はには眠ねむり続けていて欲ほしい。きっと、そのうちクラスメイトも慣なれてくれる。[image: たつみ]がもう慣れ始めているように、千ち夏なつや石いし丸まるも一いつ般ぱん的てきな友人代表として何らかの役やく割わりを自分たちに課かしてくれるだろう。

　そう、のんきなことを考えながら教室の戸とをスライドさせた[image: たつみ]は、一いつ瞬しゆんにして凍こおり付いた。

「おはようございます。いらっしゃいませ」

　[image: たつみ]の知る上で最もつとも非日常である者が笑えみを浮かべて立っていた。

　カンガルーのヌイグルミをぶら下げた、巻まき毛げの童どう女じよ。

　その隣となりには鍔つば広ひろ帽ぼう子しの青せい年ねんが暗くらい顔かおをうつむかせている。

　そして、教室にいるのは彼かれらだけだった。クラスメイトは影かげも形も存そん在ざいせず、それどころか机つくえや椅い子すすらない床ゆかが広がっていた。

「あなたのご学がく友ゆうの方々でしたら」

　香こう炉ろの小さな手が開け放はなたれた窓まどを指す。

「そこから外に放ほうり捨すてました。学習机や椅子と一いつ緒しよにです。若じやつ干かん、目め障ざわりだったもので」

　[image: たつみ]のクラスは三階かいにあった。

　いきなり異い常じような状じよう況きように放り込まれて動どう揺ようしていたことは責せめられない。だが、まるで操あやつられたかのように窓際ぎわに駆かけ寄よった行こう為いは褒ほめられたものではないだろう。

　だが、[image: たつみ]は反はん射しや的てきにそうした。机と椅子はともかく、三階から落とされて五ご体たい満まん足ぞくでいる人間ばかりとは思えなかったから。

　しかし、地面を見下ろした[image: たつみ]は香炉の言こと葉ばに偽いつわりがあったことを知った。

　校こう舎しやの間ま際ぎわ、直ちよつ下かの地面には誰だれも、そして何も落ちてなどいなかった。

　香炉が満まん足ぞくげな微笑ほほえみとともに言う。

「ようこそ、我わが王国へ」

　幼よう女じよは舞まうように片かた手てを挙あげた。

「マイコプラズマ、あなたの左目を拝はい借しやくします」

「くええええええっ！」

　あきらかな抗こう議ぎの叫さけびだった。しかし香炉は一いつ瞬しゆんたりとも容よう赦しやしない。ヌイグルミの左目に手を突っ込み、ぶちぶちと何かを引きちぎる音を立てて眼がん球きゆうをえぐり出す。

　黒くろい硝子ガラス玉だま。

　くしゃり。

　手の内で生なま卵たまごを握にぎりつぶすような音がした。

　とろり。

　硬かたく握にぎりしめた香こう炉ろの手から、墨ぼく汁じゆうのように黒くろく濃のう密みつな液えき体たいがしたたり落ちる。

　ぱた、ぱた。暗あん黒こくの液体は飛沫しぶきとなって床ゆかに落ち、点てん々てんと染しみを作り上げていく。

「ぐええええっ！」

　ヌイグルミがフェルト製せいの歯はを剝むき出して泣なき喚わめき──。
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　その刹せつ那な、[image: たつみ]たつみの視し界かいが暗黒で埋うめられた。

「[image: たつみ]っ！」

　綾あや羽はの鋭するどい声こえが飛び、直ちよく後ご、[image: たつみ]は押し倒たおされた。完全な闇やみが教室内に訪おどずれている。何も見えない。ただ自分を倒した者が綾羽だというのは、顔かおにかかった長い髪かみと、そこから漂ただよう彼女の香かおりで解わかった。

　微び風ふうに転ころがされる鈴すずの音ねのような声がどこからともなく聞こえる。

「ゆっくりゆっくりゆっくりゆっくりゆっくり、のたうち回って死になさい。簡かん単たんには殺ころしてあげません。苦くるしんで苦しんで苦しんで苦しみ抜いて死ぬのです。わたしがそうして差し上げますので」

　ぶううううーん。

　何かが呻うなるような音が耳を打つ。ゆっくりと遠ざかるその音は、ある一点で停てい滞たいすると、再ふたたび大きくなって戻もどってきた。

　ぶううううーん。

　音の正しよう体たいを確たしかめようと首を上げた[image: たつみ]だが、その頭を渾こん身しんの力で押さえつけられた。綾羽の手だ。続いて、うめき声。

「ぐっ！」

　スパッと小こ気き味みのいい音が間ま際ぎわで聞こえた。[image: たつみ]の顔に熱あつい液体が降ふりかかる。

　呻る音が遠くなり、またやって来る。

「[image: たつみ]、お前は動くな」

　綾羽の声は明めい確かくに苦く痛つうをこらえていた。

「わたしが動かす。力を抜いていろ」

「これ、どういう……」

　ことなのか、と問いかけた[image: たつみ]に、

「わたしたちは《魔術師フアルムテイ》の呪じゆ圏けんに足を踏ふみ入れてしまったのだ。やつらの術じゆつはすでに発動している。精せい神しん攻こう撃げきにハメられた。逃のがれるすべはない」

「おっしゃるとおりです」

　香こう炉ろの声が天てん空くうから轟とどろいた。同時に、ぼんやりした光が[image: たつみ]たつみの顔かおを照てらす。光こう源げんを求もとめて目を向けた[image: たつみ]は、そこに満まん月げつほどもある巨きよ大だいな一つの目を見いだした。

　香炉の琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。ただそれだけが天体のように浮いている。

「ここはわたしのオーピアキングダム妖術王国。すべてはわたしの為なすがままでありましょう。あなたがたはここで死ぬのです。それが運うん命めいだったとお思いくださいますよう」

　ぶううううーん。

　また、あの音だ。ほぼ暗あん黒こくの世せ界かいだが、わずかな光のおかげでその正しよう体たいが見て取れる。

　巨きよ大だいな振り子だった。古ふるめかしい柱はしら時ど計けいの中にあるのなら、何もおかしいことはない。しかし、これほど巨大で、しかも先せん端たんに禍まが々まがしく鋭えい利りな鎌かまが付ふ随ずいしているとなると、優ゆう雅がに装そう飾しよくされたその振り子をゆっくり観かん賞しようするヒマはなかった。

　教室でもなんでもない、暗黒の世界がどこまでも広がっている。左右も上空も、どこまで続いているのか解わからない世界に──[image: たつみ]と綾あや羽ははいた。

　二人だけが。

「猫ねこ子こは？」

　見回しても小さな姿すがたはどこにもなかった。

「あいつはここにはいない」

　綾羽は顔を歪ゆがめ、左ひだり腕うでを押さえていた。

「ここは《魔術師フアルムテイ》の作り上げた精せい神しん世界だ。人ひと型がた兵へい器きに精神はない。われらと違ちがい、猫子に精神攻こう撃げきは通用しない。物ぶつ理り世界に今も留とどまっているだろう……」

　その時になってようやく[image: たつみ]は自分の頰ほおを濡ぬらす液えき体たいが、綾羽の腕からしぶいた血ちだと気づいた。振り子の刃はから[image: たつみ]を救すくった際さいに受けた傷きずに間違いなかった。

　ぶううううーん。

　振り子が近づいてくる。綾羽は無ぶ事じな腕で[image: たつみ]を引き寄よせ、至し近きんに迫せまった攻撃を回かい避ひする動どう作さに移うつった。

　巨大だとはいえ、振り子自体の動きはそう早くない。直前に身体からだを跳とばせばかわすことはそう難むずかしくない。だが、それは香炉たちにも知れたことのようだった。

　ぶうん、ぶううーん。

　闇やみの中から第二、第三の振り子が出しゆつ現げんした。すべてが別の角かく度ど、異ことなる位い置ちから[image: たつみ]を狙ねらって降ふってくる。さらに四つ目、五つ目……。

　数を増し続ける凶きよう器きを見上げ、綾羽が苦くるしげに呟つぶやいた。

「まんまとハメられた。ここはやつらの作り上げた空間、わたしのエルフストリークは封ふうじられ、防ぼう御ぎよもできない。このままではやつの言うとおり、わたしたちは緩かん慢まんに殺ころされる。切り刻きざまれてな」

　絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きようだったが、[image: たつみ]たつみには現げん実じつ感かんに乏とぼしく、驚おどろくことすらできない。

「だが」

　綾あや羽はは迫せまり来る振ふり子に備そなえ、[image: たつみ]を抱だきかかえながら、

「あきらめることはない。ここのわたしたちにできることはないが、わたしの肉にく体たいは健けん在ぜんのはずだ。わたしは自分を信しんじる。お前も信じろ。いまできることはそれだけだ」

　どういうことだか解わからない。[image: たつみ]が言こと葉ばの意味を尋たずねるより先に、二撃げき目めの振り子が降ふりかかってきた。
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　窓まどの下を見た[image: たつみ]は戸と惑まどった。

　校こう舎しやの間ま際ぎわ、直下の地面には誰だれも、そして何も落ちてなどいなかった。

　香こう炉ろが満まん足ぞくげな微笑ほほえみとともに言う。

「ようこそ、我わが王おう国こくへ」

　幼よう女じよは舞まうように片かた手てを挙あげた。

「マイコプラズマ、あなたの左ひだり目めを拝はい借しやくします」

「くええええええっ！」

　あきらかな抗こう議ぎの叫さけびだった。しかし香炉は一いつ瞬しゆんたりとも容よう赦しやしない。ヌイグルミの左目に手を突つっ込こみ、ぶちぶちと何かを引きちぎる音を立てて眼がん球きゆうをえぐり出す。

　黒くろい硝子ガラス玉だま。

　くしゃり。

　手の内で生なま卵たまごを握にぎりつぶすような音がした。

　とろり。

　硬かたく握りしめた香炉の手から、墨ぼく汁じゆうのように黒く濃のう密みつな液えき体たいがしたたり落ちる。

　ぱた、ぱた。暗黒の液体は飛沫しぶきとなって床ゆかに落ち、点てん々てんと染しみを作り上げていく。

「ぐええええっ！」

　ヌイグルミがフェルト製せいの歯はを剝むき出して泣なき喚わめき、右みぎ目めに透とう明めいな液体を滲にじませる。

　それきり、何も起こらない。

　香炉は微笑ほほえみ続け、青年は茫ぼう洋ようとした目を伏ふせたまま黙だまっている。綾羽は身み構がまえたものの、疑うたがわしげに眉まゆ根ねをよせて、猫ねこ子こはほわんとした顔で立っていた。

　[image: たつみ]が戸と惑まどいから解かい放ほうされずにいると、

「しまった！」

　綾羽が苦く渋じゆうに満みちた叫びを上げた。

「精せい神しん攻こう撃げきだ！　わたしたちは──、ぐっ！」

　[image: たつみ]たつみは信じられない思いでそれを見た。誰だれも何もしていないのに、綾あや羽はの左ひだり腕うで、肘ひじの辺あたりが不ふ意いに爆はぜると制せい服ふくの布ぬの地じが切り裂さかれ、鮮せん血けつが飛んだのである。

「綾羽！」

「[image: たつみ]、わたしたちは精せい神しんと肉にく体たいを分ぶん離りされている。わたしたちの精神は《魔術師フアルムテイ》が構こう築ちくした精神世せ界かいに捕とらわれ、攻こう撃げきを受けているのだ。これはそのフィードバックだ」

「そうです」香こう炉ろが補ほ足そくする。「精神の受けた傷きずを肉体に還かん元げんする。それが〝左目〟の魔ま術じゆつ様よう式しきなのです。どうぞごゆっくり、死に至いたる責せめ苦くを存ぞん分ぶんに味あじわってくださいませ」

　綾羽は血ちに染そまった右手で拳こぶしを作った。白い光を集しゆう中ちゆうさせる。

「その前に、ここでお前たちを討うつ。お前たちの肉にく体たいに直接打だ撃げきを叩たたき込めば、《魔術師》よりもわたしに分ぶがある」

「存ぞんじておりますわ」

　香炉の自じ信しんは揺ゆるがないようだった。

「マイコプラズマ、あなたの肝かん臓ぞうを拝はい借しやくします」

　言うが早いが、香炉はカンガルーの腹はらポケットに手を突つっ込んだ。

「ぎえええええええっ」ヌイグルミは啼なく。

　幼よう女じよの手は、赤黒い肉にく塊かいを引きずり出していた。ぐしゃりと握にぎりつぶし、カンガルーの体たい液えきなのだろうか、腕を振って粘ねん性せいの液体を振り撤まいた。

「先生、お願ねがいします」

「……ああ……」

　青せい年ねんは影かげの差した顔かおをつと上げると、

「やっぱりしなくちゃダメかい……香炉……これはこれで疲つかれるんだよねぇ……」

「先生」

「わかったよ、香炉……そんな恐こわい顔をしないでおくれよ……」

　当とう然ぜんのことだが、そんな二人の会話を綾羽は黙だまって聞いてはいなかった。傷きずついた左腕を垂たらしながら、床ゆかを蹴けって強きよう烈れつな右拳を叩き込み──。

　ばしっ。

　拳が香炉のすぐ鼻はな先さきで弾はじかれた。

「くう──」

　綾羽が表ひよう情じようを悲ひ痛つうにする。

　青年が挨あい拶さつするように片かた手てを半はん端ぱに挙あげていた。その手にも光が宿やどっている。綾羽のものとは違ちがい、清せい冽れつな輝かがやきとはまったく異ことなる。救きゆう急きゆう車しや両りようのような赤い輝き。

　その輝きは青年と幼女、彼女の持つヌイグルミを覆おおっていた。

「物ぶつ理り障しよう壁へきです」

　またしても香炉が補足してくれる。じんわりとした笑え顔がおで、

「わたしたちは研けん究きゆう熱ねつ心しんです。対《妖精アプリリス》、対エルフストリークへの備そなえも滞とどこおりなくおこなっているのです。これはその一つ。マイコプラズマの〝肝かん臓ぞう〟は、妖よう精せいさん、あなたのどんな攻こう撃げきをも受け付けません」

　美び麗れいな幼おさない顔かおを師し匠しように向け、

「これは先生のお得とく意いな術じゆつなのですわ。わたしは守まもりよりも痛いためつけること好このみますので」

「ち、」

　舌したを鳴ならした綾あや羽はは、拳こぶしを引いて下がり、新たな攻撃を繰くり出そうとしたところで、

「うっ……！」

　右みぎ脚あし、膝ひざの裏うらが裂さけて鮮せん血けつがほとばしった。踏ふん張ばりがきかず、膝をついた綾羽の背せ中なかに大きな裂れつ傷しようが新たに生まれ、

「ぐあっ」

　たちまち血ちみどろになっていく制せい服ふく姿すがたに、[image: たつみ]たつみは考えることもできずに駆かけ寄よった。

「綾羽！」

　他ほかに言こと葉ばがない。[image: たつみ]にはどうしようもなかった。できるのは誰だれかに助たすけを求もとめるくらいのものだ。

「猫ねこ子こ！」

　この場に他には誰もいない。頼たよりになりそうなのは、その小さな疑ぎ似じ妹いもうとだけだ。

「はぁい？」

　きょとんとしていた猫子は、必ひつ死しに訴うつたえかける顔の[image: たつみ]を見て、すべきことを悟さとったようだ。

　即そく座ざに胸むな元もとに両手を入れ、異い相そう空くう間かんにポケットしていた兵へい器きを取り出した。見るからに重そうなロケットランチャー。細い肩かたに担かついだ猫子は、タイムラグなしに撃うち放はなった。

　爆ばく音おんが連続し、火か炎えんと黒こく煙えんが《魔術師フアルムテイ》の二人を取り巻まいた。

　結果は言うまでもない。

　薄うすれていく煙けむりの中、無む傷きずで平へい然ぜんと立っている二人組。

　うずくまった綾羽の肩かたに手をかけながら、[image: たつみ]は絶ぜつ望ぼう的てきな目を天てん井じように向けた。
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「そろそろあたしたちの出番じゃない？」

　校こう舎しやの屋おく上じよう、爽さわやかな陽よう光こうを浴あびながら寝ねころんでいる金きん髪ぱつ娘むすめが、横よこで日ひ傘がさを差し向けているメイド眼鏡めがねに問とう。

「なんだか綾羽、《魔術師》の精せい神しん攻撃にハマってるみたいだわ。まったく、不ふ注ちゆう意いねえ。あれじゃどうしようもないわ」

「ですわねえ」

　すみれ台だいは微笑ほほえみながら片かた手てを頰ほおに当て、

「パターンを崩くずされて不ふ意いを打うたれたのでしょうね。襲しゆう撃げきがあるとしても、放ほう課か後ごか帰き宅たく途と中ちゆうだと刷すり込まれてしまったのでしょう。無理もありません」

　媛ひめは青空を仰あおぎ見ている。流れる雲くもに強い視し線せんを突つきつけて、

「あたしなら不ふ意いを打たれる前にやっつけるけどねっ。だから《妖精アプリリス》はダメなのよ。単たん純じゆんで、お人好よし」

「それがいいところでもありますけれど」

「まあね」

　気だるそうに媛は身体からだを起こし、屋おく上じようの柵さくを睨にらみつけた。

「このまま放ほうっておいて死んじゃったら寝ね覚ざめが悪いわ。助たすけに行く？」

「それがわたしたちに課かせられた仕し事ごとです」

　すみれ台は日ひ傘がさを畳たたみ、微笑みはそのままに、

「ですが媛。どうやらわたしたちに動いて欲ほしくない方々がおられるようです。《魔術師フアルムテイ》の方々の他にも、[image: たつみ]たつみさんを死なせたくてたまらないような方々が。お気づきですか？」

「あたしをナメないでよね、すみれ台。とうに気づいてるわよ」

　媛が目を向けている鉄てつ柵さく付ふ近きんに、ぼんやりとした人ひと影かげが蜃しん気き楼ろうのように揺ゆれていた。薄うすい幽ゆう霊れいのような姿すがたが、徐じよ々じよに輪りん郭かくを確かつ固こたるものにしていく。

　そう待まつこともなく、屋上にいる人影は媛とすみれ台を合わせて三つになった。

　新しく登とう場じようしたその人物は、全ぜん身しんにソフトフォーカスをかけたようなボヤけた姿をとっている。この高校の制せい服ふくを着た女子。だが、彼女もまた普ふ通つうの人間ではなさそうだ。

　なぜなら彼女は、背はい後ごに身みの丈たけ三メートルにも達しようかという天てん使し像ぞうを従したがえていた。大だい理り石せきでできた、白い男の天使。

　その天使像の両りよう腕うでが石の欠片かけらをパラパラ落としながら持ち上がった。

　石の矢やをつがえた弓ゆみを持ち、狙ねらいを媛に向けている。

「ふふん」

　媛は不ふ敵てきに笑い、木ぼく刀とうを手に立ち上がった。

「《天使テイシユリー》は《魔術師》と組んだわけね。はん、似に合あいの取り合わせよねっ」

　片手で握にぎった木刀を真まっ直すぐに立てる。すみれ台が半はん歩ぽ、媛から下がった場所に位い置ちを取り直し、天使像を背負った少女に微笑みかけた。

　屋上の縁へりに立ち、天使像と柵を背せに、その少女も微笑んだ。ここに男がいたら、全員がその笑み一つで解とけ崩くずれるような、まさに天使の笑え顔がおだった。

「さっさととっちめて、綾あや羽はを助けに行くわよ」

　強つよ気きに宣せん言げんする媛に、すみれ台は首くびを傾かしげた。

「できますかしら。あの《天使》の方、かなり剣けん吞のんな気け配はいを感じます。間まに合うかどうか、五ご分ぶ五分といったところかと」

「ふふん。そんときはそんときよ」

　媛ひめは木ぼく刀とうを握にぎる拳こぶしに力を込める。

　その木刀が燃もえ上がった。一いつ瞬しゆんにして木もく製せいの刀かたなは灰はいとなり、灰は風に乗のって飛び散ちる。偽いつわりの剣つるぎは姿すがたを消し、真しんの剣が媛の手に握られて全ぜん貌ぼうを現あらわした。

　美うつくしい文もん様ようの刻きざまれた諸もろ刃はの聖せい剣けん。《剣メ精イ》の本体にして現うつし身み。

「待またせたわね」

　媛は剣に向かって声こえをかけた。

「綾あや羽はを斬きるわけにはいかなかったけど、こいつなら遠えん慮りよなしでいけるわ。さっさと斬り飛ばして、あたしたちの力の源みなもとになってもらいましょっ」

　天てん使し像ぞうが、つがえた石いし矢やを放つのと、媛が屋おく上じようを蹴けったのはほぼ同時。

「[image: かんたんふ]」

　飛ばされた一本の矢が、空中で百の矢に分ぶん裂れつするのと、すみれ台が屋上を蹴ったのは寸すん毫ごうの狂くるいもなく同時だった。
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　暗あん黒こくの世せ界かいは、二人だけの世界でもあった。

　そこにいるのは[image: たつみ]たつみと綾羽のみ。

　精せい神しん世界に閉とじこめられ、一方的に攻こう撃げきを受けている二人の哀あわれな《魔術師フアルムテイ》の獲え物ものだ。

　全方位から襲おそってくる刃はの振ふり子こは、絶ぜつ妙みよう地ちタイミングをずらして[image: たつみ]のもとに降ふり注そそいでいた。その[image: たつみ]を庇かばうため、時には身体からだを支ささえて跳とび、時には自分の身体を投げ出して振り子の刃を受ける綾羽は、すでに動いているのが不ふ思し議ぎなほど傷きずだらけになっている。

　ぶううううーん。

　迫せまった振り子を目の端はしに捉とらえ、綾羽は[image: たつみ]の肩かたをつかんで伏ふせさせた。[image: たつみ]の保ほ護ごを最さい優ゆう先せんにしているため、自じ身しんの回かい避ひはどうしても遅おくれる。

「……うっ」

　刃の先が綾羽の背せを掠かすめ、制せい服ふくの布ぬの地じと皮ひ膚ふの一部を持ち去さった。[image: たつみ]の背中にまた一つ、緋ひ色いろの飛沫しぶきが落ちる。

「綾羽！　もういいよ！」

　綾羽の手によって引きずり回されるだけだったにもかかわらず、[image: たつみ]の息いきは切れ切れだった。いわんや、そうしている綾羽はもはや呼こ吸きゆうもおぼつかない。それは蒼そう白はくな顔と、血ち塗ぬられた全身が物もの語がたっていた。

「僕のことはかまわなくていい！　これ以上は続けると、君が──」

「うるさい、黙だまれ」

　次に接せつ近きんする振ふり子こから目を離はなさず、綾あや羽はは荒あらい息いきで言った。

「お前を死なせるものか。言ったはずだ。お前の守しゆ護ごがわたしの任にん務むであると。たとえこの身みが生なま肉にくの欠片かけらとなろうとも、わたしはお前を守護し続ける」

　綾羽は[image: たつみ]たつみを突つき飛ばし、その[image: たつみ]に覆おおい被かぶさるように倒たおれ込んだ。

　振ふり子この刃はが綾羽の太ふと股ももを切り裂さいて、闇やみに消える。

「……わたしを甘あまく見るな、[image: たつみ]」

　すぐ耳みみ元もとで、弱々しい声が囁ささやく。

「ここでのわたしは無む力りよくだ。だが、わたしはもう一人いる。そして……」

　続つづく言こと葉ばは聞こえなかった。すぐさま[image: たつみ]は荒あら々あらしく引き起こされ、次に迫せまった振り子から逃のがれるために跳ひ躍やくした綾羽によって手て荷に物もつのように振り回された。
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　現げん実じつの世せ界かいでも、すでに綾羽の流りゆう血けつは度どを超こしていた。

　誰だれも手も触ふれていないのに、綾羽の身体からだは切り裂かれ、吹ふき出す鮮せん血けつが教室の床ゆかに血ち溜だまりを作っていく。精せい神しん世界とまったく同じ位い置ちに傷きずはあり、流れる血の量りようも同じだが、ここにいる[image: たつみ]には確かく認にんしようもないことだった。彼には別の世界で自分たちがどんな攻こう撃げきを受けているかも知ることができない。

　ただ自分自身が未いまだ無む傷であることから、綾羽が自分を犠ぎ牲せいにして守まもってくれていることだけは明めい確かくだった。

　もう一つ明確なのは、猫ねこ子この繰くり出す火か器き攻こう撃げきが奇き怪かいな風ふう体ていの《魔術師フアルムテイ》二人組に何ら効こう果かをもたらさないということだ。

「……やめろ、猫子」

　片かた手て片かた膝ひざをつき、ぜいぜいと呼こ吸きゆうする合あい間まに、綾羽が呻うめくように指し示じした。

「無む駄だだ。やつらには通用しない……。《科マ学ー者ガ》本体がいるなら別だが、お前では無理だ……ぐっ」

　太股から血が噴ふん出しゆつしたが、傷きず口ぐちを押さえる余よ裕ゆうは残されていない。[image: たつみ]の両手はすでに綾羽の他の傷を押さえるためにふさがっていた。

「ふわぁぁ」

　猫子は泣なきそうな顔でパンツァーファウストの砲ほう口こうを下ろした。

「綾羽お姉ねえちゃーん、死んじゃ嫌いやですーう」

　[image: たつみ]も完全に同感だった。このまま放置すれば綾羽の命いのちは早そう急きゆうに尽つき果はてる。そうなれば次は[image: たつみ]の番だ。だが、[image: たつみ]は自分のことなどどうでもよかった。ただ綾羽を救すくいたい。

「どうすればいい？　綾あや羽は、僕ぼくにも何か……」

「お前にできることなどあるものか」

　綾羽はゆっくり顔かおを上げ、驚おどろくべきことに微び笑しようした。苦く痛つうにまみれてはいたが、赤く汚よごれた白い顔は確たしかにほころぶ。

「お前は安心しているのが仕し事ごとだ。なんとかするのはわたしの仕事だ……」

　ゆらりと綾羽は立ち上がる。動いたせいで傷きず口ぐちから新しん鮮せんな血ちが流れ落ちたが、それを拭ぬぐうこともせず、

「猫ねこ子こ、気に入らないが最後の手しゆ段だんだ……」

　目に涙なみだを溜ためる猫めいた女の子に、

「わたしはこれから全力をもってやつらの障しよう壁へきにぶつかる。可か能のう性せいは薄うすいが、それでわずかでも隙すきをつくることができるかもしれん。お前はそこをつけ」

「はぁ、はぁい。でもぅ」

「黙だまって従したがえ。いいな」

「はい、はぁい」

　こっくりとする猫子に一いち瞥べつを与あたえ、[image: たつみ]の手を振り払はらって、綾羽は香こう炉ろと青せい年ねんに相あい対たいした。

「何をなさるおつもり？」

　香炉が愛あいらしく首くびを傾かしげて微笑ほほえむ。

「先生、ご覧らんください。窮きゆう鼠そが猫ねこを嚙かもうとしているの図ずですわ。なんとも、物もの悲がなしい風ふう景けいではございませんこと？」

「……うーん……悲しいのかなぁ……本人が望のぞむなら、悲ひ劇げきでも時には喜き劇に変わるからねえ……いいんじゃないか？」

　青年は帽ぼう子しの鍔つばで顔を隠かくし、やりきれなさそうに言った。

「……まあ、君に任まかせるよ……香炉。……全部ね」

「はい。最初からそのつもりですので」

　綾羽の顔に壮そう絶ぜつな笑えみが浮かんだ。怒いかりのあまり笑うしかないといった表ひよう情じようで、意い識しきせずに浮かんだような笑みだった。

「……いくぞ、不ふ埒らちな者ども」

　血だらけの両りよう拳こぶし、両足もとが白い光に包つつまれた。[image: たつみ]には感じられないが、それは綾羽に現げん存ぞんするほとんどすべての生せい命めい力りよくを変へん換かんしたものに相当する。

　猫子が新あらたな武ぶ器きを出す。大だい口こう径けいの対たい戦せん車しやライフル。装そう塡てんされているのは、この距きよ離りならどんな装そう甲こうでも貫かん通つうするであろう鉄てつ鋼こう弾だんだ。

　スタートの合あい図ずをすることなく、綾羽が最後の跳ちよう躍やくに出た。超ちよう高こう速そく移い動どう、瞬しゆん時じに[image: たつみ]の目の間から消える。ただ風ふう圧あつと、それに乗のった血ち飛沫しぶきだけが[image: たつみ]の顔に降ふりかかった。

　その直後、

　重じゆう金きん属ぞくと鉄てつ鉱こう石せきを亜あ光こう速そくでぶつけ合ったような音が、教室内と[image: たつみ]たつみの鼓こ膜まくを揺ゆるがした。

　綾あや羽はの一いち撃げきが、香こう炉ろたちの寸すん前ぜんで止められている。

　ずるり、と綾羽が崩くずれ落ち、同時に猫ねこ子こがライフルを発はつ射しやした。とんでもない轟ごう音おんは発射の際さいのものか、それとも直ちよく撃げき弾だんだったせいか──。

　願ねがいは虚むなしいものだった。香炉の直前で鋼こう鉄てつの弾だん丸がんは、鋼鉄の欠片かけらとなって四し散さんする。

　だめか……。

　せめて。

　[image: たつみ]は綾羽の元もとに急ぐ。抱だき起こした綾羽はがくりと首くびを後ろにうなだれさせ、目を開けない。弱よわい呼こ吸きゆうだけが命いのちのよりどころだった。

　青せい年ねんが帽ぼう子しの鍔つばを指で上げ、

「……うーん……今の一撃は効きいたよ……。亀き裂れつ修しゆう復ふくに時間がかかる……君、何と言ったかなぁ……うん、君も、ただの邪じや妖よう精せいじゃないね……」

　ぷしっ。

　制せい服ふくの肩かたが爆はぜた。鮮せん血けつを空中に振り撤まき、綾羽は身体からだを震ふるわせて目を開ける。全ぜん身しん、至いたる所に切り傷きずを得えているというのに、強きよう烈れつなまでに敵てき意いをみなぎらせる綾羽の顔は凄せい惨さんの域いきに入っていた。

「まだあきらめないのですか」

　香炉は呆あきれたように、

「わたし、あなたがたを楽に死なせるつもりはありませんが、自みずから苦く痛つうを課かそうという神しん経けいは理り解かい不ふ能のうです。もはやここまで。自じ害がいなさったほうがよろしいのでは？　すぐに朝あさ凪なぎ[image: たつみ]様さまも後を追おってくれますわ」

　[image: たつみ]は歯はを嚙かみしめる。どうしてこんな目に遭あわねばならない。どうして自分のせいで綾羽がこんなことにならなくてはならない。もし誰だれかを呪のろえるなら、[image: たつみ]はこんな現げん実じつを呪っただろう。理解不能なのは[image: たつみ]のほうだ。何もかも。

　[image: たつみ]は理り不ふ尽じんなこの現実があることを疑った。すべてが馬ば鹿かげていた。怒いかりのあまり、猫子がすぐそばに来ていたことにも気づかなかったくらいだ。

「お兄ちゃーん」

　アンテナ髪がみを揺らし、猫子が顔を上向けていた。

「お願ねがいがありまぁす」

　こんな時に、どんな願い事をするつもりなのだろう。

「よいしょっ」

　猫子は両手を背はい後ごに回すと、服ふくの背せをつかんで思い切り引き裂さいた。[image: たつみ]が何度も見た、柔やわい肌はだの背中が露あらわになる。今度は[image: たつみ]が何もせずとも、例れいのハッチがするりと開く。

　見み覚おぼえのあるプレートと、タッチパネルが浮ふ上じようする。

「ボタンのですねー、一番真ん中のやつを、タタタンタンタンタンターン、ってリズムで押してくださぁい。お願ねがいでぇす」

　[image: たつみ]たつみはほぼ無む思し考こう状じよう態たいで指ゆびを伸のばした。その人ひと差さし指も綾あや羽はの血ちで濡ぬれている。押おし間ま違ちがえることなく、[image: たつみ]は言われるがままに猫ねこ子この内部にあるボタンを押した。

　二人の《魔術師フアルムテイ》はすっかり余よ裕ゆうなのか、興きよう味み深そうにその様よう子すを眺ながめていた。

　[image: たつみ]が指を離はなすと、猫子は嬉うれしそうに笑った。

「はぁい。外部こまんど、受じゆ領りようしましたぁ」

　ハッチが閉じ、継つぎ目も消える。猫子は立ち上がって、[image: たつみ]に言った。

「これより自じ律りつ自じ爆ばくに入りまぁす。かうんとだうん、省しよう略りやくしまーす。待たい避ひしてくださーい」

　[image: たつみ]は目を見開き、口を開いて、しかし何も言うことができなかった。猫子がニコヤカに両手を伸ばし、綾羽を抱だきしめた[image: たつみ]をものすごい力で突つき飛ばしたからだ。[image: たつみ]と綾羽はもつれ合ったまま、教室の端はしへと吹ふっ飛ばされる。

「猫子……!?」

　そして猫子は、ひらりと片かた手てを振ると、香こう炉ろと青せい年ねんに向かって駆かけ出し──。




　　　　＊＊＊




　その爆ばく発はつがどのようなものだったのかは、学校の外から眺めていた者がいたら一いち目もく瞭りよう然ぜんだっただろう。

　学校の外がい壁へきを瞬しゆん時じに原げん子し分ぶん解かいさせた爆ばく炎えんは、長大なレイビームとなって斜ななめ上じよう空くうに飛び出し、全長百キロに渡わたって空中を焦こがした。大たい気きをプラズマ化かさせながら伸びた熱ねつと光の帯おびは、まるで断だん末まつ魔まのようにゆっくりと薄うすれゆき、やがて静せい粛じやくさを取り戻もどした。

　残ったものは、高校の壁、[image: たつみ]たちの教室の外側に空あいた直ちよつ径けい三メートルほどの真しん円えんだけだ。

　強きよう烈れつな爆発とともに、二人の《魔術師》と一体の異い形ぎようのヌイグルミは跡あと形かたもなく消え失うせていた。

　猫子も。

　あの小さなアンテナ頭あたまの少女はどこにもいない。

　血まみれの教室には、意い識しきを失うしなった綾羽と、表ひよう情じようの一いつ切さいを驚きよう愕がくに占しめさせた[image: たつみ]だけがいて、粉ふん塵じんの舞まい散ちる中でへたり込むばかりだった。

　綾羽を抱きしめて腰こしを落とした[image: たつみ]の前に、小さく煌きらめく物が転ころがっていた。壁の大おお穴あなから差し込んだ光を反はん射しやしているそれは、あの小さなプレートだ。猫子の中にあった、英えい数すう字じの羅ら列れつ。ＦＲＦ─12ＴＳ・Ｘ００４。

　手を伸ばせば拾ひろえそうに近いところに落ちていたが、[image: たつみ]は漠ばくとした目をずっと金きん属ぞく板ばんに落とし続けていた。だくだくと血を流し続ける綾羽を離はなしたくないというのが一つの理り由ゆうで、二つ目は未いまだに信じがたかったからだ。猫ねこ子こは自じ爆ばくし、奇き妙みような刺し客かくたちを道みち連づれに消えた。

　当たり前だが[image: たつみ]たつみには事じ態たいの子し細さいは解わからないままだ。

　自分がプッシュしたボタンとそのリズムが、猫子の自由意い思しによる自爆を誘ゆう因いんし、本ほん来らいなら半はん径けい三十キロ以内を焦しよう土どとすべく発はつ動どうした爆ばく発はつが猫子のコントロールによって指し向こう性せいを持ち、ただ一点にむけて収しゆう束そくした結果、直ちよつ径けい三メートルという狭きよう隘あいさと全長百キロに及およぶ破は壊かいビームに変へん換かんされたのだ──ということなど、[image: たつみ]に理り解かいできようはずはない。

　まして、そうしてまでの猫子の攻こう撃げきが《魔術師フアルムテイ》に通つう用ようしたのは、直前に綾あや羽はが放はなった殴おう撃げきによって障しよう壁へきが傷きずついていたから──ということなど頭の端はしにも浮かびはしない。

　彼に解ったのは、目の前で展てん開かいされた事じ実じつだけだった。

「うう……？」

　[image: たつみ]は頭を押さえた。二種類の記き憶おくが融ゆう合ごうし、現げん実じつ感かん覚かくがわずかに揺ゆらぐ。一つの記憶は真っ暗な世界で多数の振ふり子こに怯おびえていたもの。もう一つは、現げん在ざいと地じ続つづきの現実空間でのものだった。しかし記憶の揺らぎは瞬またたく間まに消え失せ、どちらも真実として[image: たつみ]の頭に定てい着ちやくした。分ぶん裂れつしていた精せい神しんが統とう合ごうしたショックのおかげか、[image: たつみ]は意い識しきの空くう白はく状じよう態たいから脱だつした。

「綾羽！」

　いま[image: たつみ]が最さい優ゆう先せんで考えるべきは彼女の容よう態たいだ。大たい量りよう出しゆつ血けつで紙よりも白くなった顔から生せい気きが秒びよう単たん位いで抜け落ちていく。

　[image: たつみ]がわななく手で綾羽を抱だき起こそうとしていると、教室の扉とびらがからんと開かれ、大おお股またで入ってきた者がいた。

「あーあ。ずいぶんとまぁ、ズッタズタにされちゃってもう。あー情なさけないったら」

　挑ちよう戦せん的てきな目を吊つり上げ、金きん髪ぱつのサイドテールを歩くたびに揺らしている。そして、その後を優ゆう美びに微笑ほほえんでついてきたメイド眼鏡めがねの美び人じん。

　[image: たつみ]によくよく観かん察さつする余よ裕ゆうがあれば、媛ひめのまとう制せい服ふくのところどころが白い埃ほこりで汚よごれ、解ほつれていることに気づけただろうが、もちろんそんな目め配くばりをする精神状態は[image: たつみ]と縁えん遠どおいものだった。この際さい誰だれでもよかった。綾羽を救すくってくれる者なら。本ほん来らいなら姉あねに期き待たいしたかったが、この二人はどうなのだろう。味み方かたでいいのか？

　[image: たつみ]が舌したをもつれさせ、声せい帯たいの機き能のうを何とか回かい復ふくさせようとしているうちに、媛は荘そう厳ごんな表ひよう情じようで綾羽の上に影かげを落とした。

　綾羽の身体からだが微び動どうした。垂たれ落ちる血ち糊のりで貼はり付けられていたような目ま蓋ぶたが少しだけ開き、栄えい養よう失しつ調ちようの蝶ちようの羽はばたきのような声が、

「……遅おそかったではないか……。登とう場じようのタイミングを見み計はからっていたのではなかったか……」

　綾羽がまだ意識を保たもっていたことに[image: たつみ]はやや安あん堵どしたが、あまりに細すぎるその声がまるで冥めい界かいへの途と上じようにあるように思い、

「綾羽、喋しやべらなくていい。すぐに病びよう院いんに──」

「いかなくてもいいわよ」と媛ひめがむっつりと言って、「すみれ台だい、治ち療りようしてやってよね」

「ええ、仰おおせのままに」

　すみれ台は血ち溜だまりで服ふくが汚よごれることを気にせず、その場に跪ひざまずくと、固かたく抱だき留とめている[image: たつみ]たつみの手から綾あや羽はをそっと取り上げ、教室の床ゆかに寝ねかせた。

　いつしかすみれ台の手には、ハタキとしか思えない物が握にぎられている。眼鏡めがねの奥おくで目を閉とじ、メイド装しよう束ぞくをした従じゆう者しやは、呪じゆ術じゆつ師しのように綾羽の身体からだの上でハタキを振り始めた。

　[image: たつみ]は黙だまって見ているしかなく、何か言いたそうな媛も言こと葉ばを自じ粛しゆくして綾羽の擦さつ過か傷しようだらけの顔かおを見下ろしている。ハタキが宙ちゆうを叩たたくパタパタとした音だけがしばらく続き、そんな無む言ごんの空くう間かんを終わりとしたのは、綾羽の唇くちびるから漏もれた息いきを吐はく音だった。

「は──。ふう──」

　もう衣い服ふくとは言えないほどズタズタになった制せい服ふくから地じ肌はだがもろに覗のぞいている。媛が羨うらやむのも解わかる身体の線せんがほとんど露あらわになっていた。その血で汚された肌はだに、少しずつ生せい気きが蘇よみがえってきた。綾羽は薄うすく開いた目をゆるゆると動かし、ぼんやりとハタキの先を追っていたが、やがて、

「……礼れいを言おう。すみれ台。わたしは助かったようだ……」

「止し血けつ、及および造ぞう血けつ処しよ理りを施ほどこしました」

　すみれ台は笑えみを広げ、ハタキの動きを止めた。

[image: ]

「裂れつ傷しようのほうは優ゆう先せん度どの高いところを緊きん急きゆう処しよ置ちしたのみですけれど、戦せん闘とう行動はともかく、普ふ通つうに歩く程てい度どなら傷きずが開くことはないですわ。どれだけの安あん静せいが必ひつ要ようなのかは、綾あや羽はさん、あなたしだいです」

「じゅうぶんだ」

　綾羽はむくりと上じよう体たいを起こし、顔かお半分を苦く痛つうに歪ゆがませた。

「麻ま酔すい処しよ理りもしたほうがよろしかったでしょうか？」とすみれ台だい。

「いや、いい。後の傷はわたし自じ身しんで治なおす。世話をかけた」

　本ほん調ちよう子しとは言えなかったが、口く調ちように活かつ力りよくが戻り始めていた。

「それだけ？」

　媛ひめが下した唇くちびるを突つき出すように、

「もっと何かあってもいいんじゃないの？　ありがとうございます、とかさっ」

「ああ」

　綾羽は袖そで口ぐちをまくり上げ、閉じてはいるものの見るからに痛いたそうな傷が赤く線せんを走らせているのに顔をしかめながら、

「感かん謝しやする、すみれ台。借かりができた」

　しかめた綾羽の顔がさらに曇くもった。壁かべに空あいた穴あなを見て、それから教室内の惨さん状じようを見み渡わたし、

「猫ねこ子こにもな」

　[image: たつみ]は手のプレートを握にぎり直した。

　綾羽は数すう秒びようほど目を伏ふせて、考えた末すえのような顔かおつきをする。ためらいがちに[image: たつみ]を見上げた。

「[image: たつみ]」

　暗い声だった。

「ケガはないか。お前を濡ぬらしているその血ちは、わたしだけのものか。もしお前に傷一つでもついているのなら、わたしの任にん務むの半分は失しつ敗ぱいしたも同どう然ぜんなのだが」

「ぜんぜん無む傷だよ。どこも痛いたくない」

　[image: たつみ]は夢ゆめを見ているような感かん覚かくで応こたえた。綾羽がこうまでになって自分の心しん配ぱいをしている理り由ゆうが理り解かい不ふ能のうもいいところだった。彼かの女じよがいなければ[image: たつみ]は確かく実じつに死んでいただろう。綾羽が自分を盾たてにしてくれなかったら。そして、猫子が自じ爆ばくしなかったなら。

　綾羽はまた壁に空いた穴を見た。

「《魔術師フアルムテイ》どもはどうなっただろう。死んだか？」

「さぁねぇ」

　媛が皮ひ肉にくな笑え顔がおを作った。

「あれくらいで死んじゃうとは思えないわね。どっかで再さい起きを狙ねらってんじゃない？」

　じっくりと媛は綾羽の全ぜん身しんを眺ながめて、吹ふき出した。

「にしてもさぁ、あんたそれ、やられすぎじゃん！　なにその格かつ好こう、最近流りゆう行こうのファッション？　ボロ布ぬのを着きるのが？　ははっ。いい気き味み」

　綾あや羽ははよろよろと立ち上がった。すみれ台だいの治ち療りようがよほど効きいたのか、それとも本ほん来らい持ち合わせている打うたれ強さなのか、たぶんその両方なのだろうが、[image: たつみ]たつみは驚おどろきつつすかさず肩かたを差さし出した。綾羽はその肩に素す直なおにつかまり、媛ひめを睨にらみつける。

「お前こそ、どこで何をしていた。すみれ台に対して礼れいを尽つくすに疑ぎ問もんの余よ地ちはないが、お前に感かん謝しやするいわれなどないぞ」

　睨み返す媛に代わり、すみれ台が言こと葉ばを挟はさんだ。

「ちょっと別口のかたと戦たたかいなどしておりまして。それで遅おくれてしまったのですわ。媛のご無ぶ礼れい、わたしが成なりかわりまして謝しや罪ざい申もうし上げます」

「すみれ台！　こんなやつに謝あやまることなんかぜっんぜんないわっ。ちょっと手て間ま取っただけじゃん！　あたしは負まけてないっ」

「勝ってもいませんけどね」

　すみれ台はにこりと一礼して、今度は[image: たつみ]に顔を向けて言った。

「[image: たつみ]様さま、綾羽さんの傷きずはひとまず塞ふさぎましたが、物ぶつ理り的てきな治療が必ひつ要ようなのは見ての通りです。わたしとしましては、保ほ健けん室しつにお運はこびするのが得とく策さくかと思うのですけれど」

「ああ……うん、そうだね」

　[image: たつみ]は肩に載のっていた綾羽の手を取ろうとして、拒きよ絶ぜつされた。

「いい。わたしは自分の足で歩いていく。歩ほ行こうに問もん題だいはない」

　そう言いつつ、一いつ歩ぽ踏ふみ出した綾羽は「ぐう」と呻うめいて膝ひざを屈くつした。

「綾羽さん」

　すみれ台が優やさしげに、

「[image: たつみ]様におぶっていただくことを推すい奨しようしますわ。せっかく閉とじた傷を開かせてしまっては、わたしとしましても治ち癒ゆしたかいがありませんし」

　悪戯いたずらっぽい笑え顔がおとなったすみれ台は、

「わたしの進しん言げんを受け入れてくださいましたら、先さき程ほどの借かりはなかったことにしてもよいのですけれど。いかがです？」

　綾羽は貧ひん血けつ気ぎ味みの顔をしかめさせていたが、いかにもしぶしぶといった感じで首しゆ肯こうした。

「お前がそう言うならしかたがないな。[image: たつみ]、わたしを背せ負おえ。どこなりと連つれて行くがいい」

　ほんとうにどこでもいいのかな、と思いながら[image: たつみ]は綾羽を背負う。彼かれの筋きん力りよくでは決して軽いというわけではなかったが、このまま二度と下ろしたくないような気がした。

　と、そこに──。

「うわっ、なんだこれは」

　開けっ放ぱなしの戸と口ぐちで、[image: たつみ]のクラスメイトが目を剝むき出して立っていた。石いし丸まる文ふみ一いち郎ろう、自じ称しよう[image: たつみ]の親友にして、綾羽による最大の被ひ害がい者しやでもある。

　石いし丸まるは教室の惨さん状じように啞あ然ぜんとし、綾あや羽はを背せ負おう[image: たつみ]たつみに驚きよう愕がくの目を向け、媛ひめとすみれ台だいの上で視し線せんを滑すべらせながら、

「どうなってんだ。机つくえはどこいった。なんだあのデカい穴あなは。一いつ体たい何がどうしてこうなって、お前は何をしてんだ。おい、[image: たつみ]──！」

　石丸が[image: たつみ]に近ちか寄よろうと足を踏ふみ出したのと時を同じくして、その肩かたをがっしとつかんで止める者がいた。

「津つ波なみ姉ねえさん……」

　[image: たつみ]の呟つぶやき通り、姉あねが平へい時じと変わらぬ顔をして、

「ここはいいから、あんたはさっさと綾羽をどこかに運はこびなさい。このままでは授じゆ業ぎようにならないわ。石丸君、あんたは用よう務む員いんさんに言って、人数分の机と椅い子すを持ってくるよう依い頼らいしなさい。ついでにあんたも手て伝つだうことね」

「あら？」

　戸口から次のクラスメイトが顔かおを覗のぞかせた。森もり村むら千ち夏なつ。

「おはよう、朝あさ凪なぎ君くん。どうしたの？　教室のこれ、またあなたたちが何かしちゃった？」

　見ると、他のクラスメイトたちが鞄かばんを片かた手てに廊ろう下かに集まりだしている。

　机や椅子とともにどこかに消えていた級きゆう友ゆうたちだった。

「みんな、無ぶ事じだったの？」

　[image: たつみ]の問といに、石丸も千夏もきょとんとした。

「無事も何も」と千夏。「あたしたちは今、時間通りに登とう校こうしてきたばかりよ。朝凪君こそ、だいじょうぶ？　綾羽さんは無事には見えないけど。そういや、机はどこ行ったの？」

　[image: たつみ]が答えに困こまっていると、背はい後ごから囁ささやき声が、

「[image: たつみ]。わたしたちは時間の感かん覚かくを狂くるわされていたのだ。そう、おそらくは目め覚ざめたときからだろう。その時からわたしたちは《魔術師フアルムテイ》の術じゆつ下かにあった。いつもより早い時間に、無む人じんの教室に登校するよう仕し向むけられていたわけだ……」

　綾羽の小さな声こえは悔くやしさに満みちているようだった。

「《魔術師》どもめ……。手の込んだことをする……。だがわたしは学んだぞ。次はこうはいかない。二人まとめて……」

　パンパンと手を打つ音が綾羽を遮さえぎった。津波が号ごう令れいをかける。

「さあ、みんな。石丸君を手伝って、机と椅子を用よう具ぐ室しつから持ってきなさい。たぶん、そこでなくなっていた自分たちの机と椅子を発見できるわ。まずはここで授業ができるようにしないとね」

「朝凪先生」

　千夏が挙きよ手しゆして言った。

「こんなところでまだ授業をしないといけないんですか？　壁かべに穴空あいてますけど」

「いいこと、森村さん」

　津つ波なみは冷れい然ぜんとした態たい度どで、

「空くう襲しゆう直後の瓦が礫れきの山でも授じゆ業ぎようしてた教師だっていたのよ。そんな青空教室に比くらべたら、ここはまだ天てん井じようがあるぶんマシでしょうが。ましてや今は戦せん時じ中ちゆうでも、爆ばく撃げきの心しん配ぱいもないのだから、ここで勉べん学がくにいそしむのに何の問題があるっていうの？　贅ぜい沢たく言いすぎよ」

　千ち夏なつは呆あきれたように肩かたをすくめ、津波は弟おとうとに命めい令れい口く調ちようで言った。

「あんたは綾あや羽はを保ほ健けん室しつまで運はこぶことにいそしみなさい。それから、これ」

　差さし出してきたのは、ビニールに包つつまれた真ま新しい女子制せい服ふくだった。

「綾羽の着き替がえ。今のその格かつ好こうは刺し激げき的てきすぎるわ」

　用意がよすぎる。まるで今までの一いつ切さいをどこかで見ていたか、こうなることがあらかじめ解わかっていたような手て際ぎわのよさだったが、[image: たつみ]たつみはあまり考えることなく制服を受け取った。そのまま教室を出ようとして、振り返る。

　媛ひめとすみれ台だいは姿すがたを消していた。

　僕ぼくから礼れいを言うのを忘れていたな、と思いながら、[image: たつみ]は背せ負おった綾羽の重みを確かく認にんするように保健室に向かった。
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　保健医は不ふ在ざいだった。

　[image: たつみ]はベッドに綾羽を寝ねかせ、戸と棚だなから消しよう毒どく液えきや包ほう帯たいやらを手当たり次し第だいにかき集め、いざ治ち療りようしようとするだんになって困こまり果はてた。

　綾羽は全ぜん身しん傷きずだらけのはずだ。それは彼かの女じよがまとうボロ切れ状じよう態たいの制服を見ればわかる。いったいどこからどこまでをどうすればいいものか──と悩なやんでいると、

「お前の手を汚よごすことはない」

　綾羽がカーテンに手をかけながら言った。

「自分でやる。よこせ」

　ホッとしたような、残ざん念ねんのような。

　[image: たつみ]はビニールに入った制服と医い療りよう用よう具ぐを渡わたし、ベッドの横よこにあった丸まるい椅い子すに腰こしを下ろした。

　閉とじられたカーテンの中でごそごそする気け配はいを感じつつ、手持ちぶさたに床ゆかを見つめる。

　時間の経けい過かとともに、猫ねこ子この不ふ在ざいを改あらためて実じつ感かんする。あの無む邪じや気きで可愛かわいかったくりくりした目の少女は、半はん径けい五メートル以内はおろか、もはやどこにもいないのだ。

　猫子が確たしかにいたという証しよう拠こは、[image: たつみ]のポケットの中にあるひしゃげた金きん属ぞく板ばんのみだった。

　[image: たつみ]が悄しよう然ぜんとしているうちに、カーテンの中で衣きぬ擦ずれの音がやんで、カーテンが開いた。

　新しい制服を着込んでいるせいかもしれない。綾羽の顔かお色いろはずいぶんよくなっているように見える。むしろ凛りんとしていた。袖そで口ぐちや首くび元もとから覗のぞいている包帯は、一ひと目めで稚ち拙せつな巻まき方をしていると解わかるが、少なくとも血ちが滲にじみだしてはいなかった。

　[image: たつみ]たつみが枕まくら元もとの山積づみになっている赤く染そまった脱だつ脂し綿めんを気にしていると、

「明日あしたには完かん治ちするだろうから気にするな。わたしはこの世せ界かいの人間たちほどヤワではない」

　綾あや羽ははゆっくり肘ひじを曲まげたり首くびをひねりながら、傷きずの痛いたみ具ぐ合あいを確かく認にんしている。

「そうみたいだね」

　さすがにまだ痛むらしく、眉まゆをひそめたりしつつも、綾羽は[image: たつみ]の表ひよう情じようを見み咎とがめた。

「どうした[image: たつみ]。何をそんなに悲ひ痛つうな顔をしているのだ？」

「だって……」

　言おうとして、[image: たつみ]は結けつ局きよく口を閉じた。きっと、綾羽にとって猫ねこ子こは単たんなる兵へい器き機き械かいにすぎないのだ。だから、こんなに平へい気きでいられるんだ。

　彼かれはそう判はん断だんし、猫子に対たいする思いを口にすることを止めた。言い争あらそいになるのがいやだったから。

　綾羽はそんな[image: たつみ]の様よう子すを不ふ思し議ぎそうに見ていたが、ふっと息いきを吐はいてベッドに横よこになった。

「[image: たつみ]。すまないがしばらくわたしは役立たずだ。エルフストリークのすべてを回かい復ふくに回しても数時間かかる。だが案あんずるな。この学校に留とどまる限かぎり、さっきの二人がどこかで目を光らせていることだろう。新しん種しゆの敵てきがくるかもしれんが」

「ゆっくり休んでてよ」

「すまんが、そうさせてもらおう」

　綾羽は目を閉とじた。

　形のいい唇くちびるから緩ゆるやかな寝ね息いきが立つまで、そう時間はかからなかった。

　絆ばん創そう膏こうの貼はられた寝ね顔がおを、[image: たつみ]は見み守まもり続けた。

　綾羽が目を覚さますまで、せめて横についていようと思う。
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　綾羽が目を開けたのは、ぴったり下げ校こうを告つげる終しゆう業ぎようのベルが鳴なった時間に一いつ致ちした。それが目覚ましのアラームだったように、綾羽は身みを起こす。

　その間、[image: たつみ]はずっと座すわって待まっていた。忍にん耐たい強い少年なのである。幸さいわい、津つ波なみが現あらわれて教室に引っ張って行かれることもなく、[image: たつみ]は綾羽の寝顔を眺ながめ続けることができた。

　綺き麗れいな夕ゆう焼やけが窓まどの外にあった。

　綾羽は[image: たつみ]に視し線せんを飛ばし、少し眉を寄よせてからベッドを降おりた。

「行くぞ、[image: たつみ]」

「どこに？」

　立ち上がった[image: たつみ]の鼻はな面づらに顔を寄せるようにして、

「決まっている。わたしたちの家にだ。ここで寝ね泊とまりするわけにはいくまい」

「それは……そうだけど。身体からだ、もうだいじょうぶなの？」

「ああ」

　綾あや羽はは体たい操そうをするように身体を動かし、

「まだ少し痛いたむが、戦せん闘とうに差さし支つかえはない」

「そう」

　[image: たつみ]たつみとしてはそう言うしかない。綾羽の自じ己こ申しん告こくはどこか強がりめいていたし、帰り道にまた誰だれかが襲しゆう撃げきしてくることなど考えたくもなかったし、猫ねこ子このこともあったが、[image: たつみ]は様さま々ざまな思いを封ふう印いんして綾羽に従したがった。なにしろ彼かれを守まもると言い、実じつ際さいに守ってくれた人だ。

　[image: たつみ]は綾羽と肩かたを並ならべて保ほ健けん室しつを出て、昇しよう降こう口ぐちに向かった。

　校こう門もんを出る際さい、[image: たつみ]は校こう舎しやを振り返る。夕日に照てらされた高校は、まるで何もなかったように佇たたずんでいた。ここからでは彼の教室に空あいた大きな穴あなも見えない。

　校舎を見上げる[image: たつみ]を、綾羽は不ふ審しんそうに見つめたが、何も言わずに待まっていた。

「うん、行こう」

　しょんぼりとして歩き出す[image: たつみ]に、綾羽はますます不審な目を注そそぐ。[image: たつみ]は気づかず、スクールゾーンの表ひよう示じに目を落としたまま帰き宅たくの道を進んだ。

　何か感じるものがあったのか、道中の綾羽は無む言ごんだった。[image: たつみ]も無言で、よって沈ちん黙もくを友ともとした二人は奇き妙みような空気を間に挟はさみながら帰き路ろを歩あゆみ、ほどなく仮かりの宿やどに到とう着ちやくした。

「あ、ちょっと待って」

　[image: たつみ]はアパートの階かい段だんに足をかけていた綾羽にそう言って、建たて物ものの裏うら手てに回った。雑ざつ草そうが生おい茂しげるアパートの裏手は、どこかの農家の田た畑はたに面めんしている。名も知れぬ草くさ花ばなをかき分け、[image: たつみ]は何とか平たいらな場所を見つけ出した。

「何をする気だ？」

　怪け訝げんな声こえを落としてくる綾羽に背せを向けながら、[image: たつみ]はその場にしゃがみ込んだ。転ころがっていた石の中から平べったいものを探さがしだし、地面を掘ほり始める。

　綾羽が黙だまって見み守まもる中、[image: たつみ]は深さ三十センチほどの穴を手を泥どろだらけにして穿うがち終え、制せい服ふくのポケットに手を入れた。

　取り出したのは金きん属ぞく製せいのプレートだ。ところどころ熔とけたように崩くずれ、歪ゆがみと凸凹の数々で見る影かげもなくなっていたが、そこに刻きざまれている文字を[image: たつみ]は決して忘れない。

　ＦＲＦ─12ＴＳ・Ｘ００４

　その下の空くう隙げきに小さく『ＮＥＫＯＫＯ』と書いてある。釘くぎでひっかいたようなその文字は、保ほ健けん室しつで綾羽の目め覚ざめを待まっている間に、ハサミの先で刻みつけたものだった。

　[image: たつみ]はプレートをそっと穴の奥おくに設せつ置ちすると、しめやかで悲しげな顔と手つきで埋うめ戻もどした。最後に石を積つみ上げ、手を合わせて瞑めい目もくする。

「……ありがとう、猫ねこ子こ……」

　さわさわとした風だけが二人の間を通り過ぎ、ようやく[image: たつみ]たつみは立ち上がった。

　振り向いた[image: たつみ]は、そこで綾あや羽はがまだ怪け訝げんな顔かおをしているのに気づいて、

「解わかってるよ、綾羽。猫子は人ひと型がた兵へい器きで、人間じゃないからお墓はかを作るなんて馬ば鹿かげたことだって言いたいんだろう？　でもね、僕ぼくは……」

「待まつがいい」

　綾羽はゆっくりと瞬まばたきをしてから、

「確たしかにお前は馬鹿げたことをしている。それは認みとめてやろう。お前の言うとおり、猫子は生せい命めいを持たぬ兵器であり、爆ばく弾だんだ。爆弾とは爆発するのが仕し事ごとであり、あいつはそれを果はたしたにすぎない。しかし、」

「綾羽」

　[image: たつみ]は遮さえぎった。

「でも僕は猫子がちゃんと生きているようにしか見えなかったよ。いくら兵器でも、爆弾でも、僕から見たら妹いもうとみたいな……」

　緩ゆるみかけた涙るい腺せんを指ゆびで抑よく制せいしながら、

「そう、妹のような存そん在ざいだったんだ。この何日かの間だけだったけど、困こまったこともしてくれたけど、猫子は可愛かわいかったよ。最後は身みを挺ていして僕たちを守まもってもくれたじゃないか」

「わたしも理り解かいしているつもりだ」

　綾羽は妙みような表ひよう情じようを作りつつあった。それは[image: たつみ]がいままで見たことのない、綾羽の感かん情じようの発はつ露ろだ。

「猫子がいなければわたしとお前は今頃屍しかばねをさらしていただろう。猫子には感かん謝しやしている」

　しかし喪もに服ふくしているような顔ではない。

「だが、その墓などを作るとは……いや、それはまだいい……。だが、うむ……くふ」

　[image: たつみ]は愕がく然ぜんとした。

「ふ……くっ。ふっふ。ぬ……ふぅ」

　綾羽は笑っていた。包ほう帯たいだらけ、絆ばん創そう膏こうまみれの身体からだを揺ゆらし、

「お、お前はあいつが何だと思っているのだ。あは。まだ解わかっていなかったとは驚おどろくぞ。くく……。くふふぅ、いつっ。ははぁ、あまりわたしを笑わせるな。き、傷きずに響ひびくではないかっ」

　綾羽は腹はらに手を当てて、身体を折おるようにして笑い声を上げていた。

　[image: たつみ]は啞あ然ぜんとし続ける。

　猫子の死を悼いたみ、消しよう沈ちんしていた気分を搔かき消すほど、綾羽の笑え顔がおは明るく、とびきりの冗じよう談だんを聞かされた無む邪じや気きな少女のようだった。

　棒ぼうきれのように立っている[image: たつみ]に、綾羽は目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐってから手を差さし伸のべてきた。

「来い、[image: たつみ]」

　力強く手を握にぎられ、[image: たつみ]たつみは引かれるがままにアパートの階かい段だんを上ることになった。傷きずの痛いたみをすっかり忘れたように歩く綾あや羽はは、

「お前は猫ねこ子こを甘あまく見ている。《科マ学ー者ガ》の人ひと型がた兵へい器きのことを何も解わかっていない。てっきり常じよう識しきだと思っていたのだが、お前の想そう像ぞう力りよくの乏とぼしさには改あらためて呆あきれるな」

　むろん、[image: たつみ]には何のことやら解らないが、綾羽はむしろ楽しげに、

「ただ爆ばく発はつしてそれで終わりなどという、そんな素す直なおな爆ばく弾だんを《科学者》どもが作ったりするものか。やつらのすることはもっと手が込んでいるのだ」

　すぐに階段を上りきり、二人は２０１号室の前に来た。綾羽が率そつ先せんしてドアノブを握にぎり、[image: たつみ]に悪戯いたずらっぽい笑えみを投げてから、扉とびらを開いた。

　その途と端たん──。

「お兄にいちゃーんっ!!」

　小さなショートカットが頭から[image: たつみ]に突つっ込んできた。正しよう面めんからのタックルを浴あびて、[image: たつみ]はその人ひと影かげとともに通路に転ころがり、後こう頭とう部ぶを嫌いやと言うほど打ち付ける。

　ただし、痛いたみを感じるより先にすべきことがあった。

「ね……猫子？」

　[image: たつみ]は驚きよう愕がくし、抱だきついて鼻はな先さきを胸むね元もとに押しつけている少女を見つめ、そして口をただ開けた。

「はぁい」

　猫子は顔を上げ、ニパッと笑いながら、

「猫子でぇす。あたしはずっとお兄ちゃんと一いつ緒しよにいますからー。あ、またスイッチが入っちゃいましたのでー。これから五メートル以上離はなれませぇん」

「どうして……？　自じ爆ばくしたんじゃあ……？」

「はぁい、ちゃんとしっかり自爆しましたよー。役に立ちましたかーっ」

　その猫子は[image: たつみ]の知っている少女と寸すん分ぶん違ちがわない。確たしかに猫子だ。これは。間違いなく。

「ＦＲＦ─12ＴＳ・Ｘ００４は爆発しましたけどー」

　と、猫子は朗ほがらかに言った。

「あたしはＦＲＦ─12ＴＳ・Ｘ００５でぇす。ぱーそなるねーむは、えへへ、猫子でぇす。中なか身みは同じなのでー。ええと、でぇたべぇすからＸ００４のあっぷろぅどでぇたをだうんろぅどしてー」

　事じ情じようがつかめない[image: たつみ]と、稚ち拙せつな説せつ明めいしかできない猫子に代かわり、綾羽が言った。

「いいか[image: たつみ]。以前の猫子、つまりＦＲＦ─12ＴＳ・Ｘ００４とやらは自爆した。だが、その内部データは健けん在ざいなのだ。《科学者》の人型兵器は常つねに記き憶おくをリアルタイム送そう信しんしており、バックアップはいくつも存そん在ざいする。そのデータを別の機き体たいに移うつすだけで、破は壊かいされた機体と同一存在になれるのだ。最初の自じ己こ紹しよう介かいをお前も聞いていただろう。ＦＲＦ─12ＴＳシリーズの試し作さく四番機。そいつは五番機だ。たとえそいつを今ここで破壊したとしても、すぐさま六番機、まったく同じ六番目の猫ねこ子こがやってくるだけだ。どうだ、やっかいだろう」

　綾あや羽はは含ふくみ笑いをしていた。その笑え顔がおに見とれたいところだった。胸むねの中に猫子がいなければ、[image: たつみ]たつみはためらいなくそうした。だが、今は。

「猫子」

　[image: たつみ]は兵へい器きとは今でも思えないほど温あたたかく、いい香かおりのする小さな姿すがたを抱だきしめた。

「よかった……」

「はぁい。あたしも嬉うれしいですー。よかったのですー」

　猫子は目を閉とじて、されるがままになっていた。

　[image: たつみ]が寝ねころんだ体たい勢せいで猫子の体重を引き受けていると、綾羽がひょいと手を伸のばして猫子の首くびをつかんで持ち上げた。

「ふにゃあ」と猫子は楽しげに。

「よくなどはないぞ。[image: たつみ]」

　綾羽は笑えみをすっと引っ込めて、

「猫子、お前の後こう続ぞく機きはあといくつあるのだ」

「はぁい。試し作さく段だん階かいで28体でしたー。ばぁじょんあっぷした機き体たいが何なん個こあるのかはぁー、知りませぇん」

「というわけだ、[image: たつみ]」

　綾羽は猫子から手を離はなし、

「《科マ学ー者ガ》の人ひと型がた兵器が時と場所を選えらばず、ためらいもせずに自じ爆ばくする理り由ゆうが解わかったであろう。倒たおしても倒して次から次に沸わいて出る。それが、こいつらだ」

　[image: たつみ]はのろのろと上体を起こした。ただし尻しり餅もちと手を後ろについたまま、

「うん……」

　綾羽の顔を見上げ、猫子の笑顔を見る。自し然ぜんと[image: たつみ]も微笑ほほえんだ。

「猫子、できれば自爆は自じ粛しゆくしてくれたら嬉しいな。いくら代わりがきくんだとしても……何て言うか、僕ぼくの気分的にさ……」

「はぁい」

　[image: たつみ]の横よこに膝ひざをつき、猫子は素す直なおに、

「じゃあ、じゃあそうしまぁす。とってもでんじゃあな時とー、お兄にいちゃんから五メートル以上離れた時以外はーっ、爆発しませーん」

「ありがとう」

　[image: たつみ]が猫子の頭に手を載のせ、髪かみをくしゃくしゃさせる。猫子は心ここ地ちよさそうに目を閉とじて喉のどを鳴ならした。くるくると。

　すると、いつからそこにいたのだろう、部へ屋やの中から傍ぼう若じやく無ぶ人じんな人間が姿を現あらわした。

「ちょうどよかったわ、[image: たつみ]」

　姉あね、朝あさ凪なぎ津つ波なみが平へい均きん的てきな日にち常じよう顔がおで立っている。生徒より先に帰き宅たくする非ひ常じよう識しき教師、その一人が彼女だった。

「日にち用よう品ひんの買い出しを猫ねこ子こに頼たのもうとしてたんだけど、いくらなんでもこの子一人ではね。あんたと綾あや羽は、一いつ緒しよについていってやりなさい。それから、今夜のあたしはイタリアンが食べたい気分よ。いつだったかあんたの作ったグラタンがおいしかったから、それにしなさいな」

　せっかくの雰ふん囲い気きをぶち壊こわしにしてくれる姉のセリフだったが、[image: たつみ]たつみはうなずきつつ立ち上がった。

「あ、うん。そうするよ」

　全員が見つめる中、[image: たつみ]は一人一人の顔を確かく認にんするように眺ながめ、姉以外の二人に言った。

「でも、ちょっと待まって」

　[image: たつみ]は居い間まの隅すみにポツンと放ほう置ちされていた救きゆう急きゆう箱ばこに持ち寄よると、綾羽に差さし出しながら、

「顔の絆ばん創そう膏こう、剝はがれかけるよ。傷きず、まだ完全に閉じてないみたいだし、貼はり直したほうがいいんじゃない？」

　綾羽は、見つめられた者がいつまでも忘れそうにない印いん象しよう的てきな瞳ひとみで[image: たつみ]を見つめ、ついでぎごちなく首くびを傾かたむけて救急箱にその目を向けた。

「僕ぼくを助たすけるためについた傷だ。せめて、これだけでも受け取ってくれないかな？　できることなら、僕が貼ってあげたいんだけど」

　拒きよ絶ぜつの言こと葉ばを飛ばされる前に、[image: たつみ]は早はや口くちで、

「解わかってるよ。任にん務むだからいいって言うのはね。これは僕の気持ちの問もん題だいなんだ。綾羽、僕は君の気持ちを尊そん重ちようするし、義ぎ務むだってのももう解ってる。でも、僕にだって気持ちはあるんだよ。感かん謝しやしてるんだ。だから──」

　いままで何度となく口にしたセリフを、[image: たつみ]は言った。

「ありがとう、綾羽。僕を助けてくれて」

「…………」

　綾羽は黙だまっていた。黙って、救急箱を見つめている。しかし、やがて両手がゆっくりと挙あがる。[image: たつみ]が持っている箱を奪うばい取る際さいに、二人の指ゆび先さきが触ふれ合った。

　綾羽は鏡かがみも見ずに頰ほおの絆創膏を新しいものに取り替かえると、言葉に困こまっているような表ひよう情じようを見せて呟つぶやいた。

「ああ」

　あからさまに照てれ隠かくしの顔に見えたが、[image: たつみ]は何も言わない。言うと怒いかり出すに違ちがいない。

「お前の感謝を受け入れよう」

　その短く小さい声だけで充じゆう分ぶんだったから。

　義務感だけで行動されることは心ここ地ちのいいものではなかった。やっと、綾羽と近い場所に立てた気がする。[image: たつみ]は思う。自分は無む力りよくで、助けられるだけしか能のうがないのかもしれない。傷を負おった綾あや羽はを癒いやすことなどできないのかもしれない。致ち命めい的てきな外がい傷しようともなるとお手上げだ。

　だが、少しは彼かの女じよのためにできることだってあるはずだ。それが何かはまだ解わからないが、きっと見つけ出してみせる。

　[image: たつみ]たつみはそう決けつ意いして、二人に微笑ほほえんでみせた。津つ波なみはとっくに部へ屋やに引っ込んでいた。

「じゃあ、行こうか」

　猫ねこ子こが[image: たつみ]の首に飛びつき、綾羽がわずかに唇くちびるの端はしを曲まげるのを見ながら、[image: たつみ]は歩き始めた。

　明日あしたにもまた来るであろう、新あらたな非ひ日にち常じように向かって。

　わずかに残された今日という日常の中を。
















「先生」

「なんだい……香こう炉ろ……」

「これでよかったのでしょうか？　わたし、任にん務むに失しつ敗ぱいしたような、にもかかわらず成せい功こうしたような心持ちでいるのですが」

「さぁ…………どうなんだろうねぇ……解わからないねえ……」

「ご謙けん遜そんを。先生はご存ぞんじのはず。すべては計けい算さん通どおりなのではありませんこと？」

「……誰だれの計算かなぁ……君、香炉だっけ。僕ぼくの弟で子しとは思えないほど頭が回るみたいだね……」

「それほどでも」

　巻まき毛の頭が横よこに振られた。

「わたし、大たい切せつなお友達を失うしなってしまいました。なんて可哀かわい相そうなマイコプラズマ。わたしたちの身み代がわりになって、灰はいとなってしまいましたわ」

「……君の手て元もとにいるそれは？　……新しい友人かな……」

　小さな人ひと影かげの小さな手に、一体のヌイグルミがぶら下がっていた。

「ご紹しよう介かいいたしますわ、先生。ヘリコバクター、ご挨あい拶さつを」

「くええええっ」

　そう啼ないたヌイグルミは、どうやらコアラを擬ぎしたもののようだった。

「……やあ、ヘリコバクター……。悪いけど、三日後にでもまた紹介してくれないか……。確かく実じつに忘れているだろうからね……」

「おやすいご用です。もう一度、あの妖よう精せいさんや機き械かい人にん形ぎようさんと遊あそぶことに比くらべたら」

「……どんなことでも比ひ較かくの問もん題だいにしたら容よう易いだよ……。僕は……ああ、そうだねぇ……できれば誰とも戦たたかいたくはない……誰とも関かかわらないうちに死んでしまいたい……。目め覚ざめのない眠ねむりにあこがれるのさ……」

　青せい年ねんの影は鍔つば広ひろ帽ぼう子しの縁ふちに手をやり、深ふか々ぶかと顔を隠かくした。

　コアラのヌイグルミを抱だいた幼よう女じよはコメントせず、ただ闇やみに紛まぎれた。




　　　　＊＊＊




　そして、別の場所でも会話がなされる。何種しゆ類るいもの声で。

「事じ態たいは予よ定てい通りに推すい移いしている」

「そのようだ。配はい置ちはすでに整ととのった。朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみと《妖精アプリリス》の関かん係けい性せいはこのままでいいだろう」

「《剣メ精イ》と《魔術師フアルムテイ》はうまく動いてくれた。しかし《科マ学ー者ガ》の役やく割わりが事前予よ想そうより大きくなっているのではないか？」

「誤ご差さの範はん囲い内ないにある。むしろ好こう都つ合ごうと解かい釈しやくすべきだ」

「次はどこの世せ界かいだ。《不死人アーザール》か。《邪神ズー＝ル》か」

「順じゆん序じよは問もん題だいではない」

「そうだ。朝あさ凪なぎ[image: たつみ]たつみへの脅きよう威いを増ふやし続けることに意い義ぎがある。私し見けんを述のべる。それには《天使テイシユリー》が最もつとも適てき応おうしていると認にん識しきする」

「直ちよく接せつ的てきな脅威レベルではそうだろう。だが、それだけでは足たりない。朝凪[image: たつみ]にさらなる成長を及およぼすには」

「《不死人》を推すい薦せんする。《妖精アプリリス》への脅威が最も大きい」

「同意しよう。だが事ことは慎しん重ちように運はこばねばならない。ここに来るまでにかけた時間を考こう慮りよしろ。わずかな手て違ちがいで計けい画かくが水すい泡ほうに帰きしかねない。段だん階かい的てき進しん行こうを希き望ぼうしたい」

「しかし急ぐ必ひつ要ようがある。我わが世界に残された時間は少ない」

「それはどの世界にも言えることだ」

「では命めいじろ。朝凪[image: たつみ]を殺ころせ、と」

「もう命じてある。各かく勢せい力りよくとも、すでに動き始めているはずだ」

「朝凪[image: たつみ]はまだ生きている」

「そうだ」

　それまで沈ちん黙もくを守まもっていた、最後の声が言った。

「朝凪[image: たつみ]はまだ生きている。それが解かい答とうだ」

　朝凪[image: たつみ]。

　彼かれはまだ知らない。

　自じ宅たくを崩ほう壊かいさせ、書しよ店てんを一いつ軒けん全ぜん壊かいさせたというのに、周しゆう囲いに住すむ誰だれもがさして気にすることのなかった理り由ゆうを。

　綾あや羽はと猫ねこ子こが《魔術師フアルムテイ》と路ろ上じようで派は手でに戦たたかっていながら、まったく注ちゆう目もくされなかった理由も。

　あれだけ戦せん闘とうに巻まき込まれたにもかかわらず、結けつ局きよく彼だけが最後まで無む傷きずだった理由も。

　そして自分が何者なのか、これから何を成なす者となるのか、何のために生まれたのか。

　もちろん、賢けん明めいな人々にはとっくの昔むかしに想そう像ぞうがついていることだろう。




　彼こそ、すべての世界を救すくうものである──と。








あとがき






　日に本ほん地ち図ず上じようから千ち代よ田だ区くが消しよう滅めつするとかいうような物もの凄すごいことが起きていない限かぎり、この本は僕ぼくにとってトータル十七冊さつ目めの書しよとなっていると思います。

　本当は十冊目あたりでキリのよさを意味なくアピールしようと考えていたのですが、その当時、いったいどれが十冊目になるのか予よ断だんを許ゆるさない情じよう勢せいにあったため断だん念ねんし、ならば十五冊目あたりでキリ番ばんをあとがきネタにしようとか思っておきながら、その時はすっかり忘れていました。

　毎度苦く心しんするこのあとがきなるもの、いつもなら思い出話の一つでもしてお茶ちやを濁にごすところですが、田んぼの横よこを流れる用よう水すい路ろなみに浅あさい人生を歩あゆんできたせいで、その思い出話もいいかげん尽つきてきたため、こうして全ぜん然ぜんキリのよくないところで本当に意味もなく冊数を告こく知ちしておきます。中ちゆう途と半はん端ぱな数字ですが、とりあえず素そ数すうです。

　なお、今回から担たん当とうの編へん集しゆうさんが替わりました（本格的に）。だからというわけではないんですが、いや、やっぱりあるんですが、せっかくなので今までとはちょっと違ちがう感じのものを書いてみようという話で意見の一いつ致ちをみまして、いろいろ考えたり意い識しきしたりしてやってみたものが、これ、『ボクのセカイをまもるヒト』です。

　本当は初しよっぱなの打うち合あわせで、

「ええ、何を書いてもくれてもかまいません。今まで出したやつの続ぞつ刊かんでも、まったく違う新しいやつでも」

　と、おっしゃっていただき、なんとまあ太ふとっ腹ぱらな編集部もあったものだと感動していたのですが、やはりせっかくですので新しいのを選せん択たくすることになりました。当時、なんとなくそうしたい気分だったのです。

　その結けつ果か、どこがどう違うようになったのかは、読どく者しやの皆みな様さまの判はん断だんにお任まかせするとして、僕としましては、割わり合あいストレートなものになったんじゃないかなぁと思っております。なんというか、その、キャラ的に。特とくに主しゆ人じん公こう。

　あと、『学校を出よう！』について述のべますと、これはこれでまだやってないことが幾いくつかありますので、そのうち書かせていただく予よ定ていです。少なくとも神かん田だ健けん一いち郎ろうくんには再さい登とう場じようしてもらわないと困こまります。他ほかのチョイ役やくだったのとか、まだ出てない人とかも。宮みや野のはどう排はい除じよしても勝かつ手てに出てくるでしょうが……。

　そんなわけで、そのような方が何人いるのかは解わかりませんが、しばし待まっていていただけると幸さいわいに思います。いつになるとか、明めい言げんできないのが心こころ苦ぐるしくありますけれども……。

　最後に、現担当三み木き様さま及および、なんだかんだと今でも担当のような感じの峯みね様、そして不ふ肖しようなるキャラクターたちを美び麗れいなるイラストで描びよう写しやしていだいた織お澤ざわあきふみ様に大おおいなる感かん謝しやの念ねんを飛ばしつつ、読んでいただけたすべての方々に目め一いつ杯ぱいのありがとうを叫さけびつつ、それではまた会う日までっ。
















谷たに川がわ 流ながる

１９７０年生まれ。兵庫県在住。『涼宮ハルヒの憂鬱』で第８回角川スニーカー大賞＜大賞＞を受賞。２００３年６月10日、同受賞作と電撃文庫『学校を出よう！』シリーズ第一作との二作同時刊行デビューを飾る。夜空の星々に向かって「もっとがんばらないといけないな」と呟きつつコンビニまで歩くのが日課。
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イラスト／織お澤ざわあきふみ

編集者の熱意にうたれて（？）、今作のビジュアルを担当する、某ＰＣゲーム会社に所属する関西在住の若手イラストレーター。一部では「親父好き」という寸評あり。
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